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クス主義止揚、革命的マルクス・

レーニン主義復権の旗を更に高く

揚げ、国際非合法党を建設せよ/
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一
派
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
か

っ
た
の
だ

は
見
解
を
述
べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

党
中
央
直
轄
正
規
軍
＝
Ｒ
Ｃ
の
結
成

過
程
は
、
同
時
に
党
内
間
争
、
分
派
凹

争
の
過
程
で
も
あ

っ
た
。

東
京

に
お
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、

赤
軍
派
と
の
分
派
闘
争
と
同
時

に
、
軍

事
反
対
派
で
あ

っ
た
情
況
、
叛
凛
派
更

に
、
赤
衛
軍
論
者
で
あ

っ
た
南
部
地
区

委
員
会

（
コ
一
の
蜂
起
派
。

彼
ら
は
九

回
大
会
の
組
織
過
程
に
お

い
て
正
規
軍

派

に
成
長
し
た
）
と

の
党
内
閣
争
を
Ｂ

Ｌ
派

（書
記
局
を
掌
握
、
東
京
の
正
規

軍
派
）
と
同
盟
し
て
闘
い
、
九
回
大
会

に
於
け
る
中
央
軍
事
委
員
会
、
Ｒ
Ｃ
の

結
成
を
準
備
し
た
の
で
あ
り
、　
〓
４

関
西
で
は
、
赤
軍
派
と
の
分
派
闘
争
と

同
時
に

「
北
摂
、
西

Ｚ

フ
ク
シ

ョ
ン
」

（当
初
こ
の
フ
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
、
Ｒ
Ｃ

建
設

に
反
対
し
地
区
に
於
る

″
プ

ロ
レ

タ
リ

ア
階
級
軍
薗

″
の
建
設
を
主
張
し

た
の
で
あ
る
が
、
九
回
大
会

（
六
九
年

八
月
）
の
前
に
は
Ｒ
Ｃ
建
設
に
賛
成
し

た
）
と
の
党
内
闘
争
に
於
け
る

「
在
阪

静
墾

畷

‘

男

雛

粥

峯
愕

を
中
心
と
す
る
）
の
勝
利
に
よ

つ
て
Ｒ

Ｃ
建
設
は
進
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。

Ｒ
Ｃ
は
、
経
火

一
派
が
言
う
様
に

「

関
西
地
方
委
員
会
独
自
」
の

「
軍
」
で

は
な
い
。

九
回
大
会
の
決
定

に
従

っ
て
、
中
央

軍

事
委
員
会
の
下
に
、
三
隊
の
Ｒ
Ｃ
建

設
が
開
始
さ
れ
た
。

一
隊
は
、
東
京
駐
屯
の
学
生
出
身
の

部
隊

（
こ
の
部
隊
は
Ｂ
Ｌ
派
の
影
Ｉ
Ｐ

最
も
強
く
受
け
て
い
た
）
。

二
隊
は
東

京
駐
屯
の
労
働
者
出
身
の
部
隊

（
こ
の

部
隊
は
、
南
部
地

区
委
員
会
の
影
響
が

最
も
強
か

っ
た
）
。
三
隊
は
、
関
西
駐

電
の
労
学
出
身
の
潟
成
部
隊

（
こ
の
部

隊
は
、
在
阪
中
央
委
員
グ

ル
ー
プ
の
影

一
い
一
一

一
［
一
一
一
一
一
一
¨
一
一
一

の
党

内
闘
争

に
参
加
し
て
お
り
、
九
回

大
会

に
も
出
席
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

こ
れ
ら
の
事
案
を
知

ら
な

い
は
ず
は
な

い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
党
内
閣

争
や
九
回
大
会
、
そ
し
て
、
東
京
駐
屯

の

二
つ
の
部
隊

に
つ
い
て
述
べ
な
い
の

は
、
七
二
年
秋
の
脱
走
以
降
、
彼
ら
の

思
想
が
、
地
方
主
義
に
毒
さ
れ
て
し
ま

『

一

け

軸

動

申

中

砕

｝

な
さ
れ
た
事
実
を
思

い
出
し

た
く
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

爆
火

一
派
の
な
図
は
、
自
分
達
が
関

西
出
身
で
あ
る
事
を
い
い
こ
と
に
、
又

脱
走
後
東
京
か
ら
関
西
に
逃
げ
帰

っ
た

自
分
の
は
ず
か
し
さ
を
お
お

い
か
く
す

お
に
、
Ｒ
Ｃ
建
設
の
歴
史
的
事
実
を
奎

由
し
、
あ
た
か
も

「
関
西
地
方
委
員
会

」
が

「
独
自
」
に
建
設
し
た
か
の
如
く

見
せ
か
け
、
翼
に
、
事
実
を
知
ら
な
い

人
達
に
対
し
、
あ
た
か
も
、
当
時
、
蜂

火

一
派
の
政
治
局
員
が
中
心
に
な

っ
て

「
党
内
関
争
の
過
程
で
そ
れ
ま
で
の

街
頭
武
装
閣
争
の

一
線

を
に
な

っ
た
学

生
活
動
家
の
大
半
を
失

っ
た
わ
れ
わ
れ

の
軍
建
設
は
、
地
区
の
労
働
者
の
中
か

ら
党
直
格
の
車
隊

（
Ｒ
Ｃ
）
を
創
出
す

る
事
か
ら
始
め
ら
れ
た

。
」
　

　

　

　

一

「
ま
た
、
地
区
党

に
と

っ
て
は
、
Ｒ

Ｃ
の
隊
員
を
輩
出
す
る
過
程
は
、
地
区

党
及
び
そ
の
全
同
盟
員
が
党
指
導
部
と

の
関
係
を
そ
の
組
織
的
関
係
に
お
い
て

も
軍
事
的
な
質
に
お
い
て
も
、
予
定
さ

れ

る
Ｒ
Ｃ
と
同
質
の
も
の
に
変
革
す
る

過
程
で
あ

っ
た
。

「
政
治
過
程
論
的
党

組
織
―
手
段
と
し
て
の
党
―
の
上
場
」

と
は
ま
さ
し
く
こ
の
様
な
条
件
と
赤
軍

派

の
無
政
府
主
義
的
党
内
聞
争
に
対
す

る
批
判
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
」

（
同
、
蜂
火

二
六
八

・
九
号
）

当
時

（
一
九
六
九
年
九
月
）
の
関
西

に

お
け
る
部
隊
の
建
設
が
述

べ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
事
実
は

一
面
的
に
し
か
と
ら
え
ら
れ
て
い
な

い

一
部
は
の
舞
設
の
過
程
で
、
わ
れ
わ
れ

臨

眸

藝

粋

ｒ
Ｃ
へ
の
組
織
０
為
に
は
、

「
北
救
、

西
地
区
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
的
傾
向
ｔ
の

党
内
闘
争
が
不
可
欠
で
ぁ
っ
た
こ
と
を

鶴
薇
し
て
は
な
ら
な
い
。

．

「
北
摂
、
西
地
区
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
」

ι
り
わ
せ
、
北
摂
地
区
委
惧
会
は
、
党

内
闘
争
の
初
期

（
六
九
年
六
月
）
に
す

で
に
意
見
審

（
「同
盟
０
当
面
す
る
任

務
＝
い
か
に
し
て
党
を
建
設
す
る
か
」

一
）
饉
却
れ

一
ぃ

一
け

様
・
述
＾
で
い
一

「
一
般
的
に
寧
団
建
設

に
賛
成
か
反

対
か
、
と
か
、
秋
の
翻
時
革
命
政
俯
壼

言
に
与
す
る
か
し
な
い
か
、
と
か
だ
け

０

第

¨
次

Ｒ

Ｇ

の

建

設
（
Ｉ
）

そ
の

「
関
西
地
方
委
員
会

独
自
」
の

「

軍
」
を
指
導
し
た
か
の
様

に
言

い
ふ
ら

し
、
自
分
達
の
政
治
的
権
威
を
維
持
す

る
た
め
に
歴
史

の
偽
造
を
行

っ
て

い
る

の
で
あ
る
。

事
実
は
、
現
在
の
蜂
火

一
派
の
政
治

局
員
中
誰
れ

一
人
と
し
て
、
第

一
次
Ｒ

Ｃ
指
導
を
直
接
担

っ
た
者
は
い
な
い
。

彼
ら
は
、
当
時
の
地
区
委
員
、
地
方

委
員
の
眼
か
ら
第

二
次

Ｒ
Ｃ
を
総
活
し

反
動
的
評
論
を
行
な

っ
て

い
る
に
す
き
一

な

い
の
で
あ
る
。

縮
す
る
の
で
は
な
く
て
、
あ
ま
り
に

簡
単

に
互
解
の
危
機

に
突
入
し
て
し
ま

っ
た
わ
が
同
盟
の
組
織
的
欠
陥
は
ど
こ

に
あ

っ
た
の
か
、
こ
の
危
機
を
と
の
様

に
見
服
し
、
更

に
強
固
な
党
を
建
設
す

る

の
か
、
を
全
生
命

を
か
け
て
討
議
し

な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
の
み
が
、
唯

一
、
正
し

い
解
決

の
道
を
拓
く
も
の
と
わ
れ
わ
れ
は
確
信

す
る
」

（
同
意
見
書
Ｐ

，
）
と

い
う
様

・

に
、
党
内
闘
争
に
対
す
る
工
し

い
組
織

一

的
態
度
を
出
発
点
に
し
な
が
ら
、
思
想

的

に
は
藤
本
進
治
の

「
革
命
の
哲
学
」

政
治
的
に
は
、
各
地
区
マ
ッ
セ
シ
ス
ト

か
ら
武
装
蜂
起
、
組
織
的
に
は
、
集
中

央
直
轄
軍
団
反
対
、
地
区
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
階
級
軍
団
を
主
張
し
た
。

こ
れ
ら
の
主
張
は
地
区
党
に
お
け
る

当
時
の
階
級
的
労
働
運
動
と
北
摂
地
区

党
に
お
け
る

「
地
区
軍
団
」
の
建
設
を

実
践
的
背
景
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
実
際
に
は
、
わ
が
党
が
、
全

国
的
な
政
治
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
に

は
、
革
命
戦
争
の
開
始
を
準
備
す
る
た

め
の
党
の
改
組

（党
中
央
直
轄
軍
団
の

建
設
を
中
心
と
す
る
）
が
不
可
欠
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

北
鎮

フ
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
、
党

内
聞
争

に
対
し
て
、
エ
ル
い
組
漱
詢
潤
携
点
に

立
ち
な
が
ら
、
地
区
党
の
立
場
に
と
と

ま
つ
、
地
区
主
薔
、
肛
方
二
〓

と
い

つ

た
組
織
上
の
分
権
主
義
を
克
服
す
る
事

が
出
来
ず
、
そ
の
点
か
ら
、

「
党
中
央

直
轄
の
軍
団
」

（
Ｒ
Ｃ
）
を
地
区
軍
団

結 の ‐こ と
醐

一
一

お こ 治 ‐‐の
機

一
輪

一

・・

の
目
的
に
し
て
し
ま
い
。
そ
こ
か
ら
、

概
要
ヽ
次
の
様
な
党
の
改
組
の
提
案
を

す
る
に
至
り
ヽ
そ
０
フ
テ
ク
シ
〓
ン
の

成
算
は
明
確
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

―剖 牌
口
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一開
し
、
最
終
的
に
は
地
区
ツ
グ

ェ
ト
権

一カ
樹
立

へ
向
け
て
の
武
装
蜂
起
を
準
備

一す
る
こ
と
」

（北
摂
地
区
委
意
見
書
）

一　

こ
の
フ
ラ
ク
シ

ョ
ン
は
、
組
織
上
で

一は
、
レ
ー

ニ
ン
の

「
な
に
を
な
す
べ
き

一か
」
や

「
一
同
志
に
与
え
る
手
紙
」
に

そ
の
根
本
思
想
を
求
め
よ
う
と
し
た
。

だ
が
、
そ
れ
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

ス
タ
ー
リ
ン
経
営
細
胞
論

に
立
脚
し
た

【
地
区
党
」

（
レ
ー

ニ
ン
の
ポ
リ

シ

ェ

ヴ

ィ
キ
党

に
は
地
区
党
＝
地
区
委
員
会

は
な
い
）
の
立
場
か
ら

レ
ー

ニ
ン
主
義

を
語
る
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
主
張
は
従
来
の
大
衆
的
実
力
関
争

を
指
導
し
て
き
た
党
を
＾
武
装
蜂
趙
を

組

織
す
る
党

へ
転
換
す
る
と

い
う
点
で

は
前
進
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

他
方
で
、
地
区
党

の
限
か
ら
全
党
の
改

組
を
構
想
す
る
と
い
ぅ
地
区
主
義
の
理

論
的
根
拠

に
レ
ー

ニ
ン
の
文
献
を
利
用

し
た
結
果
、
地
区
党

に
党
の
実
践
的
指

導

の
全
権
を
要
求
す
る
と
い
う
誤
り
に

陥
り
、
そ

の
結
果
、
党

中
央
の
役
割
を

全
党

０
案
鷹
約
指
導
ｔ
切
り
離

し
た
思

想
的
指
導

に

一
面
化
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
当
時
要
求
さ
れ
て
い
た
党
中
央
直

轄
軍
の
建
饉
を
軸
と
し
た
党
の
革
命
、

と
り
わ
け
党
中
央
の
革
命

に
対
す
る
自

ら
の
無
能
、
そ
の
政
治
姿
勢
の
技
算
を

証
明
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
・

地
区
軍
団
は
党
中
央
直
輸
の
正
規
軍

と
結
合
し
て
の
み
正
し
く
位
置
ず
け
ら

れ
る
。
特

に
閲
西
に
お

い
て
は
、
党
中

央
直
轄
の
正
規
軍
建
設
を
主
張
す
る
点

・

で
、
当
時

の
在
阪
中
央
委
グ
ル
ー
プ
ど

一

「
在
阪
中
央
委
員
グ
ル
ー
プ
」
は
綱

領
上
で
は

「
田
原
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁

論
」
、
戦
術
上
で
は
中
央
描
力
闘
争
、

マ
ッ
セ
ン
ス
ト
、
恒
常
的
武
装
闘
争
、

組
織
上
で
は
、
党

中
央
直
轄
の
正
規
軍

建
設
を
軸
と
し
た
事
事
を
組
織
す
る
党

へ
の
改
組
を
か
か
け
、

更
に
７

●
６
事

件
以
降
の
分
派
闘
争
に
関
し
て
、

「
党

は
組
織
で
あ
る
」

「
各
分
派
の
党
内
闘

争

へ
の
態
度
は
意
識
し
よ
う
が
、
し
ま

い
が
、
実
は
各
分
派
の
党
建
設
の
略
線

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
」

（
六
九
年
八
月

火
花

ヽ

１０
）
と

い
う
態
度
を
と

っ
た
の

で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
点
か
ら
、

「在

阪
中
央
委
員
グ
ル
ー
プ
」
は
、
十

一
月

前
段
階
蜂
起
、
臨
時
革
命
政
府
樹
立
、

蜂
起
軍
建
設
、
ド
ブ

レ
組
織
論

（
ゲ
リ

ラ
か
ら
軍

へ
）
、
紅
衛
兵
型
党
内
関
争

を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

赤
軍
派
が
、
蜂
起
、
臨
時
革
命
政
府

を
主
張
し
な
け
れ
ば
、
革
命
軍
の
菫
設

は
出
来
な
い
と
い
う
見
解
を
と

っ
た
の

に
対
」

て
、
在
阪
中
央
委
グ
ル
ー
プ
は

蜂
起
、
臨
時
革
命
政
府
樹
立
は
日
程
に

上

っ
て
い
な

い
と
い
う
態
度
を
と
り
つ

つ
、
同
時
に
党
中
央
直
轄
の
正
規
軍
建

設
を
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の

階
級
闘
争
を

「
平
時
か
ら
の
ツ
プ
ィ
エ

ト
」
が
建
設
さ
れ
て
い
る
状
態
、

「
あ

る
種
の
戦
争
状
態
」
で
あ
る
と
分
析
し

従

っ
て

「
平
時
か
ら
の
軍
隊
」
の
存
在

条
件
は
あ
る
が
、
そ
れ
が

「
恒
常
的
武

装
」
と
な
０
た
め
に
は
、
党
中
央
直
轄

正
規
軍
を
軸
に
改
組
さ
れ
織
領
に
よ

っ

て
意
志
統

一
さ
れ
た
党
、
革
命
さ
れ
た

党
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
態
度
を
と

っ

た
。

パ
注
）
北
摂
、
西
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
は

当
時
、
在
阪
中
央
委
が
赤
軍
派
の

「

臨
時
革
命
政
府
樹
立
」
の
ス

ロ
ー
ガ

ン
と
軍
建
機
の
主
張
と
を

「
恣
意
的

に
分
離
」
し
て

い
る
と
し
て
批
判
し

た
が
、
こ
の
こ
と
は
彼
等
も
あ
る
意

味
で
赤
軍
派
と
同
じ
土
後
の
中
に
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

蜂
起
、
臨
時
革
命
政
府
樹
立
が
問
題

に
な
ら
な
け
れ
は
、
党
中
央
直
籍
の

正
規
軍
は
問
題
に
な
ら
な
い
と
す
る

考
え
方
で
あ
り
、
彼
等
は
こ
の
考
え

方
の
上
に
立
ち

っ
っ
、
赤
軍
派
と
は

逆
に
情
勢
は
蜂
起
、
臨
時
革
命
政
府

を
日
程

に
上
げ
て
い
な
い
か
ら
党
中

央
直
轄
正
規
軍
は
問
題
に
な
ら
な
い

と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

在
阪
中
央
委
グ

ル
ー
プ
は
、
こ
の
様

な
党
中
央
直
轄
正
規
軍
に
関
す
る
主
張

の
上
に
立

っ
て
、
地
区
軍
国
建
設
を
も

党
中
央
直
轄
正
規
軍
と
政
治
的
軍
事
的

に
結
合
し
、
地
区
党
の
組
織
改
組
の
漁

に
な
る
も
の
と
し
て
位
置
す
け
た
の
で

あ
る
。

（更
に
樹
立
す

べ
き
プ

ロ
レ
タ

リ
ア
独
裁
権
力
を
、
世
界
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
独
裁

に
向
け
た
世
界
革
命
戦
争
の
機

関
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
世

界
党
ｌ
世
界
赤
軍
を
め
ざ
す
も
の
と
し

て
、
党
―
軍
を
位
置
す
け
た
。
こ
の
位

置
す
け
は
当
時
の
国
際
情
勢
を
世
界
革

命
戦
争
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
と
結
び

つ
い
て
い
た
。
）

さ
て
、
九
回
大
会
か
ら
開
始
さ
れ
た

Ｒ
Ｃ
建
設
は
、
関
西
に
お
い
て
、
た
し

か
に

「
地
区
党
に
と

っ
て
は
、
Ｒ
Ｃ
の

隊
員
を
輩
出
す
る
過
程
は
、
地
区
党
、

及
び
そ
の
全
同
盟
員
が
党
指
導
部

と
の

関
係
を
そ
の
組
織
的
関
係

に
お
い
て
も

予
定
さ
れ
る
Ｒ
Ｃ
と
同
質
の
も
の
に
変

革
す
る
過
程
で
あ

っ
た
。
」

（
「
痒
火

」

二
六
八

・
九
号
）

だ
が
、
問
題
は
こ
の
過
程
が
地
方
委

員
会
及
び
地
区
党
内
部
に
お
け
る
赤
軍

派
的
傾
向
の
残

シ
と
の
、
ま
た
と
り
わ

け
北
摂

・
西
フ
ラ
ク
シ

ョ
ン
的
傾
向
と

の
新
た
な
党
内
綸
争
の
過
程
で
あ

っ
た

こ
と
な
の
で
あ
る
。

北
摂
、
西
フ
ラ
ク
シ

ョ
ン
的
傾
向
は

党
中
央
直
轄
正
規
軍
建
設
に
対
し
て
、

な
お
消
極
的
で
あ
り
、
地
区
軍
国

に
地

区
党
の
力
を
集
中
し
て
い
た
の
で
あ
り

関
西
に
お
け
る
第

一
次
Ｒ
Ｃ
特
に
第

一

期
生
の
摯
出
は
、
在
賦
中
央
委
員
グ

ル

ー
プ
の
影
響
下
に
あ

っ
た
地
区
党
の
闘

い
に
よ

っ
て
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

当
初
、
第
二
期
生
の
中

に
特

に
多
く

の
政
治
上
の
問
題
を
後
に
生
み
出
し
た

原
因
の

一
つ
に
は
、
六
九
年
１０

・
２‐
、

Ｈ
月
間
争
と
い
う
緊
急
な
視
実
的
要
籠

の
前
に
澪
朧
し
、
中
央
軍
事
委
員
会
、

関
西
地
方
委
員
会
が
、
赤
軍
派
的
傾
向

及
び
北
餞
、
西

フ
ラ
タ
シ
ョ
ン
的
傾
向

の
残
津
と
の
関
争
を
充
分
組
織
せ
ず
、

そ
の
結
果
、
共
産
主
義
突
撃
隊
的
性
格

を
Ｒ
Ｃ
に
刻
印
し
た
こ
と
に
あ

っ
た
と

言
わ
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

北
摂
地
区
委
員
会
は
、

そ
の
後
、
六

九
年
冬
か
ら
七
〇
年
春
、
全
党
的
な
憶

常
武
的
装
闘
争
の
中
で
、
革
命
の
実
物

教
育
に
よ

っ
て
、
Ｒ
Ｃ
に
対
す
る
積
極

的
評
価
を
す
る
に
至

っ
た
。

蜂
火

一
派
が
、
当
時
の
在
阪
中
央
委

・

員
グ
ル
ー
プ
と
北
綴
、
西
フ
ラ
ク

シ
ョ

・

ン
と
の
党
内
閣
争
に
触
れ
よ
う
と
し
な

¨
］
轍
¨
鰤
暉
¨
］
“
棚
い
『
け
』
い

一

を
思
い
起
し
た
く
な
い
か
ら
で
あ
り
、

更
に
、
こ
の
巌
火

二
六
八
、
九
合
併
号

を
書
い
た
人
は
当
時
、
在
阪
中
央
委
員

グ

ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い
た
人
で
あ
る

が
、
こ
の
人
が
易
在
で
は
、
結
局
の
と

こ
ろ
、
〈
木
沢

一
派
と
し
て
堕
落
し
、

か

っ
て
の
北
摂
、
西
フ
ラ
タ

シ

ョ
ン
的

傾
向
に
属
服
し
て
い
る
事
を
隠
蔽
す
る

た
め
で
あ
る
。

Ｒ
Ｃ
建
設

に
全
く
消
極
的
な
今
日
の

爆
火

一
派
の
政
治
局
は
、
当
時
の
在
阪

「
わ
れ
わ
れ
の
軍
隊

（
Ｒ
Ｃ
）
は
当

初

「
世
界
赤
軍
」
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
た
。
こ
れ
は
当
時
の
わ
れ
わ
れ
の
国

際
主
義
の
到
逮
点
、

「
三
プ

ロ
ッ
ク
階

級
関
争
を
世
界
革
命
戦
争
―
世
界
プ

ロ

独

へ
」
に
表
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り

民
族
国
家
の
障
量
を
打
破

っ
て
共
産
主

義

へ
の
最
初
の
到
達
点
た
る
単

一
共
和

制
と
し
て
の
世
界
プ

ロ
独
に
到
達
す
る

に
は
、
そ
れ
を
指
導
し
う
る
党
を
、
そ

の
物
質
力
と
し
て
の

（意
識
の
上
で
も

実
線
の
上
で
も
）
国
境
を
越
え
た
党
の

軍
隊
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
事
つ
け
ら

れ
て
い
た
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
国
際
的
党
派

性
を
即
、
組
織
実
態
と
し
て
表
現
す
る

こ
と
は
、
明
ら
か
に
誤
ま
り
で
あ

っ
た

‥
…
…

（
中
略
）
‥
‥
‥

わ
れ
わ
れ
は
今
日

「
世
界
赤
軍
の
即

時
建
設
■
に
こ
め
ら
れ
た
世
界
同
時
革

命
―
世
界
プ

ロ
独

に
関
す
る
わ
れ
わ
れ

の
主
張
を
、
わ
が
同
盟
の
綱
領
上
の
間

題
と
し
て
あ
る
い
は

（軍
事
組
織
を
合

む
）
党

総
体
の
「
々
の
実
践
上
の
世
界

性
の
問
題
と
し
て
把
握
し
直
さ
れ
は
な

ら
な
い
」

（降
火

一̈
一六
八
、
九
合
併
号

●
火

〓
ふ
も
こ
こ
で
は
、
な
か
な
か

巧
妙
け
国
際
主
義
者
ぶ

っ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
彼
ら
の
本
質
は
や
は
つ
暴

露

さ
れ
て
い
る
。

「
し
か
し
わ
れ
わ
れ
の
国
際
的
党
派

性

を
即
、
組
織
実
態
と
し
て
表
現
す
る

こ
と
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ

っ
た
」
。

こ
れ
で
あ
る
。

彼
ら
は

「
国
際
的
党
派
性
」
が
な
に

よ
嘴
も

「
組
織
実
態
と
し
て
表
現
」
さ

れ
な
け
れ
は
な
ら
な
い
こ
と
を
否
定
し

た
結
果
、

「
わ
が
同
盟
の
編
領
上
の
間

朧

と
し
て
、
あ
る
い
は
党
総
体

の
日
々

の
実
践
上
の
世
界
性
と
し
て
相

遅
し
直

さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
と
自
分
で
も
何

の
事
を
言

っ
て
い
る
の
か
よ
く
わ
力、
ら

な
い
混
乱
に
陥

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑥
　
「
Ｒ
Ｇ
＝
世
界
赤
軍
」
論

０
清
算
が
意
味
す
る
も
の

中
央
委
員
グ
ル
ー
プ
の
水
準

（
四
原
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
論
、
中
権

マ
ッ
セ
ン

ス
ト
、
慎
常
的
武
装
闘
争
、
Ｒ
Ｃ
建
設

）
以
下
に
後
退
し
て
し
ま

っ
て
い
る
の

み
な
ら
ず
、
武
装
蜂
起
を
ま
し
め
に
案

際
に
準
備
し
、
地
区
軍
団

を
建
設
し
て

い
た
当
時
の
北
摂
意
見
書
の
水
準
以
下

に
な
り
下
が

っ
て
い
る
こ
れ
の
姿
を
、

当
時
の
資
料
を
読
み
か
え
し
て
恥
じ
る

べ
き
で
あ
る
。

一
¨

一
蜀

赫

一
れ

一
一
錆

嘲

一
あ
り
、

「
日
本
革
命
」
の
み
が
日
本
の

共
産
主
義
者

に
と

っ
て
現
実
的
任
務
て

あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。

実
際
、
連
合
赤
軍
の
銃
撃
戦
と
粛
清

そ
の
党
的
載
産
に
と
き
も
を
抜
か
れ
た

赤
軍
派
内
諸
分
派
、
蜂
火

一
派
、

レ
ー

ニ
ン
研
等
は
、

「
国
際
主
義
と
組

織
さ

れ
た
暴
力
」
の
旗
を
公
然
と
か
か
け
た

あ
の
同
盟
七
回
大
会
路
線
が
自
分
達
の

出
発
点
で
あ
る
こ
と
を
す

っ
か
り
忘
れ

去
り
、
日
本
革
命
派
―

一
口
主
義
者
に

転
向
し
て
し
ま

っ
て
い
る
一
　

　

　

．

塩
見
、
佐

野
茂
樹
両
氏
に
対
す
る
批

判
は
別
の
機
会
に
ゆ
す
る
と
し
て
、
永

井
、
八
木
沢
両
君
は
、　
一
度
七
回
大
会

決
定
集
と
八

・
三
論
文
を
読
み
返
し
、

自

分
の
後
退
ぶ
り
を
し
み
し
み
噛

み
し

め
て
み
る
と

い
い
。

ァ
メ
リ
ヵ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
、
プ
ラ

ッ
ク
パ
ン

サ
ー
党

、
ド
イ

ツ
Ｓ
Ｏ

Ｓ
、
Ｚ

フ
ン
ス

，
Ｃ
Ｒ
等
帝
国
主
義
国
革
命
派
を

一
同

に
結
果
し
て
開
か
れ
た
国
際
集
会
を
背

景

に
し
て
提
起
さ
れ
た
、
八

・
三
論
文

の
思
想

（世
界
同
時
革
命
、
世
界
党
、

世
界
赤
軍
、
世
界
反
帝
統

一
戦
線
）
を

わ
れ
わ
れ
は
断
固
と
し
て
継
承
し
て
来

た
し

‐２

・
‐８
略
線
と
し
て
発
展
さ
せ
て

来
た

（
共
産
主
義
１４
号
を
参
照
）
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
確
認
し
て

お
く

べ
き
な
の
は
、

一
時
代
を
画
し
た

八

・
三
論
文
の
思
想
を
同
盟
が
提
超
し

‐
え
た
の
は
、
七
回
大
会
路
線

に
も
と
つ

い
て
Ｓ
Ｄ
Ｓ
、
Ｂ
Ｐ
Ｐ
、
Ｓ
Ｄ
Ｓ
、

Ｊ

Ｏ

Ｒ
と
の

「
わ
れ
わ
れ
の
国
際
的
党
派

性

を
即
、
組
織
実
体
と
し
て
表
現
」
し

一

よ
う
と
し
た
事
の
成
果
で
あ

っ
た
事
。

一

峰
火

一
派
の
様
な
立
場
を
と
る
な
ら
、　
一

七
回
大
会
略
線
や
八

・
三
論
文
の
全
面

的
杏
定
は
不
可
避
で
あ
る
事
で
あ
る
。

・

八

・
三
論
文
や
国
際
集
会
の
主
要
な

問
題
点
は
、
わ
れ
わ
れ
の

「
党
派
性
」

を

「
組
織
実
体
」
と
し
て

「
表
裏
」
し

よ
う
と
し
た
点
に
あ
る
の
で
は
な
く
て

「
党
派
性
」
の

思
想
的
な
内
容
が
、
ス

タ
ー
リ
ン
主
義
を
打
倒
し
、
反

ス
タ

マ

ル
ク
ス
主
餞
を
解
体
し
、
革
命
的

マ
ル

ク
ス
レ
■

ニ
ン
主
義
の
復
権
に
十
分
成

功
し
な
か

っ
た
点
に
、
す
な
わ
ち
、
世

界
党
１
世
界
赤
軍
と

い
う
以
上
、
当
然

に
も
第
ニ
ィ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
の
総

括
か
ら
行
わ
な
け
れ
は
な
ら
な
か

っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず

「
過
渡
期
世
界
論
」

を
主
張
し
た
点
に
あ

つ
た
の
で
あ
り
、

従

，
て
ヽ
仮
借
な
い
国
際
的
党
派
関
争

及
び
後
者
の
世
界
武
姜
プ

ロ
レ
タ
リ
ア

論

に
対
す
る
在
阪
中
央
曇
グ
ル
ー
プ
の

党
派
性
を
表
現
し
て

い
た
の
で
あ
り
、

Ｒ
Ｃ
建
設
は
、
そ
の
様
な
見
地
に
立

っ

て
は
じ
め
て
指
導
す
る
事
が
出
来
た
の

で
あ
る
。

今

日
の
爆
火

一
派
の
様
に

「
日
本
革

の
戦
略
」
が
最
も
重
要
だ
、
な
ど
と
、

言

っ
て
い
た
ら
Ｒ
Ｃ
建
置
を
始
め
る
事

は
出
来
な
か

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
日

本
革
命

の
ワ
ク
内
で
問
題
を
実
際
上
立

て
て
い
た
情
況
、
叛
旗
は

「
地
区
戦
関

団
」
を
、
北
薇
、
西

フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
は

「
地
区
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
軍
団
」
を

か
か
け
、
当
時
Ｒ
Ｃ
の
建
設

に
反
対
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

地
区
党
か
ら
の

「
Ｒ
Ｃ
隊
員
の
輩
出

」
の
過
程
は
、
地
区
党
に
所
属
し
て
い

る
が
、
同
時

に
工
場
で
賃
金
奴
隷
と
し

て
生
計
を
い
と
な
ん
で
い
る
労
働
者
革

命
家
に
と

っ
て
職
業
革
命
家
に
な
る
こ

と
が
要
求
さ
れ
た
過
程
だ

っ
た
の
で
あ

っ
て
、
彼

は
地
区
党
の
所
属
を
離
れ
、

党
中
央
直
轄

の
所
属
メ
ン
パ
ー
と
な
り

・

地
区
主
義
、
経
営
主
義
、
地
区
軍
国
主

義
的
傾
向
、
南
部
地
区
委
員
会
の
赤
衛

軍
論
、
首
都
の
学
生
出
身
部
隊

（
Ｂ
Ｌ

派
系

、
後
の
日
向
派
系
）
の
学
闘
主
義

更
に
赤
軍
派
Ｏ
Ｒ
Ｃ
大
衆
＾
募
制
等
と

の
関
争
が
不
可
連
で
あ

っ
た
し
、
綱
領

上
で
は
、
地
区
主
義
、
地
方
主
餞
、
経

営
主
義
と
結
ひ
つ
い
た

一
国
主
義
と
の

関
争
が
不
可
欠
で
あ

っ
た
。

職
業
革
命
家
と
し
て
の
党
中
央
直
轄

正
規
軍
が
、
自
分
の
義
務
を
築
そ
う
と

真
剣
に
考
え
た
と
き
、
闘
争
の
目
的
手

「
そ
の
過
程
で
、
わ
れ
わ
れ
は
Ｒ
Ｃ

の
存
立
に
か

か
わ
る

二
つ
の
問
題
に
遭

通
し
た
。
そ
の
第

一
は
党
内
闘
争
の
発

生
で
あ
り
、
第

二
は
、
従
前
と
は
明
ら

か
に
異
質
な
権
力
の
攻
撃
で
あ

っ
た
。

十

一
月
閾
争

（
注
、
六
九
年
十

一
月

）
に
お
け
る
敵
前
逃
亡

（
文
字
通
り
の

′
）
と
Ｒ
Ｃ
か
ら
の
脱
落
者
に
よ

っ
て

構
成
さ
れ
た
日
向
フ
ラ
ク
と
の
党
内
―

党
派
聞
争
の
過
程
は
こ
れ
ま
で
も
幾
度

持
ち
得

，
そ
の
結
果

一
方
で
は
準
備
さ

れ
て
い
た
共
産
主
義
者
の
国
際
的
協
議

会
を
国
際
党
派
関
争
の
場
と
し
て
活
用

す
る
０
が
出
来
す
他
方
で
は
、
在
外
支

部
を‐
独
自
に
建
設
す
る
方
向
を
打
ち
出

す
事
が
百
来
な
か
っ
た
点
に
あ
っ
た
の

で
あ
る
¨
　

・　
　

一

確
か
に
、
我
々
は
六
九
年
当
時
、
Ｒ

Ｃ
を

「世
界
赤
軍
の
中
核
」
と
位
置
づ

け
た
。
´

「世
界
革
命
戦
争
が
、
世
間
同
時
革

命
の
具
体
的
形
態
で
あ
る
以
上
、
こ
れ

一

を
満
う
世
界
赤
軍
は
共
産
主
義
単

一
党

一

の
下
に
の
み
形
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
、　
一

世
界
革
命
戦
争
の
現
代
的
道
す
し
が
、

「
帝
国
主
義
戦
争
を
江
乱
へ
」
と

「
飛

び
火
」
で
は
な
く

「
前
段
階
決
戦
」
で

あ
る
と
上
、
世
界
赤
軍
の
形
成
は
既
に

■
時
点‐
一
ら
な
さ
れ
れ
は
な
ら
な
い
」

（九
回
大
会
決
定
、
大
九
年
八
月
）

爆
火
〓
派
―ま，
、
大
切
な
こ
と
は
日
本

革
命
の
戦
略
問
題
だ
と
開
き
直
０
こ
と

に
よ
っ
て
、
結
局

「
Ｒ
Ｃ
＝
世
界
赤
軍

」
論
が
有
す
る
実
践
的
憲
義
を
清
算
し

て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
彼
ら

が
、
七

一
年
秋
脱
走
後
、

，
Ｃ
を
党
の

補
完
′
に
し
て
ル
■
に
い
そ
の
結
果
、

実
際
上
Ｒ
Ｃ
を
解
体
し
て
し
ま
っ
て
い

る
コ
実
の
な
せ
る
わ
ざ
な
の
で
あ
る
。

た

。 共
雌
肇
靡
オ
興
諄
障
罐
摯
一
に
製
勢

を
組
織
す
る
に

髪

鼈
鱒

】
０

第

一
次
Ｒ
Ｇ
は
単
な
る
戦
士

戦
闘
団
で
あ
っ
た
の
か
？

段
、
方
法
に
つ
い
て
あ
い
ま
い
さ
を
残

さ
ず
、
原
則
を
要
求
す
る
事
は
当
然
で

あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，

・　

共
産
主
義
、
世
界
社
会
主
義
、
世
界

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
―
世
界
革
命
戦
争

世
界
党
―
世
界
赤
軍
―
世
界
反
帝
統

一

戦
線
は
１
階
級
関
争
に
対
す
る
九
回
大

会
略
線
の
原
則
を
表
わ
し
て
い
た
の
で

あ
り
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
革
命
を
主

張
す
る
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
Ｒ
Ｃ
建
設

反
対
を
と
な
え
て
い
た
の
で
あ

っ
て
、

こ
こ
で
も
、
政
治
間
理
は
組
織
問
題
と

不
可
分
の
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の

「原
則
」
は
、
の
年
１０
■
■
月

閾
争
の
後
に
岡
田
論
文
に
お
い
て
、
建

軍
の
目
的
、
任
務
、
性
格
、
建
軍
の
思

想
と
し
て
継
承
さ
れ
、
そ
の
後
の
１２

・

‐８
略
線

へ
の

一
塁
塚
と
な
る
の
で
あ
る

今
日
、
わ
れ
わ
れ
、
共
産
主
義
者
向

盟

（
Ｒ
Ｃ
）
は
１２

・
“
略
線
つ
確
立
の

上
に
、
そ

の

「
原
則
」
を
、
第

一
イ
ン

タ
ー

一
般
規
約
前
文

・
七

ａ
↓
す
な
わ

ち
、
階
級
関
争
に
対
す
る

マ
ル
ク
ス
主

義
の
原
則
に
基

い
て
、
国
際
見
派
闘
争

の
理
論
的
基
準

と
し
て
継
承
発
展
さ
せ

て
い
る
と
同
時

に
、
国
際
非
合
法
党
建

設
、
す
な
わ
ち
、

「
組
織
実
体
」
と
し

て

「
表
現
」

（爆
火
〓
六
八
、
九
号
）

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
が
、
共
産
主
義
の
旗
を
掲

け
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
を
導

い
て
い

く
唯

一
の
道
で
あ
る
。
　

　

　

　

　

　

一

爆
火

一
派
は
せ
い
ぜ
い
民
族
共
産
党

―
合
法
党
で
も
作
る
が
よ
い
。

確
か
に
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
原
則
か
ら

組
織
原
則
が
導
か
れ
る
。

だ
が
ヽ
組
織
原
則
が
鋏
ま

つ
て
い
た

な
ら
、
そ
の
ま
ま
で
は
決
し
て
、

マ
ル

ク

ス
主
義
の
原
則
に
立
つ
事
は
出
来
な

い
事
も
確
か
な
こ
と
で
あ
＾
。

織
火

一
派
の
第

一
次

Ｒ
Ｃ

「
総
活
」
を

続
け
て
聞

く
と
し
よ
う
。

明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
、
こ

こ
で
は
ふ
れ
な
い
。

た
だ
非
公
然
の
軍
事
組
織
に
と

っ
て

党
の
分
製

が
ど
れ
ほ
ど
致
命
的
で
あ
る

か
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
な
せ
な
ら
、
非

公
然
の
諸
任
務
は
多
く
は
そ
の
構
成
員

の
永
続
的
な
団
結
を
前
提

に
し
て
初
め

て
違
行
可
能
な
も
の
だ
か
ら
。

同
時
に
党
の
基
本
組
織
か
ら
切

，
離

さ
れ
た
戦
士
の
集
団
が
党
派
関
争
に
対

ポ
ー
ナ
ス
カ
ン
パ
の
要
請

“
年
１０

・
８
閥
争
以
降
の
階
級
闘
　
争
派
へ
の
敵
対
者
と
し
て
反
革
命
ヘ

争
が
革
命
戦
争
と
し
て
の
発
展
へ
進
　
の
道
を
進
ん
で
い
る
。

ん
だ
こ
と
に
対
し
て
、
帝
国
主
義
者
　
　
頂

ｏ
八
派
１
反
自
共
系
諸
派
の
反

は
本
能
的
に
、
革
命
戦
争
派
と
の
対
　
ス
タ

・
マ
ル
ク
ス
主
義
を
理
論
的
襲

決
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を
察
知
し
　
礎
と
す
る
急
進
民
主
主
義
路
線
の
破

て
、
政
治
警
察
を
軸
と
し
て
、
革
命
　
産
と
、
そ
の
分
解
と
動
稲
、
革
命
戦

戦
争
派
と
そ
の
下
に
結
集
し
つ
つ
あ
　
争
派
内
部
の

一
部
の
諸
君
の
純
粋
民

る
革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
対
　
主
主
義
的
傾
向
へ
の
転
落
。

し
て
、
組
織
壊
減

（公
安
三
諄
―
極
　
　
・て
れ
故
、
革
命
戦
争
派
に
対
す
る

た
暴
力
取
締
総
本
部
）
―
革
命
戦
争
　
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
と
反
ス
タ
マ
ル
ク

攻
撃
体
制
構
築

（警
察
機
動
隊

・
特
　
ス
主
義
の
影
導
と
聞
い
、
革
命
的
プ

殊
部
隊
）
―
反
動
層
の
形
成
と
動
員
　
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
が
秘
密
活
動
に
習

（
市
民
警
察
）
と
い
う
反
革
命
攻
撃
　
熱
し
、
非
合
法
党
と
結
合
し
、
革
命

を
進
め
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
が
最
近
　
戦
争
の
道
に
歩
む
こ
と
を
援
助
し
、

の
政
治
警
察
の
革
命
戦
争
派
に
対
す
　
ま
た
我
が
同
盟
が
韓
に
な
っ
て
進
め

る

″
不
隠
な
動
き
を
み
せ
て
い
る
が
　
な
け
れ
は
な
ら
な
い
こ
と
。

小
康
漱
態
“
と
い
う
評
価
の
真
の
意
　
　
革
命
的
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主

味
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
の
鐘
原
則
の
復
権
の
下
に
国
際
非

ま
た
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
者
＝
日
　
合
法
建
設
と
そ
れ
に
よ
っ
て
担
わ
れ

共
は
、
破
防
法
指
定
団
体
取
消
要
求
　
る
革
命
戦
争
に
よ
っ
て
こ
そ
、
唯

一

「
デ
ィ
ク
タ
ツ
ー
ラ
」
改
訳
問
題
に
　
″
年
以
降
の
日
本
階
級
闘
争
の
革
命

端
的
に
表
わ
さ
る
如
く
、

マ
ル
ク
ス
　
的
伝
統
を
継
承
発
展
さ
せ
る
こ
と
が

・
レ
ー
ニ
ン
主
義
か
ら
背
教
し
、
社
　
で
き
る
し
、
ま
た
そ
う
し
な
け
れ
ば

会
帝
日
主
義
と
し

，
０

一
層
の
純
化
　
な
ら
な
い
。

の
道
を
歩
み
、
革
命
戦
争
派
へ
の
敵
　
　
全
国
の
同
志
、
支
持
者
諸
氏
へ
。

対
者
と
し
て
立
場
を
固
定
し
て
い
る
　
ボ
ー
ナ
ス
カ
ン
パ
を
党
中
央
へ
送
り

他
方
、
革
マ
ル
派
は
組
合
主
義
者
と
　
届
け
ら
れ
ん
こ
と
を
要
請
す
る
。

し
て
純
化
し
、
日
共
と
並
ぶ
革
命
戦

　́
　
　
　
　
　
　
　
共
産
主
義
者
同
盟

（Ｒ
Ｇ
）

し
て
著
し
く
無
力
で
あ
る
事
は
は
か
り

知
れ
よ
う
。
　
　

　

　

　

　

　

　

¨

「
党

の
軍
隊
」
か
ら

「
党
員
の
軍
隊

」

へ
、
更

に

「
政
治
軍
隊
」

へ
と
前
進

し
た
Ｒ
Ｃ
の
位
置
づ
け
は
こ
の
様
な
状

況
を
背
景
に
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
」

（盗
火

二
六
Λ

・
九
合
併
号
、
政
治
局

論
文
）

以
上
が
、
Ｒ
Ｃ
＝
政
治
軍
隊
に
つ
い

て
の
歴
史
的
経
移
に
関
す
る
峰
火

一
派

の
総
括
の
す
べ
て
で
あ
る
。

一

「
永
統
的
な
国
結
」
と
は
、　
一
体
何

を
指
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
は

一
般
に
党
及

び
軍
事
組
織
の
国
結
の
基
準
を
綱
領
と

規
約

に
置
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
う

い
う
意
味
か
ら
箇
え
ば
、
党

の
公
然
組

織
の
メ
ン
パ
ー
も
、
又
、

「
永
続
的
な

国
結

を
前
提
に
し
て
は
じ
め
て
」
任
務

を
遂
行
出
来
る
と
い
う
点
で
は
、
軍
事

組
織
と
何
ら
か
わ
る
も
の
で
は
な

い
。

だ
か
ら
、
我
々
は

「
党
の
分
製

」
と

軍
事
組
織
に
つ
い
て
問
題
に
す
る
場
合

な
に
よ
り
も
、
軍
事
組
織
に
対
す
る
党

の
思
想
的
、
政
治
的
、
組
織
的
指
導
の

内
実
を
間
題
に
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

必
要
な
分
裂
な
ら
、
分
製
を
革
命
的

に
押
し
進
め
る
事
は
全
く
正
し
い
の
で

あ
り
、
軍
事
組
織
に
お
い
て
も
、
そ
の

場
合
分
裂
は
断
固
実
行
さ
れ
る

べ
き
で

あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
爆
火

一

派
の
政
治
局
員
が

「
党
の
分
裂
が
ど
れ

ほ
ど
致
命
的
で
あ
る
か
は
自
明
の
こ
と

で
あ
ろ
う
」
と

一
見
軍
事
組
織
の
指
導

に
つ
い
て
熟
達
し
て
い
る
か
の
様
な
ロ

ふ
り
を
し
て
い
る
の
は
、
彼
自
身
、
軍

事
組
織
と
は
、

「
戦
闘
を
ほ
と
ん
ど
唯

一
の
活
動
と
す
る
軍
隊
」

（痒
火

二
六

八

・
九
合
併
号
）
と
い
ぅ
様
な
固
定
観

念

を
持

っ
て
お
り
、
こ
の
誤

っ
た
前
提

か
ら
、
党

の
分
製
は
、
そ
の
軍
事
組
織

に
と

っ
て

「
致
命
的
」
で
あ
る
と
い
う

・

結
論
に
達
し
て
い
る
に
す
き
な
い
の
で

一

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
赫

一
「

【
“
〓
蒔
〓
裁
【
¨
い
』
お

一

を

か
か
け
革
命
戦
争
を
国
ぅ
て
い
る
軍

一
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一Ｉ
〓

一卜
一
鉾
準

隊
で
あ
る
限
り

「
戦
間
を
は
と
ん
ど
帷

一
の
活
動
と
す
る
軍
隊
」
な
ど
は
存
在

し
な
い
し
、
又
実
際
存
在
し
え
な
い
事

は
自
明
の
事
だ
。

峰
火

一
派
の
言
う
軍
隊
は
ブ

ル
ジ

ョ

ア
軍
隊
以
下
的
な
代
物
な
の
で
あ
る
。

党
の
分
製
は
あ
る
歴
史
的
条
件
の
下

で
は
不
可
避
な
の
で
あ
る
か
ら
、
役
の

様
に
問
題
を
た
て
る
な
ら
軍
事
組
織
建

設
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
結
論

に
達

す
る
か
、
又
は
党
の
分
製

に
左
右
さ
れ

な
い

（
，
）
軍
事
組
織
の
建
設

（
こ
れ

は
い
わ
ば
私
兵
と
で
も
言
う

べ
き
組
織

で
し
か
な
い
が
、
彼
ら
の
非
公
然
軍
事

諸
機
関
と
は
い
わ

は
そ
う
い
う
も
の
で

あ
ろ
う
。

）
と
い
う
実
践
的
結
論
に
達

す
る
し
か
他
は
な
い
。
そ
し
て
、
現
実

に
は
両
者
は
度
々
植

〓
補
完
関
係

に
な

る
。実

際
、
彼
ら
は
腸
走
し
た
Ｒ
Ｃ
を

一

方
で
、
合
法
党
の
別
名
で
あ
る
戦
士
＝

組
織
者

に
事
実
上
解
休
し
、
他
方
で
は

非
公
然
軍
事
諸
機
関

に
解
体
し
て
し
ま

っ
て
い
る
。

第

一
次
Ｒ
Ｃ
に
と

っ
て
は

「
党
の
分

製
」
が
致
命
的
で
あ

っ
た
わ
け
で
も
な

く
、
又
、
党
派
問
争
に
対
し
て
著
し
く

無
力
で
あ

っ
た
わ
け
で
も
な
い
。

第

一
次
Ｒ
Ｃ
の
時
期
に
お
け
る

「
党

の
分
裂
」
と
は
、
具
体
的

に
は
、
七
〇

年
春
の
情
況
、
坂
旗
派
と
の
分
裂
及
び

七
〇
年
夏
か
ら
冬

に
か
け
て
の
日
向
派

の
分
裂
を
指
す
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ

理
論
で
あ

っ
た
田
原
理
論
の
持

っ
て
い

た
思
想
的
欠
陥

（
「
階
級
概
念
」
の
曖

昧
き
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
＝
社
会
主

義

、
Ｒ
Ｃ
の
組
織
的
位
置
に
対
す
る
曖

味
さ
）
を
克
服
し
て
１２

・
‐８
路
線
を
準

備
し
た
の
で
あ
る
。

日
向
派
と
の

「
分
裂
」
が
第

一
次
Ｒ

Ｃ
に
対
し
て

「
致
命
的
」
で

，あ

っ
た
こ

と
は
な
く
、
む
し
ろ

「
赤
報
論
争
」
が

日
向
派
と
の
分
派
闘
争
、

１２

・
‐８
略
線

の
強
立
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
フ
ラ
ク

シ

ョ
ン
の

「
原
動
力
」
に
な

っ
た
の
で

あ
る
。

更

に
、
峰
火

一
派
の
も
う

一
つ
の
命

題
で
あ
る

「
同
時

に
党
の
基
本
組
織
か

ら
切
り
離
さ
れ
た
戦
士
の
集
団
が
党
派

関
争
に
対
し
て
著

し
く
無
力
で
あ
る
」

と
い
う
点

に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
と
、

こ
の
様
な
命
題
は

一
般
的
に
は
成
立
し

な

い
。

例
え
ば
、
わ
年

２
月
に
お
け
る
赤
軍

派
と
の
党
派
閲
争

に
お
い
て
、
第

一
次

Ｒ
ё

が

「
著
し
く
無
力
」
で
あ

っ
た
と

い
う
の
は
事
実
で
は
な
い
。
当
時
、
Ｒ

Ｃ
は
党
派
閾
争
の
中
核
部
隊
で
あ
り
、

赤
軍
派
、
中
央
軍
と
の
闘
争

に
お
い
て

彼
ら
を
除
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は

一
切
一

の
計
画
を
た
て
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ

た
。二

ｏ
一
四
の
関
争
と
そ
れ
に
続
く
赤

軍
派
中
央
軍
と
の
党
派
間
浄
の
勝
利
及

び
阻
西
に
お
け
る
Ｏ
Ｃ
、
Ａ
Ｉ
Ｆ
の
建

設

に
果
し
た
Ｒ
Ｃ
の
役
割
は
大
き
く
、

決
定
的
と
言

っ
て
も
よ
か

っ
た
。

赤
軍
派
に
対
す
る
軍
事
的
膀
利
に
よ

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、

「
ブ
ン
ト
の
壊

減
」
と
い
う
赤
軍
派
の
当
初
の
政
治
目

的
を
粉
砕
し
て
、　
一
定
の
政
治
的
勝
利

を
確
保
し
た
。
問
題
は
主
要
に
次
の
点

に
あ

っ
た
。

メ
ダ
ル
の
凝
表
の
阻
係
に
あ
る
が
、
Ｒ

Ｃ
の
指
導
部

（直
接
に
は
中
央
諄
事
委

員
会
）
は
、
主
要
に
前
者
の
見
解
を
批

判
し
、

「
党
の
軍
」
を
強
調
す
る
と
同

時

に
、
軍
自
身
の
党
内
開
争
、
党
派
闘

争

に
対
す
る
思
想
的
、
政
治
的
、
組
織

的
自
然
発
生
性
、
す
な
わ
ら
、
軍
事
的

決
着
の
優
先
、
戦
硼
団
主
義
的
傾
向
を

克
服
す
る
と
い
う
点
か
ら
も
、
七
〇
年

二
月
後
半
―
二
月
に
至
る
Ｒ
Ｃ
の
地
方

委
員
会
と
協
同
し
た
Ｕ
Ｃ
、
Ａ
Ｉ
Ｆ
建

設
、
二
月
に
於
け
る
中
央
軍
事
委
員
会

指
導
下
の
全
国
的
な
政
治
展
開
に
よ
る

地
方
委
員
会
の
改
組
、
四
月
、
党
内
闘

争
に
対
す
る
政
治
的
態
度
を
決
定
す
る

為

の
綱
領

・
規
約
論
争
を
開
始
し
た
の

で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
も
、
党
は
階
級
闘
争
の

要
請
に
答
え
る
為
に
は
、
Ｒ
Ｃ
を
ェ
紺

軍
以
上
の
何
か
に
組
織
す
る
点
か
ら
、

基
本
組
織
と
の
結
合
の
為
の
新
た
な
組

織
内
容
生
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

蜂
火

一
派
の
正
治
局
の
組
織
観
に
よ

る
と
、
Ｒ
Ｃ
は

「
党
の
基
本
組
織
か
ら

切
り
離
さ
れ
た
職
士
の
集
団
」
で
あ
』

た
と
さ
れ
る
。

だ
が
、
彼
ら
は
、
当
初
Ｒ
Ｃ
を
基
本

組
織
か
ら
切
り
離
し
た
事
の
革
命
的
憲

義

に
つ
い
述

べ
ず
、
次

に
、
党
中
央
直

結
正
規
軍
が
、　
一
方
で
は
、
軍
内
部

に

と
の
様
に
党

を
建
設
し
よ
う
と
し
た
か

他
方
で
は
、
Ｒ
Ｃ
が
基
本
組
織
の
革
命

に
ど
の
様
な
役
割
を
は
た
し
た
の
か
を

忘
れ
去

っ
て
し
ま

っ
て
お
り
、
従

っ
て

Ｒ
Ｃ
＝
政
治
軍
隊
と
い
う
規
定
の
内
容

を
理
解
せ
ず
に
、
規
定
を
規
定
と
し
て

同
競
反
復
す
る
に
と
と
ま

っ
て
し
意

っ

て
い
る
。

「
党
の
軍
隊
か
ら
、
党
員
の
軍
隊

ヘ

更

に
政
治
軍
隊

へ
と
前
進
し
た
Ｒ
Ｃ
の

位
置
づ
け
は
こ
の
様
な
状
況
を
背
景
に

し
た
も
の
で
あ

っ
た

。
」
と
彼
ら
が
言

う
と
き
、
具
体
的
な

「
状
況
」
や

「
背

景
」
を
清
算
的
に
招

え
て
し
ま

っ
て
い

る
結
果

「
政
治
軍
隊
」
の
目
的
や
任
務

組

織
性
格

に
つ
い
て
、　
一
言
の
内
容
も

明
ら
か
に
す
る
事
が
出
来
て
い
な
い
。

彼
ら
は
、
事
態
の
本
質

に
迫
ろ
う
と

せ
ず
、
後

に
述

べ
る
よ
う
に
、
降
格
者

の
断
片
的
な
反
動
的
な
心
情
の
吐
露
の

間
き
か
し
り
を
そ
の
ま
ま
受
け
売

，
し

た
り
し
て
い
う
に
す
き
な
い
。

だ
が
、
彼
ら
が
清
算
主
義
に
陥

っ
て

い
る
真
の
原
因
は
、
七

一
年
秋
、
革
命

戦
争
再
開
と
党
の
改
組
に
反
対
し
、
脱

走
し
た
こ
と
に
あ
る
。

脱
走
の
合
理
化
の
為
に
、
又
、
Ｒ
Ｃ

を
解
体
し
て
し
ま

っ
て
い
る
事
を
言

い

つ
く
ろ
う
為
に
、
総
績
な
る
も
の
が
必

要
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

従

っ
て
、

わ
れ
わ
れ
は
嬌
火

一
派
の

清
算
主
義
的

「
総
構
」
の
誤
り
を
も

っ

て
反
論
す
る
た
め
に
、
Ｒ
Ｃ
＝
政
治
軍

隊

に
関
す
る
歴
史
的
考
察
と
わ
れ
わ
れ

の
見
解
を
述

べ
て
お
き
た
い
。

Ｒ
Ｃ
＝
政
治
軍
隊
と
い
う
規
定
に
わ

れ
わ
れ
が
到
達
し
た
賦
史
的
意
義

に
，

い
て
述

べ
る
場
合
、
第

一
次
Ｒ
Ｇ
の
組

織
性
格
を
め
く
る
党
内
及
び
軍
内
の
歴

史
的
論
争
を
ふ
り
か
え
り
、
党
及
び
軍

の
目
的
、
任
務
と
の
躙
係
で
、
い
基
本

組
織
と
Ｒ
Ｃ
、
い
政
治
局
、
軍
事
委
員

会
と
Ｒ
Ｃ
、
い
軍
の
中
の
党
と
い

っ
た

組
織
性
格
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。

●
、
九
回
大
会
か
ら
七
〇
年
十

一
月
間

争
ま
で
。

共
産
主
義
、
世
界
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
多

裁
を
か
か
け
て
、
先
進
的
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
人
民
の
武
装
闘
争

へ
の
熱
望
の

高
ま
る
中
で
中
央
権
力
蘭
争
Ｌ

マ
ッ
セ

ン
ス
ト
、
恒
常
的
武
義
閾
争
を
遂
行
す

る
時
期
。
Ｒ
Ｃ
は
党
中
央
直
轄
の
正
規

軍
と
し
て
中
央
軍
事
委
員
会
の
直
轄
下

で
、
基
本
組
織
直
結
下
の
軍
事
組
織

（

地
区
軍
国
）
、
コ
一
の
共
同
作
機
の
も
と

に
安
保
決
戦
を
国

つ
。

党
中
央
直
轄
正
規
軍
の
建
設
過
程
で

の
主
要
な
論
争
は
、
赤
軍
派
の
ド
ブ

レ

理
論
に
基
く
組
織
観

（す
な
わ
ち
、
ゲ

リ

ラ
か
ら
党

へ
。
党
は
政
治
局
の
み
、

中
央
軍
事
組
織
委
員
会
に
よ
る
プ

ロ
レ

タ
リ
ア
人
民
の
指
導
。
赤
軍
建
設

に
お

け
る
大
衆
公
募
制
の
導
入
）
の
批
判
、

及
び
情
況
、
叛
旗
派
の

「
地
区
戦
闘
団

」
主
義
、
南
部
地
区
委
員
会
の
赤
衛
軍

路
線
、
北
摂
、
西
フ
ラ
ク

シ
ョ
ン
の

「

地
区
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
軍
団
」
主
義

に
対
す
る
在
阪
中
央
委
員
グ
ル
ー
プ
と

Ｂ
Ｌ
派
に
よ
る
批
判
と
し
て
行
わ
れ
た

（
も

っ
と
も
、
Ｂ
Ｌ
派
は
分
派
の
均

衡

の
上
で
、
ポ
ナ
パ
ル
テ
イ
ズ
ム
政
治

を

行

っ
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
当
時
の
分
派

の
力
関
係
で
、
戦
術
左
案
と
し
て
ふ
る

ま

っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
）
。

九
回
大
会
以
降
、
軍
事
委
員
会
、
Ｒ

Ｃ
内
部
で
党
と
軍
の
組
織
性
格
を
め
ぐ

る
論
争
は
、
主

に
戦
術
と
の
関
係
で
行

わ
れ
た
。
九
月
、
地
区
軍
印
建
設
に
関

す
る
Ｒ
Ｃ
の
事
事
的
指
導
、
九

・
二

一

闘
争
で
の
地
区
軍
国
に
対
す
る
Ｒ
Ｃ
の

戦
術
上
の
指
導
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た

Ｒ
Ｃ
＝
将
校
団
論
の
提
起
。

十

ｏ
二

一
開
争
準
備
期
に
お
け
る
共

産
主
義
突
撃
隊
＝
Ｒ
Ｃ
の
強
調
。

十

・
二

一
闘
争
敗
北
と
十

一
月
閥
争
準

備
期
に
お
い
て
は
、
０

、
軍
嚢

買

会

に
対
す
る
政
治
局
の
指
導
と
い
う
点
か

ら
政
治
局
の
改
組
す
な
わ
ち
軍
事
４
員

長
の
政
治
局

へ
の
編
入
。
ｍ
ヽ
Ｒ
Ｃ
三

隊
の
共
同
作
戦
、
バ
０
値
常
的
武
装
閲

争
、
奇
襲
、
近
撃
戦
術
の
採
用
．
０

、

十

ｏ
二

一
闘
争
に
お
け
る
指
揮
上
の
失

敗
か
ら
、
反
帝
戦
線
、
地
区
軍
国

に
対

す
る
Ｒ
Ｃ
＝
将
校
団
論
的
傾
向
の
反
省

恒
常
的
武
装
開
争
と
い
う
点
か
ら
正
規

軍
の
強
調
。
０
）、
基
本
組
織
、
特

に
地

区
委
員
会

に
お
け
る
政
治
委
員
、
軍
事

委

員
制
度
の
導
入
、
ω

、
Ｒ
Ｃ
内
部

に

お
け
る
政
治
委
員
、
軍
事
委
員
制
度
の

導
入
。

こ
の
時
期
は
大
衆
も
党
も
熱
病
の
様

に
武
装
闘
争
に
と
り

つ
か
れ
る
。
あ
ら

ゆ
る
困
難
を
乗

，
越
え
て
進
軍
し
突
撃

が
く
り
返
さ
れ
る
。
た
が
、
十

・
二

一

閲
争
以
降
、　
一
回
の
決
戦
で
な
く
、
長

期

に
渡
る
革
命
戦
争
遂
行
と

い
う
点
か

ら
、
軍
事
に
対
す
る
党
の
指
導
の
為
の

党
と
軍
の
改
組
が
は
じ
め
ら
れ
た
事
が

こ
の
時
期
の
後
半
に
お
け
る
特
徴
の

一

つ
を
な
し
て
い
た
。

②
、
六
九
年
十

一
月
闘
争
以
降
、
七
〇

年

二
月
ま
で
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

関
争
の
中
で
た
め
さ
れ
た
党
と
軍
の

綱
領
、
戦
術
、
組
織
を
点
検
ル
、
ま
訓

を
学
び
組
織
を
整
備
す
る
時
期
。
　

．

Ｂ
Ｌ
派
系
の
東
京
駐
屯
隊
は
一
十

一

月
戦
国
を
、
当
日
に
な
っ
て
、
分
派
聞

争
関
係
か
ら
考
え
て
部
隊
温
存
を
は
か

る
た
め
に
中
止
し
た
こ
と
と
脱
走
に
よ

っ
て
崩
壊
。

（
こ
の
隊
の
ほ
と
ん
‘
の

メ
ン
パ
ー
は
、
後
に
日
向
の
出
漱
後
自

向
派
と
し
て
結
果
。
日
向
派
は
七
〇
年

寿
そ
の
出
生
の
当
初
か
ら
暗
ぃ
過
去
を

も
っ
て
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
）
南
部

地
区
委
員
会
系

（現
在
の
蜂
起
派
）
東

京
駐
」
労
働
者
部
像
は
沐
衛
軍
主
義
的

残
泣
と
き
っ
ば
り
と
快
別
出
来
ず
，
そ

の
結
果

ヽ、
正
規
軍
と
し
て
拠
一十
活
動
ｔ

力
を
集
中
出
来
ず
、
そ
の
弱
僚
を
政
治

警
察
に
攻
撃
さ
れ
中
枢
達
捕
。
■
　
¨

関
西
駐
屯
隊
て
は
、
軍
の
目
”
、
任

務
、
性
格
を
め
く
る
論
争
開
始
。　
　
¨

戦
術
上
で
は
、
恒
常
詢
武
壌
瀾
争
■

遊
撃
戦

（
六
九
年
十
一
月
山
田
騨
凛
苺

闘
争
七
〇
年

一
月
電
通
反
ル
パ
聞
一
等
一

地
区
軍
国
と
の
共
一
作
戦
）
の
構
一
ギ

組
織
上
で
は
、（０
一一Ｔ
〓
一方
式
、
規
檬

丼
伺
生
活
へ
の
移
行

（Ｚ
時
間
の
党
生

中
央
軍
事
委
員
会
が
、
政
治
局
か
ら
、

Ｒ
Ｃ
指
導

に
つ
い
て
委
任
さ
れ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
直
接

に
は
中
央
軍
事
委
員

会
を
示
し
て
お
り
最
終
的
に
は
政
治
局

の
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
論
争
が

提
輝
さ
れ
さ
る
を
得
な
か

っ
た
根
拠
は

地
区
党
、
地
方
委
員
会
と
の
論
争
、
七

〇
年

一
月
合
宿
に
お
け
る
東
京
駐
屯
隊

と
関
西
駐
嘔
隊
間
で
の
若
千
の
論
争
と

い
う
こ
と
が
背
景
に
あ
り
Ｒ
Ｃ
自
体
が

い
わ
ゆ
る
正
規
軍
の
任
務
の
み
な
ら
す

地
区
党
、
地
方
雪

彙
会
を

一
定
程
度
軍

事
的
の
み
な
ら
ず
政
治
的

に
も
指
導
出

来
ヽ
Ｒ
Ｃ
候
補
を
地
区
党
か
ら
募
集
す

る
権
限
と
政
治
力
を
持
ち
、
又
、
党
内

綸
争
を
指
導
し
う
る
党
中
央
直
轄
の
、

い
わ
は

「
政
治
的
軍
隊
」
に
改
組
さ
れ

る
事
が
要
求
さ
れ
て
い
た
点
に
あ

っ
た

以
上
の
様

な
問
題
に
直
面
し
て
い
た

（
十
分
に
は
自
露
し
て
い
な
か

っ
た
に

せ
よ
）
Ｒ
Ｃ
に
と

っ
て
、

「
党
中
央
」

が
実
質
的
に
、
政
治
局
な
の
か
中
央
軍

事
委
員
会
な
の
か
と
い
っ
た
問
題
は
切

実
な
意
味
を
も

っ
て
い
た
。

な
ぜ
な
ら
、
七
〇
年
初
頭
、
こ
の
Ｒ

Ｃ
の
中
央
集
権
主
義
の

「
原
則
」
の
要

求
に
対
し
、
政
治
局
は
当
時
関
西
派

ニ

人

（う
ち
中
央
軍
事
委
員
長

一
人
）
、

情
況
派

一
人
、
Ｂ
Ｌ
派

一
人
、
仏
派

一

人
と
い
っ
た
勢
力
分
布
で
あ

っ
て
、
基

本
組
織
に
対
す
る
指
導
が
中
心
で
あ
り

同
時
に
グ
ル
ー
プ
間
の
論
戦
に
明
け
暮

れ
き
る
を
得
な
か

っ
た
の
に
対
し
、
中

央
軍
事
委
員
会
の
グ
ル
ー
プ
分
け
は
、

関
西
派

二
人
、
最
初
Ｂ
Ｌ
派
、
後

に
神

奈
川
左
派
の
指
導
部
に
な

っ
た
メ
ン
パ

ー

一
人
、
仏
派

一
人
で
あ

っ
た
が
、
Ｂ

Ｌ
派
系
及
び
仏
派
系
Ｒ
Ｃ
が
崩
壊
、
違

捕
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
条
件
が
あ
り

関
西
派
以
外
の
グ

ル
ー
プ
は
ほ
と
ん
と

独
自
の
意
見
を
持

た
な
か

っ
た
こ
と
も

あ

っ
て
、

関
西
派
の
見
解
を
基
本
的
に

貫
徹
出
来
る
状
態
に
あ

っ
た
の
で
あ
り

Ｒ
Ｃ
が
、
正
規
軍
の
任
務
の
み
な
ら
ず

「
政
治
軍
隊
」
と
し
て
の
役
割
を
は
た

す
為
に
は
指
導
部
の
政
治
内
容
そ
の
も

の
が
特
に
関
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

社
会
主
義
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の

不
可
避
性
の

「
軍
事
戦
略
」
に
よ
る
証

明
、
国
際
共
産
主
議
運
動
の

「
事
事
間

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る

そ
の
為
に
は
、
結
局
の
と
こ
う
、
政

治
局
と
軍
事
委
員
会
を
基
本
的
に
分
離

し
て
い
る
党
の
組
織
的
性
格
そ
の
も
の

を
、
政
治
局
＝
軍
事
委
員
会

に
改
組
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
り
、
従

っ
て
、
こ
の
点
か
ら
言

っ
て
も
、
七
〇

年
の

一
年
間
、
情
況
、
叛
旗
丞
、
日
向

派
と
の
激
し
い
党
内
―
分
派
闘
争
が
不

可
避
で
あ

っ
た
ゎ
け
で
あ
る
が
、
当
時

の
中
央
軍
事
委
員
会
が
、
政
治
局
＝
軍

事
委
員
会

へ
の
改
組

を
か
か
け
て
党
内

閣
争
を
中
心
に
な

っ
て
組
織
す
る
事
が

出

来
な
か

っ
た
そ
の
原
因
は
、
第

一
に

思
想
的

に
は
次
の
命
題
の
限
界
を
見
服

し
て
い
な
か

っ
た
点

に
あ
る
。

そ
の
命
題
と
は
九
回
大
会
決
定
の
次

の
規
定
で
あ
る
。

「
¨
、
党
と
軍
の
基
準

に
つ

い
て
、

党
の
基
準
は
、
世
界
共
産
主
義
綱

領
で
あ
る
。
綱
領

を
認
識
し
た
そ
の

前
術
と
し
て
の
組
織
で
あ
る
。

軍
の
基
準
は
、
世
界

・
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
独
裁
、
世
界
戦
略
で
あ
り
、
国
家

権
力
に
対
す
る
関
争
で

の

一
致
で
あ

る
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
な

い
限

り
、
党
が
軍
に
解
体
さ
れ
、
軍
隊
、

軍
団

に
お
け
る
同
盟
、
Ｓ
Ｓ
Ｌ
、
Ｋ

Ｎ
Ｍ
の
独
「
活
動
、
そ
の
ヘ
ゲ
モ

ニ

ー
の
獄
徹
は
出
来
な
い
。
」

（共
産

主
義
十

二
号
、
口
８２
）

こ
の
規
定
は
、
九
回
大
会
に
お
い
て

政
治
局
提
起
に
対
す
る
補
足
の

一
項
と

し
て
関
西
派
か
ら
提
案
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
意
図
は
、
赤
軍
派
の
グ
リ

ラ
か
ら
の
党
建
設

（赤
軍
公
募
略
線
、

水
平
主
義
、
戦
闘
団
主
義
）

「
前
段
階

峰
起
」
戦
術
を
党
の
武
装

（党
中
央
直

轄
正
規
事
建
設
、
軍
事
を
組
織
す
る
党

）

「
値
常
的
武
装
関
争
―
内
戦
」
の
観

点
か
ら
批
判
し
、
党
の
軍
に
対
す
る
智

導
の
基
準
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た

も
の
だ

っ
た
し
、
又
、
そ
の
よ
う
な
意

図
に
も
と
づ
い
て
、
党
中
央
直
轄
の
正

規
軍
を
創
設
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

た
が
、
六
九
年
十
月

―
十

一
月
の
熱

装
閾
争
の
中
で
コ
わ
れ
た
Ｒ
Ｃ
＝
共
産

主
義
突
撃
隊
論
的
傾
向
を
克
服
し
、
Ｒ

Ｃ
を

「
正
規
軍
」
―

「
政
治
的
軍
隊
」

に
改
組
す
る
為
に
は
、
思
想
的
に
は
、

こ
の

「
命
題
」
そ
の
も
の
の
克
服
が
間

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の

「
命
題
」
が
Ｒ
Ｃ
創
設
期
に
は

た
し
た
役
割
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た

Ｒ
Ｃ
の
基
準
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
は
、
日
本

共
産
党
か
ら
同
盟
が
受
け
つ
い
だ
ス
タ

る
。ま

た
、
Ｒ
Ｃ
艤
走

グ
ル
ー
プ
で
あ
る

日
向
派
と
の
党
内
―
分
派
闘
争
は
、
共

産
〓
議
、
革
命
戦
争
、
Ｒ
Ｃ
建
設
を
め

く

っ
て
行
な
わ
れ
、
日
向
派
が
革

マ
ル

一派
の
思
替
を
密
輸
入
し
、
共
葦
主
義

そ

一神
学
に
ま

つ
り
ぁ
げ
、
革
命
戦
争
、
Ｒ

一Ｇ
建
設

に
反
対
し
た
の
に
対
し
て
、
わ

一れ
わ
れ
の
見
フ
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
、
こ
れ

一と
岡
い
ヽ
共
産
主
義
＝
革
命
的
実
践
、

革
命
戦
争
、
ｒ
Ｇ
建
設
、
革
命
的

マ
ル

・ク
ス
主
義

の
復

権
と
い
う
点
い
ら
、
Ｒ

Ｃ
の
数
回
に
わ
た
る
戦
凹
と
Ｒ
Ｃ
内
部

．で
闘
わ
さ
れ
て
い
た

「
岡
田
論
文
」
提

連
以
降
の
綸
争
と

「
赤
報
綸
争
」

（
七

・〇
年

〈
―
十
月
）
を
総
括
し
、
そ
の
指

導

を
通
し
て
、
フ
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
指
導

一　

す
な
わ
ち
、

こ
の
闘
争
に
お
け
る
も

こ
つ

ア
つ
の
政
治
目
的
で
あ

っ
た
党
内
右

．派

（情
況
、
坂
旗
派
）
を
た
た
き
つ
つ

一
党
内
左
派
の

ヘ
ゲ

モ
ニ
ー
を
と
る
と

い

一
う
計
画
を
充
分
に
実
現
で
き
な
か

っ
た

一こ
と
で
あ
る
。

こ
の
様
な
事
態
は
、

二

・
一
四
に
お

．け
る
戦
術
問
題
、
強
制
収
奪
闘
争
問
題

も
か
ら
ん
で
、
Ｒ
Ｃ
の
組
織
的
性
格
を

め
く
る
論
争
を
引
き
起
し
た
の
で
あ
る

す
な
わ
ち
そ
の

一
つ
は
、

「
事
の
独

立
機
能
」
の
強
調
、

「
軍
の
党
か
ら
の

相
対
的
独
立
」
の
強
調
で
あ
り
他
の

一

つ
は
、

「
や
と
わ
れ
兵
」
意
識
と
し
て

の

「
党
の
軍
」
の

一
面
的
強
調
で
あ

っ

た
。こ

れ
ら
Ｒ
Ｏ
内
部
の
二
つ
の
見
解
は

い
ヽ
批
判
を
自
己
批
判
、
自
己
点
検
と

れ
，

点
検
の
作
風
、
共
産
主
義
的
団
結

ｄ
）、
政
治
展
開

（
地
区
展
佛

、
Ｒ
Ｃ
徴

〓

‘
党
内
討
枷
の
組
織
化
、
中
央
政
治

Ｏ
ｍ
区
党

へ
の
直
接
導
入
）
こ
の
展
瀾

は
ヽ
隊

内
に
あ

っ
た

「
Ｒ
Ｃ
は
ど
の
様

に
大
象

と
結
合
し
指
導
す
る
の
か
」
と

で
つ
間

に
対
し
、
地
区
委
員
会
を
媒
介

■
ル
て
そ
れ
を
行
う
と
い
う
一
つ
０
解

冬
で
も
あ

つ
た
。
地
区
展
開
の
指
導
は

議蝉一曜持『一野
一中

な
る
。

て
れ
ら
十

一
月
―
十

二
月
の
閲

一̈一一̈一］一一̈̈『一一一

躙榊一一一一韓い一

ａ
肛
殴
軍
団
が
な
つ
て
い
た
一
常
的
武

姜
＝
争
、
遊
撃
戦
を
全
党
の
問
題
と
し

一
一
り
組
０
た
め
に
一
中
央
か
ら
地
区

」
〓
る
党
の
〓
本
組
織
に
も
軍
事
組
織

を
建
設

（
「
重
層
的
軍
事
組
織
の
建
設

」
）
す
る
計
画
を
た
て
、
東
に
Ｒ
Ｃ
に

対
す
る
思
想
的
、
政
治
的
指
導
及
び
重

鳳
的
軍
事
組
織
の
建
設
と
い
う
点
か
ら

中
央
軍
〓
委
員
会
の

「統
合
機
紺
」
０

確
立
の
為
の
計
画
を
進
め
た
。

．
ｒ
Ｃ
内
で
は
、
政
治
委
員
が
、
中
央

．奏
財
会
、
中
央
率
事
委
員
会
の
検
料
伝

達
係
、
財
政
係
、
機
爛
紙
係
以
上
の
役

学
習
、
訓
練
、
労
働
、
技
術
）
。
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況
頒
旗
派
、
Ｂ
Ｌ
派
、
仏
派
と
の
党
内

閣
争
を
組
織
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
こ
の

ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
論
的
な
党

内
聞
争
の
方
法
に
よ

っ
て
は
ヽ
党
内
閣

争
を
充
分
に
組
織
す
る
こ
と
は
で
き
な

か

っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
思
想
的
に
は
、
共
産
主
義
、

組
織
的
に
は
、
政
治
局
と
軍
事
委
員
会

の
中
央
集
権
的
指
導
、
政
治
的
に
は
ヽ

武
装
闘
争
と
党
内
闘
争
に
つ
い
て
考
察

す
る
事

に
よ

っ
て
当
時
の
中
央
軍
事
委

員
会

が
直
面
し
て
い
た
問
題
を
明
ら
か

に
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
ら
の
諸
問
題

は
同
時
に
全
党
の
中
心
問
題
で
も
あ
り

二

・
一
四
赤
軍
派
と
の
党
派
闘
争
は
、

そ
れ
ら
の
問
題
を
め
く
る
党
内
闘
争
の

契
機
で
も
あ

っ
た
。

二

・
一
四
赤
軍
派
と
の
党
派
闘
争
は

党
内
左
派

（
当
時
ｔ
は
、
Ｂ
Ｌ
派
ヽ
日

向
派
）
間
に
お
け
る
六
九
年
赤
軍
派
と

の
党
内
―
分
派
闘
争
、
六
九
年
―
七
〇

年
初
頭
に
至
る
武
装
闘
争

と
党
の
革
命

の
総
指
を
め
ぐ
る
論
争
の
合
図
と
な

っ

た
。中

央
軍
事
委
員
会
は
、
関
西
地
方
委

員
会
の
Ｕ
Ｃ
建
設
の
成
功
を
全
国
化
す

る
為
、
政
治
局
の
承
認
を
得
て
、
二
月

に
愛
知
県
委
員
会
に
対
す
る
Ｒ
Ｃ
政
治

展
開
を
実
施
す
る
が
、
こ
こ
で
の
最
大

の
問
題
は
、
数

日
前
に
Ｂ
Ｌ
派
系
の
政

治
局
員
が
愛
知
県
委
員
会

に
対
し
て
党

内
事
情
の
説
明
と
政
治
オ
ル
グ
を
行

っ

て
お
り
、
そ
の
結
果
、
Ｒ
Ｃ
政
治
展
開

は
愛
知
県
委
員
会
の
党
内
論
争
に
対
す

る
政
治
的
態
度
を
追
る
と
同
時
に
、
Ｒ

Ｃ
の
個
々
の
隊
員
に
対
し
て
も
同
様
の

政
治
的
決
断
を
迫

っ
た
事
に
あ

っ
た
。

二
月

二
三
日
、
秘
爾
技
術
上
の
曖
味

・

藍

謂

疑

彙

摯
萎

』

た
が
、
そ
れ
を
契
機
に
よ
り

一
層
徹
底

し
た
地
下
活
動

に
入
り
、
Ｒ
Ｃ
は
赤
軍

派
と
の
党
派
闘
争
、
愛
知
展
開
か
ら
教

訓
を
学

び
、
党
内
門
争
に
対
す
る
理
論

的
準
備

の
為
に
、
関
西
派
の
指
導
理
論

で
あ

っ
た
田
原
理
論
を
研
究
し
、
組
織

的
準
備
の
為
に
関
西
を
離
れ
て
、
首
都

で
の
党
建
設
に
向

っ
た
。　

　
　
　
　
　
一

ク
固
め
を
行

っ
て
い
た
が
、
Ｒ
Ｃ
脱
走

を
自
己
批
判
す
る
こ
と
は
億
武
関
争
略

線

の
承
認
に
つ
な
が
り
、
フ
ラ
ク

シ
ョ

ン
の
解
体
に
つ
な
が
る
こ
と
を
自
寛
す

る
や
否
や
、
綱
領
、
戦
術
、
組
織
上
の

全
ゆ
る
粉
飾
を
こ
ら
し
、
軍
事
組
織
の

解
体
と
合
法
党
建
設
に
血
道
を
上
げ
始

め
た
か
ら
で
あ
る
。

脱
走
兵
集
団
で
あ
る
が
故

に
わ
れ
わ

れ
に
対
す
る
最
も
執
拗
な
論
敵

に
な

っ

た
日
向
派
は
、
組
織
的
に
は
Ｒ
Ｃ
の
解

体
及
び
Ｍ
Ｌ
派
と
の
党
派
闘
争
の
時
点

で
の
二
人
委
員
会
と
い
っ
た
形
で
の
政

治
局
の
築
質
上
の
解
体
の
促
進
、
戦
術

的

に
は
、
革
命
戦
争
反
対
、
ツ
グ

ェ
ト

革
命
を
主
張
し
、
綱
領
的
に
は
共
産
主

義
革
命
を
未
来
社
会
の
図
式
に
か
え
て

し
ま
い
、
思
想
的
に
は
黒
寛
理
続
を
密

輸
入
し
て
ひ
そ
か
に
華

マ
ル
派

Ｌ
政
治

的
屈
服
を
す
る
に
と
に
よ

っ
て
、
六
九

年
以
降
の
党
建
設
と
武
装
闘
争
を
清
算

し
た
解
党
主
義
、
軍
事
反
対
派
と
し
て

立
ち
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
　

　

　

　

・

こ
の
日
向
派
に
対
し
て
、
当
時
の
わ

れ
わ
れ

「
関
西
派
」
は
、
細
領
的
に
は

田
原
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
独
裁
論
を
基
本
的

に
継
承
し
、
戦
術
的
に
は
革
命
戦
争
、

組
織
的
に
は

「
共
産
主
議
を
組
織
す
る

党
」

「
軍
事
を
組
織
す
る
党
」

「
重
層

的
軍
事
組
織
の
建
設
」

「
Ｒ
Ｃ
魏
設
」

を
主
張
し
て
党
内
閣
争
を
組
織
し
た
の

で
あ
る
が
、
こ
の
様
な
党
の
綱
領
、
戦

術
、
組
織
と
の
町
係
で
Ｒ
Ｃ
の
組
織
的

一

性
格
が

「
関
西
派
」
内
部
で
再
度
問
題

に
な

っ
た
。

そ
の

一
つ
、
Ｒ
Ｃ
Ｉ
チ

ェ
カ
綸
に
つ

い
て
述
べ
て
お
く
。
チ

エ
カ
は
、　
一
九

一
八
年
社
会
革
命
員
に
よ
る

レ
ー

ニ
ン

暗
殺
未
遂
事
件
と
の
関
係
で
共
産
党
中

央
直
轄
党
員
の
軍
隊
と
し
て
建
設
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
実
際
上
の
役
割

は
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
権
力

に
反
対
す

る
社
会
革
命
党
、
メ
ン
シ

エ
グ

イ
キ
等

と
の
党
派
闘
争
、
共
産
党
首
脳
の
防
術

ス
パ
イ
と
の
間
争
、
ク

ロ
ン
シ

ュ
タ

ツ

ト
反
乱
の
鋏
圧
、
内
戦
と
帝
回
主
義
の

干
渉
戦
で

の
最
も
困
難
な
任
務

の
遂
行

と
い
っ
た
点
に
あ

っ
た
。

こ
の
チ

ェ
カ
を
関
軽
に
し
た
の
は
田

原
世
界
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
諭
、　
一
党

独
裁
論
を
理
論
的
基
礎
に
し
て
、
わ
れ

わ
れ
が
樹
立
す
べ
き
権
力
で
あ
０
プ

ロ

レ
タ
リ
ア
独
裁
に
お
け
る
Ｒ
Ｃ
の
位
置

と
そ
の
任
務
を
規
定
す
る
場
合
、
Ｒ
Ｃ

が

ロ
シ
ア
共
産
党
の
チ

ェ
カ
と
き
わ
め

て
類
似
ル
た
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
た

か
ら
で
あ
り
、
実
際
、
六
九
年
か
ら
七

〇
年
に
至
る
Ｒ
Ｃ
の
任
務
と
組
織
性
格

は
、
あ
る
意
味
で
そ
れ
と
極
め
て
似
か

よ

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

す
で
に
述

べ
た
六
九
年
九

・
二

一
開

争
で
の
Ｒ
Ｃ
＝
将
校
団
論
、
十

ｏ
こ

一

闘
争
で
の
共
産
主
義
突
撃
隊
論
、
十

二

月
で
の
オ
ル
グ
団
論
等
は
、
す
べ
て
党

中
央
直
暗
正
規
軍
が
ブ
ル
シ

ョ
ア
国
家

権
力
と
の
武
装
闘
争
や
軍
事
組
織
の
建

設
に
お
い
て
は
た
し
た
役
割
の
そ
れ
ぞ

れ
の

一
側
面
を
強
調
す
る
事
で
あ

っ
た

と
は
い
え
そ
れ
ら
が

一
面
で
あ
る
事
を

把

え
て
い
た
限
り
で
、
わ
れ
わ
れ
は
正

規
軍
任
務
と
組
織
性
格
に
つ
い
て
、
よ

り
豊
富
な
内
容
規
定
を
与
え
る
こ
と
が

出
来
た
。

と
は

い
え
、
七
〇
年

二
月
赤
軍
派
と

の
党
派
闘
争
、
四
月
日
向
派
と
の
党
内

闘
争
を
は
ら
ん
だ
地
区
軍
団
建
設
と

「

破
壊
戦
」
、
Ｍ
Ｌ
派
と
の
党
派
闘
争
、

情
況
、
叛
旗
派
と
の
党
内
―
分
派
関
争

日
向
派
と
の
党
内
―
分
派
闘
争
と
い

っ

た

一
連
の
国
争
に
お
い
て
真
の
革
命
党

の
思
想
的
、
政
治
的
、
組
織
的
基
準
を

つ
く
り
、
党
を
革
命
し
て
い
く
為
に
は

強
固
な
分
派
が
不
可
欠
で
あ
り
、
Ｒ
Ｃ

は
、
正
規
軍
と
し
て
の
役
割
の
み
な
ら

ず
、

い
わ
は
こ
の

「
（分
派
関
西
派
」

）
の
軍
隊
と
し
て
１２

・
‐８
ま
で
党
内
―

分
派
闘
争
を
闘
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ

わ
れ
わ
れ
は
、
六
九
年
―
七
〇
年

に

至
る
Ｒ
Ｃ
の
は
た
し
た
任
務
と
党
に
お

け
る
位
置
、
そ
の
組
織
性
格
を
考
慮
し

て
、
そ
の
総
称

を
政
治
軍
隊
と
呼
び
、

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
権
力
に
お
け
る
Ｒ

Ｃ
の
位
置
を
歴
史
的
に
ア
ナ

ロ
シ
ー
し

な
い
疇
″
〔
「
＝
チ

ェ
ヵ

「
と

準
づ
け

一

七
〇
年
七
月
、
中
央
軍
事
委
員
、
Ｒ

Ｃ
多
数
の
政
治
警
察
に
よ
る
逮
捕
及
び

８
中
萎

に
お
け
る

「
関
西
派
」
の
日
向

派

に
対
す
る

一
時
的
で
は
あ

つ
た
が
政

治
的
敗
北

（
田
原
芳
氏
の
権
利
停
上
処

分
）
は
、
わ
れ
わ
れ
の
フ
ラ
ク
シ

ョ
ン

（
関
西
派
）
が
、
す
で
に
開
始
さ
れ
つ

つ
あ

っ
た
Ｒ
Ｃ
内

「
赤
報
論
争
」
に
対

す
る
解
答
を
準
備
し
つ
つ
、
同
時
に
、

田
原
理
論
の
弱
点
を
克
服
し
て
、

フ
ラ

ク

シ
ョ
ン
の
思
想
的
、
政
治
的
霧
準
を

確
定
し
改
組

す
る
事
に
よ

っ
て
は
し
め

て
膀
利

に
変
え
る
事
が
出
来
る
も
の
で

あ

っ
た
。

（
イ
）

「
党
と
Ｒ
Ｃ
の
内
容

を
め
く
る
論
争
」
、
と
り
わ
け
、
党
の

一
『
一
一
『
一
摯
〕
¨
一
一

，
一
一
“

一

軍
紀
」
に
つ
い
て
。

（
ハ
）

「
世
界
革

命

の
展
襲
、
就
中
、
先
進
帝
国
主
義
国

足
下
に
於
け
る
。
恒
常
的
軍
事
組
織
＝

Ｒ
Ｃ
の
存
在
可
苔

の
問
題
」
に
つ
い
て

（
Ｒ
Ｃ
内
機
関
紙

「
赤
報
」

ヽ

２
、
七

〇
年
九
月
）
の
論
争
が
開
始
さ
れ
た
。

ま
す

「
先
進
帝
国
主
義
足
下
に
お
け

る
憶
常
的
軍
事
組

織
＝
Ｒ
Ｃ
の
存
在
の

可
番
の
問
題
」
に
つ
に
て
述

べ
て
お
く

と
、
今

日
、
革
命
戦
争
派
内
の
清
算
派

が
よ
く
や
る
様
に
、
植

民
地
、
被
抑
圧

諸
国
で
は
土
地
革
命
を
実
施
し
解
放
区

を

建
設
で
き
る
が
、
先
進
帝
国
主
義
日

で
は
で
き
な
い
か
ら
憶
常
的
軍
事
組
織

も
存
在
で
き
な

い
と
か
、
で
き
る
と
力、

い

っ
た
問
題
の
立

て
方
は
、
具
体
的
な

特
に
６７
年
以
降
の
国
際
階
級
関
争
の
分

析
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
更
に
問
題
は

「

一
中
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
い
一
一

一
て
こ
よ
う
も
な

い
も
の
な
の
で
あ
る
。

一　

当
時
、
わ
れ
わ
れ
の
内
部
で
も
こ
の

様
な
見
解
は
あ

っ
た
が
、
論
争
の
中
で

わ
れ
わ
れ
は
、
現
実
の
階
級
対
立
が
武

力
闘
争
に
ま
で
発
展
し
て
お
り
、
現
に

武
壌
欄
争
が
党
や
、
さ
ま
さ
ま
な
グ
ル

ー
プ
に
よ

っ
て
闘
わ
れ
て
お
り
又
赤
軍

派
中
央
軍
、
日
共
革
命
左
派
人
民
革
命

軍
が
存
在
し
て
い
る
時
、
問
題
は
、
党

と
Ｒ
Ｃ
の
思
想
的
、
政
治
的
、
組
織
的

内
実
が
問
題
な
の
で
あ
る
事
、
政
治
警

察
の
組
織
破
壊
を
ゆ
る
し
た
の
は
わ
れ

一

「鰤̈
螂一̈
疇審舞“̈
】い一い一

狂
罐
警螺
蠍
一 ）

と
し
て
舜
設
す
る
こ
と
、
各
隊
は
そ

れ
自
体
党
細
胞
で
あ
り
、
細
胞
こ
と
の

共
同
生
活
を
す
る
こ
と
、
従

っ
て
各
隊

員
は
党
員
で
な
け
れ
ば
‘
ら
ず
、
党
の

目
的
と
任
務
に
規
定
さ
れ
た
党
中
央
直

轄
の
政
治
軍
隊
と
規
定
し
た
の
で
ぉ
る

政
治
軍
隊
の
政
治
ｔ

い
う
意
味
は
、

共
産
主
義
的
政
治
と
い
う
意
味
で
あ
り

共
産
主
義
革
命
の
た
め
に
、
革
命
戦
争

に
よ

っ
て
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
独
裁
を
開
い

と
る
た
め
に

「稀
力
閣
争
、
党
派
閣
争

党
内
闘
争
」

（
「
党
内
闘
争
と
わ
れ
わ

れ
わ
れ
の
任
務
」
Ｐ
４
）
を
そ
の
任
務

と
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
葉

一
次
Ｒ
Ｃ

の
組
織
性
格
に
関
す
る
党
内
論
争
―
党

内
口
争
―
分
派
闘
争
の
歴
史
的
考
察
を

行
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
十

二

ｏ
一
八
路

線
確
立

に
至
る
第

一
次

Ｒ
Ｃ
の
組
織
上

の
若
千
の
総
括
を
行

っ
た
。

こ
こ
ま
で
の
論
述
に
お
け
る
我
々
の

意

図
は
、
特
火

一
派
の

「第

一
次
Ｒ
Ｃ

の
敗
北
と
教
訓
」
な
る
も
の
の
事
実
の

歪
由
と
ね

つ
造
に
対
す
る
暴
露
で
あ
り

組
織
問
題
に
関
す
る
清
算
主
義
的

「
総

括
」
に
対
す
る
反
論
で
あ
り
、
そ
の
限

り
で
我
々
の
総
括
を
公
表
し
た
の
で
あ

る
。さ

て
、
次
の
課
題
は
、
経
火

一
派
の

第

一
次
■

Ｃ
建
設
に
関
す
る
思
極
上
の

「
総
活
」
――
第

一
次
Ｒ
Ｃ
の
思
観
は
、

「隊

内
共
産
主
義
、
母
胎
論
的
イ
デ
オ

ュ
ギ
ー
」
だ
か
ら
Ｒ
Ｃ
は
、
思
想
的
に

破
算
し
た
の
だ
と
す
る
見
解
に
対
し
て

事
実
経
過
´
朗
ち
か
に
し
、
第

一
次

Ｒ

Ｃ
建
設
に
関
す
る‐
思
想
上
の
総
括
を
政

治
問
題
、
組
織
間
理
と
の
関
連
で
明
ら

か
に
す
る
事
に
あ
る
。

③
　
「
隊
内
共
産
主
義
、
母
胎

論
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」

か
ら
驚
か
き
る
を
得
な
い
。

た
が
、
も
う
す
こ
し
、

「真
に
迫
ま

っ
た
描
写
」
が
　
火
二
七
二
号
に
さ
れ

て
い
る
の
で
引
用
す
る
事
に
す
る
。

「
党
の
基
本
構
造
か
ら
切
り
は
な
さ

れ
た
隊
員
達
は
、
地
区
か
ら
の
ビ
ラ

一

枚
な
い
生
活
を
強
制
さ
れ
、
次
の
戦
閣

に
至
る
ま
で
の
待
期
生
活
を
強
制
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
常
的
に
刹

一
¨
¨
い
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一

と
そ
の
政
治
的
基
準
が
明
確
に
さ
れ
な

い
中
で
は
、
説
走
兵
の
読
出
は
当
然
の

帰
結
で
あ

っ
た
。

脱
走
兵
達
は
ヽ
家
族
や
恋
人
達
の
下

へ
走
り
、
そ
こ
に
お
い
て
政
治
警
察
の

手
に
お
ち
て
い
く
０
で
あ
る
」

（　
火

二
七
三
号
Ｒ
Ｃ
被
告
団
ア
ピ
ー

ル
）

こ
の
ア
ピ
ー
ル
の
筆
者
が
第

一
次
Ｒ

Ｃ
か
ら
の
降
格
者
で
あ
る
と

い
う
こ
と

は
我
々
が
説
明
し
な
い
で
も
ア
ピ
ー

ル

の
内
容
そ
の
も
の
に
よ

っ
て
充
分
に
証

明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
は
ま

さ
に
「
浄
火
」

〓
派
の

「
真
情
」
の
吐

露
な
の
で
あ
る
。

こ
の
ア
ピ
ー
ル
の
筆
者
が
問
題
に
し

て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
、
六
九
年
十

二
月
か
ら
七
〇
年
四
月
ま
で
の
事
で
あ

ろ
う
が
、
第

一
に

「党
の
霧
本
構
造
か

ら
切
り
離
ヽ
れ
た
隊
員
達
は
」
と
彼
が

言
う
と
き
、

「基
本
構
造
」

（，
）
と

い
う
の
は
中
央
委
員
会
、
地
方
委
員
会

班
区
委
員
会
、
細
胞
の
こ
と
を
指
し
て

い
ち
の
で
あ
ろ

，
メ
、
Ｒ
Ｃ
は

「
党
の

基
本
構
造
か
ら
■

，
饉
■
れ
●
」
の
で

は
な
い
。
再
度
言

つ
て
お
く
が
、
わ
れ

わ
れ
は
積
極
的
に

「切
，

議
」
ｕ
だ
け

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

輔

中

疇

樺

一
一
¨
一

一
酔

一

］

へ
の
参
加
を

「
決
断
」
し
た
個
々
人
に

と
つ
て
軍
人
職
業
革
命
家
と
し
て
、
党

に
対
し
て
義
務
を
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。

〓
さ
ｔ
、一こ
の
「切
り
離
」
す
事
の

申
い
『
【
”
¨
¨
¨
峰
け

つ め
ま
¨
“
は

一
』

枠

一
¨
嘲

一
軸

一
¨
押

事
組
織
を
作

っ
た
こ
と
は
誤
り
だ

っ
た

と

い
っ
て
い
る
事
を
意
味
す
る
事
を
知

ら
ね
は
な
ら
な

い
。
党
中
央
直
轄
の
正

規
軍
を
建
設
す
る
こ
と
か
ら
軍
事
組
織

を
建
設
す
る
略
線
が
唯

一
の
正
し
い
道

・

い
生
活
を
強
制
さ
れ
、
次

の
戦
闘

に
至

る
ま
で
の
待
期
生
活
を
強
制
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
」

（
同
）

蜂
火

一
派
の
立
場
に
立

っ
て

「
過
去

を
ふ
り
返
れ
は
」

こ
ん
な
風
に
地
獄
絵

が
え
が
か
れ
る
。

外
は
自
由
な
天
国
で

軍
隊
の
中
は
地
獄
で
あ
り
、
牢
獄
で
あ

る
。

一　

党
は
間
慶
大
工
で
、
隊
長
は
鬼
軍
”

で
あ
る
と
い
う
わ
け
だ
。
さ
し
ず
め
警

擦
は
「仏
様
」
と
思
わ
れ
て
も
無
理
は

な
い
。

た
し
か
に
、
軍
事
委
員
会
は
、
地
区

か
ら
の
ビ
ラ
を
特

に
Ｒ
Ｃ
に
配
布
す
る

こ
と
は
し
て
い
な

い
。
だ
が
、
党
中
央

機
関
驚

「
戦
旗
」
ゃ
田
原
理
論
は
じ
め

様
々
な
パ
ン
フ
を
配
布
し
て
お
り
、
地

区
展
開
の
と
き
に
は
、
地
方
委
員
会
や

地
区
の
ビ
ラ
も
入
手
し
て
い
た
の
で
は

な
か

っ
た
の
か
。

更

に

「
次
の
戦
関
に
至
る
ま
で
の
往

期
生
活
を
強
制
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と

は
、　
一
体
と
う

い
う

こ
と
な
の
か
？

彼
は
、
こ
こ
で
は
を
Ｒ
Ｃ
を
戦
関
の

た
め
に

「
待
期
」
し
、
機
が
熱
せ
ば
戦

闘
に
お
も
む
き
、
終
れ
ば

「
待
期
」
す

る
と
い
う
純

「
戦
闘
団
」
と
し
て
霧

い

て
い
る
。

一　

蜂

火

一
派
に
と

っ
て
す
で
に
「
伝
説

」
化
さ
れ
て
い
る
こ
の
様
を
主
張
が
全

く
の
偽
り
に
す
き
な

い
こ
と
は
、
す
で

に
前
節
に
お
い
て
鮮
し
く
述

べ
た
の
で

こ
こ
で
は
繰
り
返
き
な
い
が
、
峰

火

一

派
の
立
場
に
立

っ
て
し
ま
う
と
、
地
区

軍
団
建
設

（
九
―
十
月
）
、
地
区
展
開

（
十

一
１
十

二
月
）
、
Ｕ
Ｃ
建
設

（
七

〇
年

ニ
ー
ニ
月
）
、
全
国
政
治
展
開

（

二
月
）
ゃ
岡
田
論
文
を
め
く
る
論
争

（

十

一
―

一
月
）
、
田
原
理
論
を
め
く
る

綿
領
論
争

（
三
―
四
月
）
そ

し
て
更

に

隊
の
組
織
性
格
を
大
き
く
親
定
し
て
い

た

「
共
同
生
活
」

（
３
１
３
方
式
の
下

で
の
学
習
、
教
育
、
訓
練
、
労
働
、
財

政
、
技
術
、
相

互
批
製

自
己
批
判
、

規
律
の
相
互
点
検
ヽ
自
己
点
検
）
、
な

ど
さ

っ
ば
り
記
憶
に
残
ら
な
く
な

っ
て

し
ま
う
ら
し

い
。
そ
し
て
規
律
の
す

べ

て
は
、
党
、
軍
事
委
員
会
、
隊
長
か
ら

の

一
方
的

「
強
制
」
と
の
み
口
し
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

実
際
こ
の
様
な
考
え
に
立

っ
て
し
ま

う
と
戦
闘
の
政
治
目
的
や
組
織
的
な
義

は
問
題
で
な
く
、
戦
闘
そ
の
も
の
は
、

党
の

「
強
制
」
以
外
の
何
も
の
で
も
な

く
強
迫
観
念
の
と
つ
て
に
な
る
の
は
当

然
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

第

二
に
、
従

っ
て
思
想
上
の
問
題
に

つ
い
て
次
の
様
な
態
度
を
と
る
こ
と
に

な
る
。
彼
は
続
け
て
言
う
。

「
そ
れ
は
、
日
常
的
に
刺
那
的
感
覚

や
、
そ
の
防
止
策
と
し
て
の
隊
内
共
産

主
義
、
母
胎
論
的

イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
形

成
し
て

い
く
の
で
あ
る
」

（
同
）

彼
は
、

「
隊
内
共
産
主
磯
、
母
胎
論

的
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
」
が

「
剰
那
的
感
覚

」
の
防
止
策
と
し
て

「
形
成
」
さ
れ
た

と
言
う
。

当
時
の
事
実
を
知

っ
て
い
る
人
達
に

と

っ
て
は
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
笑
う

べ

き
こ
の
ア
ピ
ー

ル
の
筆
者
の
相
も
変
わ

ら
す
の
小
ブ
ル
シ

ョ
ア
的
泣
き
事
ぶ
り

に
ふ
れ
て
、
我
々
は
思
わ
ず
彼
の
顔
を

想

い
浮

べ
て
全
く
馬
藁
ら
し
ぐ
な

っ
て

し
ま
う
の
だ
が
、
や
は
り
、
笑

っ
て
す

一
一

一

一

一
一
］

中
一
毅

一
一
一
一

胎
論
的
イ
デ
オ

ロ
ギ
「
」
は
第

一
次
Ｒ

Ｃ
に
特
有
な
も
の
で
あ
り
、
誤
り
で
あ

る
と
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
あ
た
か
も

彼
等
自
身
は
こ
の

「
ハ
シ
カ
」

に
対
し

て
無
関
係
で
あ

っ
た
か
の
よ
う
に
言
う

だ
が
、
そ
の
様
な
態
度
は
、
実
は
武
装

闘
争
と
軍
事
組
織
の
建
設
か
ら
伺
も
学

ん
で
い
な
か

っ
た
と
い
・２
ｃ
と
を
自
ら

告
白
し
て
い
る
に
す
き
な
い
。

な
せ
な
ら
、

「
隊
内
共
産
主
義
、
母

胎
論
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
」
は
反
ス
タ

マ
ル

タ

ス
主
義
に
思
想
的

に
立
脚
し
た
六
〇

年
代
の
新
左
寓
が
、
武
装
闘
争
と
軍
事
二

分
達
に
は
責
任
が
な

い
と

い
う
態
度
を

と

っ
た
り
し
て
い
る
の
は
、
彼
ら
の
指

導
的
メ
ン
パ
ー
が
、
当
時
、
Ｒ
Ｃ
や
中

央
軍
事
委
員
会
に
所
属
し
て
い
な
か

？

た
と
い
う
こ
と
に
大
き
く
規
定
さ
れ
て

い
る
と
い
う

こ
と
以
上
に
、
彼
ら
が
今

日
軍
事
組
織
の
建
設
と
武
装
闘
争
を
放

棄
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る

彼
ら
が
、

「
隊
内
共
産
主
義
、
母
胎

論
的
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
」
を
悪
魔
が
来
た

様
に
恐
れ
、

い
み
き
ら
う
の
は
、
そ
れ

・

が
、
武
■
閥
争
、
軍
事
組
織
建
設
と
結

一

¨
一
〔
蒙
い
藁
¨
犠
直

”
的
に
知

っ
て

一

次
の
節

か
ら
わ
れ
わ
れ
は

「
隊
内
共

産
主
義
、
母
胎
論

イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
」
に

つ
い
て
歴
史
的
に
考
察
し
て

い
く
。

こ
の
作
業
を
行
う
政
治
目
的
は
、
第

一
に
、
わ
れ
わ
れ
と
峰
火

一
派
と
の
対

立
点
を

一
層
鮮
明
に
す
る
こ
と
で
あ
り

第

二
に
、
か

っ
て
の
第

一
次
Ｒ
Ｃ
メ
ン

パ
ー
の
内
．
閾

い
つ
き
倒
れ
、
今

は
は

い
上

っ
て
い
る
が
、
今
だ
わ
れ
わ
れ
と

連
絡
を
と

っ
て
い
ず
、　
一
人

「
総
括
」

作
業
を
行

っ
て
い
る
諸
君
に
対
す
る
わ

れ
わ
れ
の

「
援
助
」
で
あ
り
、
第

二
に

連
合
赤
軍
の

「
共
産
主
義
化
」
に
対
し

て
清
算
主
義
的
総
括
を
行

っ
て
い
る
赤

軍
派
内
諸
派
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
批

一

判
で
も
あ
り
、
第

四
に
、
共
産
主
義
革

一

命

の
不
可
避
性
を
確
信
し
、
革
命
戦
争

に
立
ち
上
ろ
う
と
し
て
い
る
先
進
的
労

働
者
人
民
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
援
助

で
あ
る
。

月
四
争
後
、
事
態
は
次
の
様
な
も
の
で

あ

っ
た
。
東
京
駐
屯
学
生
部
隊

（
Ｂ
Ｌ

派
系
。
後
の
日
向
派
）
は
、
Ｈ

・
１６
戦

術
上
の
日
和
見
主
義
を
Ｒ
Ｃ
建
設
そ
の

も
の
の
笞
定

に
結
び

つ
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
崩
壊
し
た
。
東
京
駐
屯
労
働
者
部

隊

（仏
派
系
）
は
十

一
月
闘
争
後
、
政

治
警
察
の
攻
撃
に
よ
づ

て
多
数
の
隊
員

が
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
解
体
の

危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
過
去
の
彼

ら
の
組
織
観
で
あ

っ
た

「
赤
衛
隊
論
」

に
対
す
る
快
別
が
十
分
な
さ
れ
て
い
な

か

つ
た
こ
と
が
急
機
の
根
底
に
よ

こ
た

一
一
｝
一
¨
一
け
¨
一
い
い

向
「

的
一
一
け

一

ま
し
て
ヽ
ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

な
ぜ
な
ち
優
０
こ
の
様
な
態
嵐
が
、
実

際
第

一
次
Ｒ
Ｃ
の
思
想
的
総
括
に
関
す

す
る
蜂
火
」
派
の
核
心
を
な
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
ｏ

「
刹
那
的
感
覚
」

の

「
防
止
策
」
と

し
て

「
隊
内
共
産
主
義
、
母
胎
論
的
ィ

デ
オ

ロ
ギ
■
」
を

「
形
成
」
し
て
し
ま

っ
た
第

一
次
Ｒ
Ｃ
は
、
従

っ
て
思
想
的

に
も
敗
北
ル
た
と
の
み
彼
ら
は

「
総
精

」
す
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
様
な

「
総
括
」
に
よ

っ
て
は
、

１２

・
‐８
路
線

の
思
想
上
の
核
心
で
あ
る

「
共
産
主
義

＝
革
命
的
実
験
」
、

マ
ル
ク
ス
の

「
資

本
主
義
批
判
」
復
権

の
章

命
的
な
条
を

理
解
す
る
事
が
出
来
な
い
。

な
せ
な
ら
、

「
共
産
主
義
＝
革
命
的

実
践
」

「
資
本
主
義
批
判
」
の
役
権

を

勝
ち
取
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
第

二

一
一
¨
一
¨
一
』
一

デ つ 当 向
一
一
一
¨
一
¨

一

歴
史
的
意
議
を
正
し
く
評
価
し
、
そ
の

的
に
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た

「
成
長
の
病
」
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の

「
病
原
菌
」
を

Ｒ
Ｃ
の
み
な
ら
ず
、
関
西
派

フ
ラ
ク

シ

ョ
ン
、
更

に
全
党
に
植
え
つ
け
よ
う
と

し
た
の
で
あ
２

こ
の
中
で
わ
れ
わ
れ

自
身
の
中
に

「
抗
体
物
質
」
を
蓄
積
し

『
病
」
を
治
し
て
、
次
の

「
成
長
」

（

‐２

・
‐８
路
線
）
を
と
け
た
の
で
あ
る
。

実
際
一
こ
の

「
病
」
は
、

「成
長
の

病
」
な
の
で
あ
る
か
ら
、　
一
定
の

「
成

長
」

（
軍
事
組
織
の
建
設
と
武
装
関
争

の
開
始
）
を
と
け
な

い
間
は
、
決
し
て

か
か
る
こ
と
は
な
い
。

今
日
、
籐
火

一
派
が
、
こ
の

「
病
」

と
ち
ざ
り
関
係
が
な
か
っ
た
力、
の
様
な

態
度
を
と
っ
た
り
、
又
¨
少
く
と
も
自

不
可
避

０
●
「
岡
口
論
文
」
と

「
共
産

¨
・主
義
的
団
結
」

・　
．

一
　

「
隊
内
共
産
主
義
、
母
胎
論
的
イ
ア

一
オ

ロ
ギ
ー
」
が
、
党
内
で
は
じ
め
て
間

題
に
な

っ
た
の
は
、
六
九
年
十

二
月
で

あ
る
。

六
九
年
十

・
二

一
中
央
権
力
関
争
―

マ
ッ
セ
ン
ス
ト
、
十

一
ｏ

一
六
首
都
ゲ

リ
ラ
戦
に
一
Ｒ
Ｃ
、
地
区
軍
団
、
Ａ
ｌ

Ｆ
の
総
力
を
投
入
し
て
闘

っ
た
わ
れ
わ

れ
は
、
そ
の
敗
北
の
総
活
を
め
く

っ
て

す
で
に
地
区
戦
聞
団
主
義
者
か
ら
軍
事

反
対
派
に
転
換
し
つ
つ
あ

っ
た
叛
旗
派

終
始
軍
事
反
対
派
の
立
場
に
立

っ
た
情

況
派

（す
な
わ
ら
、
党
派
軍
団
反
対
と

し
て
）
と
つ
党
内
閣
争
を
組
織
し

つ
つ

値
常
的
武
装
闘
争
と
党
の
革
命
の
た
め

に
、
Ｒ
Ｃ
、
地
区
軍
団
、
Ａ
Ｉ
Ｆ
の
改

紀

に
着
手
し
た
。

Ｒ
Ｃ
に
関
し
て
言
う
な
ら
ば
、
十

一

な
ら
な
い
性
格
の
も
の
で
あ

っ
た
。

関
西
駐
屯
部
隊

（
関
西
派
系
）
に
お

然
」
だ
と

，
何
の
こ
と
か
わ
か
ら
な
い

し
、
全
く
説
明
に
も
な

っ
て
い
な

い
。

彼
ら
は

「
母
胎
論
的
イ
デ
オ

ロ
ギ
ト

が
か
も
し
出
さ
れ
る
」

「
必
然
」
性

に

っ
い
て
歴
史
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る

わ
け
で
も
な
く
、
更
に

「
録
胎
論
的
イ

デ
オ

ロ
ギ
ー
」
そ
の
も
の
の
内
容
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
従

っ
て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
わ

れ
わ
れ

が
克
服
し
て
来
た
の
か
に
つ
い
て
ヽ
解

明
し
て
い
る
わ
け
で
も
な

い
。
た
だ

「

必
然
」
だ

っ
た
と
の
み
、
彼
ら
は
言

っ

て
い
る
に
す
き
な
い
。
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い
て
も
論
争
は
不
可
避
で
あ

っ
た
。

一　
わ
れ

わ
れ
は
、
当
初
よ
り
、
綱
領
上

で
は
世
界
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
、
戦
術

的
に
は
中
央
権
力
聞
争
―

マ
ッ
セ
ン
ス

ト
、
値
常
的
武
襲
閾
争

（

「
九
回
大
会

補
則
提
案
」
）
、
遊
撃
戦
争

（
「
戦
争

一論
」
）
、
組
織
的

に
は
Ｒ
Ｇ
＝
党
中
央

直
轄
正
規
軍
を
主
張
し
て
、
Ｒ
Ｃ
建
設

一を
進
め
て
来
上
の
で
あ
る
が
、
十

一
月

一開
争
の
敗
北
は
怒
涛
の
様
な

一
つ
の
昂

錫
期
の
終
り
で
あ

っ
て
、
わ
が
党
と
軍

事
組
織

に
と

っ
て
は
、
そ
れ
は
、
長
く

一諸
れ
い
藝
輸
翻
静
』
¨
称
唯
ち
が
は

“

一
は

蒙
“
「
ど
珈
酬
一
静
哺
胸
中
¨
］

つ と

一
て
、
党
と
軍
事
組
織
に
迫
る
も
の
で
あ

一
一
一
｝
¨
¨

力ヽ ‐ま
摯

」
¨

け
一
¨

一
に

「

一　

プ

ロ
レ
タ
リ
ァ
独
裁
と
は
何
か
、
ま

一
た
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
実
現
す

・
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

一　

革
命
の
勝
利
の
物
軍
的
根
拠
は
ど
こ

一に
あ
る
の
か
？
わ
れ
わ
れ
は
な
ぜ
闘

っ

一
て
い
る
の
か

，

一　

Ｒ
Ｃ
と
は
何
か

，
党
に
お
け
る
Ｒ
Ｃ

一
の
地
位
と
は
ど
の
様
な
も
の
か
ヽ
叉
、

そ
の
団
締
の
質

と
存
在
様
式
と
は
ど
の

様
な
も
の
で
な
け
れ
は
な
ら
な

い
の
か

こ
れ
ら
の
間
は
、
ま
ず
、
Ｒ
Ｃ
の
内

部
か
ら
発
せ
ら
れ
た
。

１０
１
Ｈ
月
闘
争
の
中
で
広
汎

に
自
然

発
生
的

に
生
ま
れ
て
い
た
共
産
主
義
実

撃
隊
的
な
気
分
と
闘

い
、
党
と
正
規
軍

の
目
的
、
任
務
、
組
織
性
格
を
開
争
の

総
活
の
上
に
確
定
す
る
こ
と
な
く
し
て

長
期
に
わ
た
る
武
装
闘
争
を
組
総
し
う

る
Ｒ
Ｃ
を
再
編
、
改
組
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ

っ
た
。

そ
れ
ら
の
間
は
、
峰

火

一
丞

が
言
う

よ
う
に

「
日
常
的

に
剰
那
的
感
覚
」

（

峰
火

二
七

二
号
）
か
ら
生
ま
れ
た
の
で

は
な
く
、
秋
の
問

い
を
ふ
り
返
い
、

長

期
に
わ
た
る
党
中
央
直
餞
正
規
軍
と
し

て
任
務

を
果
そ
う
と
よ
り
深
く
考
え
た

場
合
、
事
態
は
九
回
大
会
路
線

の
綱
領

戦
術
、
組
織
を
の
り
越
え
て
逸

む
こ
と

が
不
可
避

に
な

っ
て

い
る
こ
と
そ
背
景

に
し
て
い
た
の
で
あ

る
。

こ
れ
ら
の
間
に
解
答
し
、
Ｒ
Ｃ
改
組

の
柔
一い
な
明
ら
か
に
し
た
の
が
、

い
わ

ゆ
る

「
同
国
論
文
」
で
あ

っ
た
，

「
同
旧
諭
ｔ
」
は
九
回
大
会
の
Ｒ
Ｃ

」
「
」
お
い
籠
〓

で
「

『
螂
¨
［
颯
」
一

一
任
務
、
性
格
を
規
定

‥し
た
点
に
そ
の
限

目
が
あ

っ
た
。　

，
・

「
軍
建
設
の
目
的
」
と
は
何
か
。
こ

れ
に
対
し
て

「
岡
田
論
文
」
は

「
戦
争

の
消
減
＝
階
級
の
消
滅
」
と
規
定
し
て

い
る
。
階
級
の
廃
上
を

「
階
級

の
消
滅

一

」
と

い
っ
た
り
、
ま
た

「
戦
争
の
消
滅

」
と

「
階
級
の
消
滅
」
と
を
同
義
語
と

し
て
と
ら
え
て

い
る
と
い
っ
た
理
論
上

の
潟
乱

に
関
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
、

こ
こ
で
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で

は
な

い
。

一　

そ
う
で
は
な
く
て
、
党
の
終
局
目
標

一
や
目
的
に
つ
い
て
一
明
ら
い
に
し
て
い

一
ず
、
そ
の
結
果
、
あ
た

か
も
、
プ

ロ
レ

一
タ
リ
ア
独
数
を
目
的
に
し
て
し
ま

っ
て

・
い
た
九
回
大
会
に
対
し
て
三
カ
月
の
軍

一建
設
Ｌ
武
装
闘
争
を
背
景
に
し
て

「
岡

一
口
論
文
」
が
目
的
や
終
局
目
凛
を

「
職

一
一
歩
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。

一　

す
な
わ
ら
、
急
進
民
主
主
機
は
、
資

一本
家
階
級
に
対
す
る
労
働
者
階
級
の
経

一済
的
隷
属
を
根
底
に
し
て
、
資
本
主
義

一社
会

に
お
け
る
階
級
支
配
が
あ
る
こ
と

一
を
見
抜
け
ず
、
階
級
技
配
の
根
凍
そ
憫

一

一』
動
「
¨
破
詢
『
綺
蔽
衆
¨
〓
“
ｔ
」

一級
の
廃
上
を
問
題
に
す
る
事
な
く
、
単

一
に
国
家
権
力
の
打
倒
と
政
治
的
平
等
を

要
求
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
様
な

考
え
は
（
実
は
武
襲
闘
争
の
時
代
に
あ

っ
て
は
、
戦
閾
団
主
義

（
共
産
主
義
突

撃
隊
綸
も
そ
の

一
つ
の
現
わ
れ
）
的
組

織
観
の
思
想
的
背
景
を
な
し
て
お
り
、

「
岡
田
論
文
」
は
、
こ
れ
ら
急
運
民
二

主
義
的
傾
向
と
戦
関
団
主
義
的
傾
向
を

克
服
す
る
為
に
、
軍
建
設
の
目
的
と
し

て

「
戦
争
の
消
滅
＝
階
級
の
消
滅
」
、

共
産
主
義
論
を
問
題
に
し
た
の
で
あ
る

問
題
に
し
た
の
で
る
。

以
上
の
Ｒ
Ｃ
の
目
的
Ｌ
任
務
か
ら
そ

の
組
織
的
性
格
が
規
定
さ
れ
た
。

Ｒ
Ｃ
Ｉ

は
急
進

民
主
主
義
、

「
軍
の
自
然
発
生
性
」
と

し
て
批
判
さ
れ
、
Ｒ
Ｃ
＝
党
中
央
直
轄

正
規
軍
と
し
て
の
組
織
的
性
格
が
強
調

さ
れ
た
上
で
、
九
回
大
会

の
規
定
を
発

展
さ
せ

「
武
治
杓
軍
隊
」
と
い
う
意
味

を
付
け
加

え
た
。

隊
を
小
修
―
分
稼
―
班
に
再
編
し
、

そ
の

「
日
常
的
存
在
様
式
」
を

「
学
習

労
働
、
訓
練
」
に
基
つ
く
襲
単
位
の

「

共
同
生
活
」
と
規
定
し
た
上
で

「
批
判

と
自
己
批
判
」
、

「
規
律
の
自
己
点
検

相
互
点
検
」
の
風
習
い
わ
ゆ
る

「
共
産

主
義
的
団
結
」
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し

た
。こ

の

「
岡
饂
論
文
」
に
基
づ
く
関
西

駐
屯
隊
の
再
編
と
改
組
が
成
功
し
た
結

果
、
地

区
政
治
展
開
や
、
十

二
月
弾
薬

列
車
阻
止
醐
争
、
七
〇
年

一
府
、
地
区

率
の
原
則
が
痛
切
に
求
め
ら
れ
き
る
を

え
な

い
と

い
う

こ
と
を
岡
田
論
文
は
示

し
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ら
、
共
産
主
義
を
単
な
る
理

想
と
し
て
し
ま

い
、
そ
の
結
果
、
現
実

の
階
級
的
実
践
の
目
的
を
国
家
権
力
の

打
倒
に
低
め
て
し
ま
う
急
進
民
主
主
義

の
克
服
が
間
わ
れ
た
の
で
あ

つ
て
ヽ

そ

の
為

に
は
、
ま
ず
、
共
産
主
義

を
天
上

か
ら
現
実
の

「
党
的
案
熙
」

（共
産
主

義
的
団
結
）
に
引
き

づ
り
降
す
事
が
必

要
だ

っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の

「
党
的
実

践
」
の
中
か
ら
軍
の
階
級
闘
争
に
対
す

る
原
則
を
導
き
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。

「
同
ｍ
論
文
」
は
先

に
述
べ
た
九
回

大
会
の
次
の
命
題
か
も

っ
て
い
た
矛
盾

を
実
験
的

に
克
服
し
よ
う
と
し
た
Ｌ
も

言
え
る
。

軍
団
と
の

一
連
の
電
通
に
対
す
る
武
装

一
　

「
ｍ
、
党
と
率
の
基
準
に
つ
い
て
、

闘
争
、

二
月
赤
軍
派
中
央
事
と
の
出
派

一　

　

党
の
基
準

は
、
世
界
共
産
主
義
綱

関
争
を
組
織
し
え
た
の
で
あ
る
。　

　
　
一　

　

領
で
あ
る
。
綱
領
を
認
識
し
、
そ

「
岡
田
愉
文
」
の
最
大
の
眼
日
の

一
一　
　
の
前
衛
と
し
て
の
組
織
で
あ
る
。

つ
は
Ｒ
Ｃ
の
規
律
を

「共
産
主
義
的
団

一　
　
　
軍
の
基
準
は
、
世
界
プ
ロ
レ
タ

紺
」
に
求
め
た
点
に
あ

っ
た
。　
　
　
　
一
　
　

リ
ア
独
裁
、
世
界
戦
略
で
あ
り
、

関
西
職
屯
隊
は
、
各
隊
員
の
共
産
工

一　

　

国
家
権
力
に
対
す
る
閑
争
の

一
致

義
者
と
し
て
の
思
想
的
、
政
治
的
、
組

一　
　

で
あ
る
。

織
的
訓
練
を
学
習
、
咄
闘
、
政
治
展
開

一　
　

　

こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
な

い
限

規
律
の
厳
守
に
よ
っ
て
獲
得
し
、
そ
の
一　
　
り
党
が
軍
に
解
体
さ
れ
、
軍
」
、

事
を
環
に
し
て
軍
全
体
の

「中
央
凛
権
一　
　
軍
団
に
お
け
る
同
盟
、
社
学
同
、

的
強
化
」
と

「新
し
い
団
結
０
質
」
を

一　
　
キ
ム
の
独
伯
活
動
、
そ
の
ヘ
ゲ
モ

軍
の
目
的
や
終
局
目
標
を

「
戦
争
の

一
　

　

（共
産
主
義
１３
号
Ｐ
８２
）

消
滅
」

「
階
級
の
消
滅
」
と
規
定
し
な

一
　

・Ｃ
の
命
題
は
、
党
の
基
本
組
織
と
別

件
り
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。　
　
　
一
　

　

二
―
の
貫
徹
は
出
来
な
い
¨
」

一〓

」〓
■

Ｉ
Ｓ

闘
争
を
展
開
す
る

こ
と
が

「
戦
争
の
消

一
と
新
し
い
命
題
が
必
要
に
な

っ
た
。

減
」

「
階
級

の
消
滅
」
０
た
め
の
ォ

ロ

一
　

「
戦
争
の
汁
減
」
、
す
な
わ
ち
共
産

レ
タ
リ
ア
独
裁
の
準
備
で
あ
る
と
考
え

一
主
義
革
命
を
か
か
け
、

「共
産
主
義
的

て
、　
一
切
の
階
級
支
配
の
廃
止
も
あ
る

一
Ｒ
Ｃ
の
戦
闘
の
教
訓
が
思
想
詢
、
政
治

）
、

「共
産
主
機
的
団
結
」
を
Ｒ
Ｃ
か
一
的
、
組
織
的
に
検
討
さ
れ
、
Ｒ
Ｃ
の
改

ら
党
へ
、
見
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
「
卜
一
組
と
億
常
的
武
装
関
争
つ
遂
行
が
問
題

へ
Ｌ
組
織
し
、
拡
大
し
な
が
ら
、
武
装

二
に
な
る
に
従

っ
て
、

一
こ
の
命
組
の
破
薬

ら
れ
で
も
無
理
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ば

一
団
結
」
を
勝
ち
と

，っ
た

「政
治
的
軍
隊

我
々
が
共
産
主
義
革
命
０
原
班
を
獲
得

一
」
と
し
て
の
Ｒ
Ｃ
へ
の
再
編
を
な
し
と

す
る
に
至
る
過
程
で
の

「成
長
の
病
」

一
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
襦
距
の
破

で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一蒙
が
可
能
に
な
っ
た
０
で
あ
る
。

帥̈̈̈̈
申̈脚̈一中一拠一̈弾一癬一̈中 戦

略
か
ら
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
独
裁
の
不
可

避
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
、
更

に

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
、
社
会
主
義
、
共

産
主
義
に
至
る

「
革
命

の

コ
ー

ス
」
と

「
終
局
日
標
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

し
た
が
、
こ
の
細
領
問
題
を
組
織
改
綸

へ
Ｌ
結
び
つ
け
る
事
に
成
功
し
た
と
は

い
え
ず
、
す
な
わ
ち
、
軍
事
委
員
会
の

「
統
合
機
能
の
強
化
」

「
重
層
的
軍
事

組
織
の
建
設
」

「
Ｒ
Ｃ
の
三
―
三
方
式

政
治
委
員
制
度
、
節
の
中
の
党
建
設
」

に
と
と
ま

っ
て

い
た
の
に
対
し
て
、
こ

軍
事
委
員
会
、
Ｒ
Ｃ
を
は
じ
め
と
す

る
党
の
軍
事
諸
機
関
内
の
論
争

を
背
景

に
、
そ
れ
ら
渚
機
関
の
指
導
フ
ラ
ク

シ

ョ
ン
で
あ

っ
た

「
関
西
派
」
内
部
の
系

統
的
な
論
職
の
火
ぶ
た
を
切

っ
た
の
は

「
田
原
論
文
」
で
あ

っ
た
。

当
時
発
議
さ
れ
た
口
原
理
諭

に
は
、

「
現
代
革
命
の
条
件

と
社
会
主
義
」

に

収
録
さ
れ
て
い
る
細
領
委
員
会
と
し
て

の
編
領
論
争
の
提
案
と
こ
の
論
文
の
思

想
的
背
景
を
明
ら
か
に
し
た

「
プ

ロ
レ

タ
リ
ア
独
裁

へ
の
道

Π
」
と
が
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
前
者
に

つ
い
て
は
、
わ
が

同
盟

に
お
け
る
継
読
審
競
の
事
項
と
し

て
取
り
扱

い
、
後
者
の
論
文
で
表
わ
さ

れ
て
い
る
基
本
思
想
に
関
し
て
主

に
ふ

れ
て
お
き
た

い
。

「卒
直
に
言
え
ば
わ
が
伺
盟
が
権
力

奪
取
の
党
か
ら
、
一
会
主
義
を
組
織
す
一

る
党
に
鴎
皮
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
と

言
う
こ
と
、

「
社
会
主
義
を
組
織
し
う

る
見
」
に
飛
暇
し
、
革
命
さ
れ
な
け
れ

①

「
日
原
論
文
」
と
共
産

主
義
論
争

　

　

・ の
点
で
は

「
同
口
論
文
」
は
、
Ｒ
Ｃ
の

「
共
産
主
義
団
結
」
を
提
起
す
る
事
に

よ

っ
て
、
再
編
と
Щ
組

に
大
き
な
役
割

を
は
た
し
た
の
で
あ
る
。
　

　

・

蜂

火

一
派
が
い
み
き
ら
う
「
隊
内
共

産
主
義
」

「
母
胎
論
的
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー

」
ｔ
は
、
規
律
の
厳
守
を
環
に
し
た

「

共
産
主
義
的
団
結
」
を
指
し
て
お
り
そ

れ
は
、
Ｒ
Ｃ
内
に
あ

っ
た
急
進
民
主
主

義
、
一共
産
主
義
突
撃
際
的
傾
向
の
克
服

の
為
に
決
定
的
役
割
を
は
た
し
た
の
で

あ

一̈
。

間
駆
が
、
そ
れ
ら
の
枝
葉
末
節
に
と
ら

わ
れ
、
そ
の
本
道
を
見
失
な

い
が
ち
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
本
質
的
な
基

本
的
な
、
又
、
生
命
を
わ
す
れ
が
ち
で

で
あ
る
Ｌ

い
う
点

に
あ
る
。
」
ヽ

同
Ｐ

‐８
）彼

は
、
国
家
権
力
の
打
倒
、
橋
力
藩

取
を
目
標
と
し
た
わ
が
党
と
軍
隊
内
の

急
進
民
主
主
義
的
傾
向
を
清
算
す
る
為

に
ｔ

「
社
会
主
義
を
組
織
し
う
る
党
」

へ
の

「
革
命
」
を
提
起
し
た
。

問
題
は
基
本
的

に
は
、
正
し
く
提
起

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

若
干
の
畠
乱
、
す
な
わ
ち

「
ま
ざ
し

く
、
こ
れ
ら
の
形
成
と
死
減
と

へ
の
統

一
体
と
し
て
、
共
産
主
義
が
円
わ
れ
た

と
言

，
こ
と
で
あ
を
。
ど
の
統

一
こ
そ

が
党
だ
か
ら
で
あ
る
。
」
と

い
う
提
起

で
き
え

「
岡
田
論
文
」
の
意
図
を
勢

一

杯
受
け
Ｌ
め
て
お
つ

「
共
産
主
義
的
団

結
」
の
理
論
的
基
礎
つ
け
を
与
え
よ
う

と
し
た
も
の
で
ぁ

っ
た
。

ば
な
ら
な
い
と

い
う
町
題
で
あ

つ
た

，

一　

彼
ｔ
疎
外
革
命
論
と
宇
野
経
済
学
と

ま
さ
に
こ
の
点
に
お
い
て
、
間
わ
れ

一
の
結
合
ｔ
反
ス
タ
マ
ル
ク
ス
主
義
の
理

た
の
は
、
社
会
主
義
を
言
葉
の
上
で
は

一
論
的
基
礎

，
あ
る
と
し
、
宇
野
一弘
蔵
つ

点
に
お
い
て
つ
き
当
つ
た
の
は
、
降
級

一
事
に
よ
つ
て
、
わ
が
同
盟
が
組
織
す
べ

工
■
、
コ
ミ
ュー
ン
の
死
減
が
そ
れ
自
一率
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

休
と
し
て
間
わ
れ
た
と
い
う
事
ヽ
こ
れ
一　
彼
は
、
理

，
革
命
論
批
判
０
理
論
的

な
く
現
実
に
線
識
し
よ
う
Ｌ
す
る
そ
の

一
社
会
主
義
理
論
Ｌ
経
済
学
を
批
判
す
る

国
家
、
赤
軍
そ
し
て
労
働
組
合
、
ツ
グ

一
き
共
産
主
義
運
動
に
関
す
る
理
論
的
基

一一』｝はど」「“ゆ彰一」̈」一一̈一』̈̈
一一『‐こを力̈『̈『̈

わ
れ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
ヶ
。
こ
の
統
一造
的
に
分
析
し
な
か
つ
な
。
」

（プ
ロ

一
こ
そ
が
党
だ
か
ら
で
あ
る
。
」
、

＾

一
レ
タ
リ
ア
独
裁

へ
の
道
■
、
Ｐ
ｌ８
）
と

裏
代
甍
み
条
件
と
英
至
義
一
一
一批
判
し
た
上
で
、
房
働
の
構
造
的
分

‐６
）
　

　

　

　

　

　

　

一
一
芭

を
積
極
的
に
提
起
ル
ｔ

こ
の
間

「
今
日
わ．
が
同
盟
の
一
心
門
理
は
、
一
種
鍵
起
そ
の
も
の
は
、
従
来

０
生
産
カ

こ
れ
ら
の
世
界
プ

ロ
独
ゃ
、

「
謳
置
妍

一
理
証

（疎
外
革
命
輪
も
結
局
、
こ
の
理

世
界
論
」
や
、
又
、
軍
隊
の
相

判
の
視
点

と
し
て
は
、

一
し
か

っ
た
。

彼
は
社
会
的
分
業
の
消
滅
を
共
産
主

義
社
会
論
の
中
心
に
す
え
い
そ
し
て
そ

れ
を
基
礎
と
し
て
、
労
働
過
程
の
変
〓

に
つ
い
て
次
の
様

に
提
起
す
る
。

「
党
及
び
赤
軍
が
、
第

一
義
的
任
務

と
ル
て
果
さ
力
は
な
ら
な

い
の
は
、
ま

さ
し
く
、
こ
の
労
働
過
程

に
お
い
て
で

あ
つ
、
又
労
働
過
程
の
変
革
で
あ
る
。

そ
れ
は

「
贅
労
働

制
」

に
か
わ
る

「

労
働
証
審
制
」
を
、
更

に
、

「
無
償
労

働
」
に
お
き
か
え
る
「

‥
‥
こ
れ
で
あ

る
。

一
「
人
が
外
的
合
目
的
性
か
ら
内
的

合

目
的
性

へ
と
変
化
す
る
こ
と
な
し

に
は

人
が
労
働
過
程
に
お
い
て
、
自
か
ら

の

労
働
と
労
働
力
を
と
り
も
と
す
こ
と
な

し
に
は
、
人
は
、
真

に
、
名
実
と
も
に

労
働
過
程
の
主
人
公

と
な
る
こ
と
な
し

に
は
、
決
し
て
使
用
使
値
と
価
値
と
の

分
離
を
上
場
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

何
故
な
ら
、
ま
さ
に
、
そ
の
当
の
人

一の
労
働
自
体
が
、
こ
の
分
離
を
生
み
出

し
て
お
り
´
又
、
労
働
は
そ
の
労
働
す

る
当
人

に
と

っ
て

一
つ
の
使
用
価
値
の

生
産
と
し
て
意
識
さ
れ
、
制
限
さ
れ
て

い
る
限
り
、
こ
の
当
の
人
の
自
然
性
、

自
然
成
長
が
、
使
用
価
値
と
価
値
の
分

離
の
原
因
を
な
し
て
い
る
以
上
、
人
間

が
泊
ら
の
労
働
を
開
花
さ
せ
る
こ
と

に

¨
一

一
一
疇

一
鶉

一
一
響

一

の
で
あ
る
。
」

（プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁

へ
の
道

（
肛
）
、
Ｐ
”
）

「　
人
が
、
労
働

を
自
己
日
的
と
す

る
様

に
成
長
す
る
程
度
に
つ
れ
て
従
来

の
大
衆
組
織

、
国
家
、
そ
し
て
、
党
及

び
赤
軍
自
体
も
消
滅
し
て
ゆ
く
の
で
あ

る
。
」

（
同
）

こ
こ
で
、
彼
は
、

口
的
と
終
局
日
標

に
関
す
る
軍
事
組
織
内
の
読
争
に
対
し

て́
の
党
側
か
ら

一
つ
の
解
答
を
与
え
て

い
一う
。

す
な
わ
ち

「
岡
田
諭
文
」
が
軍
の
目

的
を

「
戦
争
の
消
滅
」
、
そ
の
終
局
目

檬
を

「
階
級
の
消
滅
」
と
規
定
し
た
こ

と
に
対
し
て
、

「
口
原
論
文
」
は
、
党

の
目
的
を

「
無
償
ガ
的
の
組
織
化
」
に

一
で
は
明
ら
か
に
し
え
か

っ
た

「
階
級
の

消
滅
」

（正
し
く
は
階
級
の
廃
止
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。
）
の
内
容
を
そ
れ
な

り
に
明
ら
か
に
し
よ
う
一
し
た
の
で
み

っ
た
。

だ
が
、
こ
の
主
張
が

「
田
原
”
諭
」

と
呼
ば
れ
、
わ
が
同
盟
の
理
飾
開
争
史

上
に

一
つ
の
位
置
を
占
め
る
も
の
と
な

っ
た
の
は
、
こ
の

「
無
債
労
働
の
組
織

化
」
の
内
実
を
、
次
の
さ

つ
な
磐

Ｈ
の

埜

糸
へ
と
純
化
し
た
こ
と
に
あ

っ
た
。

一　

彼
は
言
う
。

一
　

「
こ
の
よ
う
な
形
で
、
労
働
力
及
●

・労
働
あ
る
い
は
労
働
過
程
を
、
本
質
論

原
理
論

（共
産
主
義
を
′
）
社
会
主
義

を
こ
の
為
の
段
階
論
あ
る
い
は
実
体
論

と
し
て
整
理
し
、
資
本
主
義
を
そ
０
現

象
諭
、
現
状
分
析
と
す
べ
き
で
は
な
か

ろ
う
か
と
考
え
る
の
で

あ
る
。
」

（ノ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁

へ
の
道
Ⅲ
、
Ｐ
ｌ７
）

「
こ
の
統

一
、
あ
る
い
は
統

一
体
の

本
質

の
対
象
化
は
共
産
主
義
と
し
て
、

ス
、
そ
の
実
体
的
、
構
造
的
な
問
題
は

社
会
主
義
と
し
て
、
又
、
こ
れ
ら
の
現

一

一
¨
一

一
一
一

¨
一
¨
一
一

¨
一
一
一

一

こ
の
内
容
が
、

「
田
原
理
範
」
の
根

本
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
共
産
主
颯

社
会
を
本
質
、
社
会
土
鏡
社
会
を
実
体

と
し
、
今
日
の
資
本
主
義
社
会
を
調
ヘ

と
し
て
把
握
す
る
と
い
う
こ
ｔ
は
、
信

・

一一一一̈嚇一脚鋒̈一一

も
、
こ
の
論
理
的
枠
組
み
に
組
み
た
て

一

ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
（
彼
は
、
外

約
合
目
的
性
に
規
定
さ
れ
、
生
産
物
の

生
産
を
目
的
と
す
る
資
本
主
義
社
会
の

マ
労
働
に
対
し
、
労
働
が
内
的
合
目
的

性
を
も

っ
た
も
の
に
は
化
す
る
共
産
主

義
社
会

に
お
け
る
労
働
過
程
を
対
置
し

こ
う
し
た
未
来
の
労
働
を
獲
得
す
る
た

め
に
、
賃
労
働
制
を
労
働
証
警
制
に
お

い
る
。

「
共
産
主
義
は
わ
れ
わ
れ
に

と

っ
て

は
、
つ
く
り
だ
さ
る
べ
き
何
ら
か
の
状

態

、
寃
案
が
則
る

べ
き
な
ん
ら
か
の
現

想
で
は
な

い
。
わ
れ
わ
れ
が
共
産
主
義

と
よ
ぶ
と
こ
ろ
の
も

の
は
、
現
在

の
状

態

を
廃
止
す
る
現
実
的
運
動
の
こ

と
で

あ
る
。
こ
の
運
動
の
諸
条
件
は
、
今
、

現
に
存
在
し
て
い
る
前
提
か
ら
生
じ
る

０も
ち
ろ
ん
彼
は
、

こ
の
有
名
な

テ
ー

ぜ
を
知

っ
て
い
る
。
彼
は
、

「
現
代
革

命
の
条
件
と
社
会
主
義
」

（
Ｐ
２。
）
で

は
、
こ
の
テ
ー
ゼ
を
引
用
し
た
後
、

「
う
ん
′
同
志
諸
君
、
な
か
な
か
お

０
し
ら
く
な

っ
て
来
た
で
は
な
い
か
。

こ
の

「
過
渡
期
世
界
の
階
級
開
争
の

質
」
の
現
状
、
そ
し
て
こ
れ
を

「
止
綺

す
る
現
実
の
運
動
」
こ
れ
で
あ
る
。

全
く
奇
妙
な
こ
と
に
な

っ
て
来
た
。

だ
が
こ
れ
が
現
実
で
あ
る
。
」

こ
こ
で
彼
が

「
現
実
の
こ
型

と
話

っ
て
い
る
の
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に

あ
く
ま
で
も
、
未
来
社
会
と
し
て
の
共

産
主
義
社
会
の
認
識
に
立
脚
し
た

「
現

実
の
運
動
」
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、

マ

ル
ク
ス
σ
む

う

「
現
在

の
状
態

を
磨
止

す
る
現
実
的
運
動
」
と
は
異
な

っ
て
い

る
。
何
故
な
ら
、

マ
ル
ク

ス
は

「
こ
の

運
動
の
階
条
件
は
、
今
、
現
に
存
在
し

て
い
る
前
提
か
ら
生
じ
る
」
と
主
張
し

て
お
り
、
未
来
の
社
会
状
態
の
認
識
を

・

運
動
の
階
条
件
に
は
し
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。

一
一

¨

一
一
¨
¨
¨
¨
」
一
一
一
¨
一
一

一
」
と
し
て
と
ら
え
¨
そ
し
て
、
こ
の
労

．動

の
内
在
的
矛
盾
を
使
用
価
値
と
価
値

と
の
分
離
と
し
て
と
ら
え
た
。

彼
は
、

「
生
き
た
労
働
」
＝
労
働
カ

の
行
使
と

「
商
品
に
対
象
化
さ
れ
た
労

働
」
＝
商
品
な

い
し
生
産
手
段
と
を
区

別

出
来
ず
、
そ
の
結
果
、

「
生
き
た
労

働
の

二
面
性
」
を

「
二
薫
性
」
と
と
ら

え
た
上
で
、
そ
の

「
労
働
の
内
在
的
矛

盾
」
を

「
無
練
労
働
」
に
よ

，
て

「
止

揚
」
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

資
本
の
直
接
”
生
産
過
程
に
お
け
る

「
生
き
た
労
働
の

二
面
性
」
と
は
、　
一

方
に
お
け
る
対
象
化
さ
れ
た
労
働
の
旧

価

値
の
維
持
と
、
他
方
に
お
け
る
新
生

一
¨
』
っ
一
一
¨
一
一
嚇
『
¨
『
¨
一

一

っ
て
も
、

「

一軍
性
」

八
二
者
闘
争
的

性
格
）
で
は
な

い
。

二
電
性
と
は
商
品
に
対
象
化
さ
れ
た

労
働
に
関
し
て
い
え
る
こ
と
で
あ

っ
て

そ
れ
は
商
品
交
換

に
お

い
て
は
、
抽
象

的
人
間
労
働

と
し
て
、
そ
の
使
用
に
お

い
て
は
具
体
的
有
用
労
働
と
し
て
別
々

に
あ
ら
わ
れ
る
。

「生
産
過
程
に
お
け
る

「
生
き
た
労

働
」
は
、
価
値
の
実
体
た
り
え
な
い
は

か
り
か
、
そ
れ
は

「
対
象
化
さ
れ
た
労

働
」
＝

「
死
ん
だ
労
働
」
と
、
そ
の
結

果

「
対
象
化
さ
れ
た
労
働
」
の
旧
価
値

を
維
持
し
つ
つ
、
自
か
ら
は
消
耗
し
尽

し
そ
の
結
果
が

一
定
景
の
労
働
量
と
し

て
ま
さ
し
く
資
本
の
生
産
物
に
対
象
化

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
押
え
ら
れ
ね
は

な
ら
な
い
。
」

（
共
産
主
義
４
号
Ｐ

一

六
四
）

彼
は

「労
働
の
構
造
分
析
」
を

「
盛

き
た
労
働
の

「納
的
矛
盾
」
と
と
ら
え

る
こ
と
に
よ
っ
て

「対
象
化
さ
れ
た
労

働
」
を
明
ら
か
に
し
え
ず
、
そ
れ
故
、

資
本
主
義
的
商
品
生
産
を
正
ぃ
く
招
鍾

で
き
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、

「価
値

と
使
用
価
値
と
の
分
離
」
す
な
わ
ち
価

値
法
則
の
存
在
根
拠
を
資
本
主
義
的
生

産
様
式
に
求
め
ず
、
労
働
そ
の
も
の
は

内
在
す
る
矛
盾
と
し
で
把
握
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
か
く
て
彼
は
資
本
と
資
本

家
が
見
え
ず
、
従

っ
て
大
本
家
と
労
働

者
の
現
実
の
階
級
関
係
を
解
明
出
来
す

そ
の
結
果
ヽ
資
本
主
薔
社
会
と
そ
こ
に

お
け
る
労
働
者
階
級
の
経
済
的
地
位
を

従

っ
て
、
労
働
者
階
級
の
〓
金
的
能
力

と
社
会
主
義
革
命
の
物
質
的
諸
条
件
が

一

ど
の
よ
う
に
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て

単
術
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る

事
が
出
来
な
い
論
理
的
出
発
点
を
設
定

し
て
し
ま
．

つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
彼
に
と

つ
て
は
、
現
実
の

資
本
主
義
社
会
が
共
産
主
義
社
会
の

「

現
象
」
と
思
わ
れ
て
も
む
り
ば
な
か

っ

た
。結

局
彼
は
誤

っ
た
資
本
主
義
批
判
に

陥

い
り

「
今
現
に
存
在
し
て
い
る
証
置

」
を
正
し
く
解
制
す
０
こ
と
が
で
き
な

か

っ
た
結
果
、

「
現
に
存
在
し
て
い
る

前
握
」
を
共
産
主
義
社
会

（本
質
）
、

社
会
主
義
社
会

（
実
体
）
の
現
象
と
い

う
具
合
に
と
ら
え
き
る
を
え
ず
、
当
初

の
良
き
な
図
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
党
の

一

革

命
と
Ｒ
Ｃ
の
指
導
の
た
め
の
す
な
わ

ち
行
動
の
指
針
Ｌ
な
る
べ
き
理
綸
を
提

出

す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
　

．

彼
が
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の

一
同
社
会

主
義
可
能
輸
、
生
産
力
理
論

に
対
し
て

い
る
）
に
対
す
る
批
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反

ス
タ
ー
リ

ン
主
義
が
時
べ
区
分
の
明

確
化
と
い
う
点

に
お
い
て
し
か
批
判

し

え
て
い
な

い
こ
と
を
批
判
し
、
プ

ロ
レ

タ

ヽ
リ

ア
独
裁
と
社
会
主
義

の
時
期
に
お

け
る
共
産
主
義
運
動
の
内
容

（
い
わ
ゆ

る
共
産
主
義
的

土
曜
労
働
は
そ

の
内
容

の

一
つ
で
あ
る
）
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
し
た
こ
と
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
権

力
は
共
産
主
義
の
第

二
段
階
を
目
標
と

し
て
組
織
さ
れ
ね
は
な
ら
な
い
こ
と
、

あ
る

い
は
、
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
独
戦
に
お

け
る

一
党
独
裁
の
意
義
と
不
可
避
性
な

ど
、
彼
の
提
起
の
積
極
的
な
意
義
を
も

っ
た
部
分
を
我
々
は
現
在

で
も
継
承
し

て
い
る
。

だ
が
彼
は
未
来
社
会
諭
に
陥

い
る
事

に
よ

っ
て
プ

ロ
ン
タ
リ
ア
独
裁
の
不
可

避
性
、
共
産
主
義
革
命
の
物
質
的
根
拠

を
明
ら
か
に
す
る
事
が
出
来
ず
、
従

っ

て
、
そ
れ
ら
を
と
の
様
に
実
現
し
て
い

く
の
か
と
い
う
点
で
の
実
践
的
解
答
を

与
え
る
事
が
出
来
な
か

っ
た
の
で
あ
り

そ
れ
故
、
党

の
革
命
の
た
め
の
フ
ラ
ク

ク
シ

ョ
ン
の
改
組

が
要
求
さ
れ
て
い
た

段
階

で
十
分
そ
の
任
務
を
は
た
す
事
が

出
来

す
フ
ラ
ク
シ

ョ
ン
の
指
導
部
を
自

か
ら
退
か
ね
は
な
ら
な
か

っ
た

の
で
あ

る
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
共
産
主
義

論
争
、
宇
野
批
判

に
対
し
て
は
た
し
た

一
彼
の
役
割
す
な
わ
ち
、

１２

・
‐８
略
線
の

前
夜
に
果
し
た
彼

の
理
論
的
役
割
を
決

し
て
低
め
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

一
方
で
は
、
こ
の
口
原
論
文
の
細
領

上
の
問
題
提
起
を
受
け
と
め
、
他
方
に

一

お
け
る
軍
事
委
員
会

の
諸
論
文
、

「
岡

田
論
文
」
の
実
践
上
の
問
題
提
起
を
受

け
と
め
た

「
関
西
派
」
に
よ

っ
て
第
六

回
中
央
委
員
会

（七

〇
年
二
月
）
に
提

案
さ
れ
た
の
が

「党

の
革
命
と
現
段
階

共
産
主
義
的
団
結
の
形
成
に
む
け
て
」

（
政
治
局
提
案
第

二
筆
）
で
あ

っ
た
。

こ
の
議
案
第

二
章
の
政
治
的
目
的

の

第
一
は
、
提
起
さ
れ
た

「日
原
論
文
」
一

一轟
雉
一』灘
一

，
の
本
質
的
問
題
を
明
ら
か
に
し

，
更

ｔ
そ
の
事
に
よ
っ
て
、
４

●
２８
武
装
闘

，
の
準
備
を
進
め
て
い
た
地
区
軍
国
が

直
面
し
て
い
た
問
題
に
答
え
、
第
二
に

す
で
に
２

●
１４
以
降
は
し
ま
っ
て
い
た

党
内
関
争
の
性
格
と
「
標
を
規
定
し
よ

う
と
し
た
事
で
あ
る
。

提
案
の
眼
日
は
理
論
的
に
は

二
つ

完
成
す
る
こ
と
は
、
逆
に
新
た
な
労
働

一
　

「プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
が

「
新
た
な

た
の
で
あ

，
，

そ
れ
は
、
全
面
的
な
合

一
す
で
に
分
派
関
争
か
ら
党
派
園
争
の
段

法
党

へ
の
政
組
の
開
始

で
あ

っ
た
。　
　
一
階
に
発
展
ル
て
い
た
敗
旗
派
と
の
理
論

璃障窄は麟」〕『けは引つし“一　一一お」ヽ
けれ』叶」駐罐̈
「た「継獅

中』̈中̈̈
一一一一一̈一一一一一一̈̈
『『一一奮」̈中一一一

に優″葉̈
中け「『相調［̈
勒和一　　嘩』”綺『吼れ一颯嗜詢軸に

形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
上
に
立
っ
て
一　
　
で
ぁ
る
。
だ
か
ら
風
巻
論
文
は
価

具
体
的
、
歴
史
的
に
階
級
の
廃
絶
に
つ
一　
　
値
論
に
お
い
て
田
原
論
文
と
共
通

萎
報
権藤
鍮
¶
南
蘇
珪
鮮
謗
な

つ
、
８

建
設
に
対
〓

難

諄

二

讐
置

、
日
泉

が
、
金

轟

を

た
に
し
て
も
、
｝そ

れ
は
綱
領
、
戦
術
、　
一
認
識

の
問
題
、
す
な
わ
ち

「
革
命
観
」

革
命
戦
争
ｔ
対
す
る
日
和
見
主
義
で
あ

一
ス
理
解
」
を
根
底
か
ら
く
つ
が
え
ず
事

組
織
問
題
に
わ
た
る
全
面
的
提
起
で
あ

り
、
宇
野
経
済
学

と
黒
国
理
論
に
よ

っ

て
裏
っ
け
ら
れ
て
お
り
、
更

に
そ
の
提

逸

が
、
■

０
か
ら
の
脱
走
の
理
論
的
合

瑠
化
の
み
な
ら
ず
、
車

事
委
員
会
、
Ｒ
・

Ｃ
に
対
す
る
「
向
派
の
敵
対

と
、

「
青

学
組
織
委
惧
会
」
を
中
心
と
し
た
党

の
一

の
問

題
に
歪
山

し
た
事
に
よ

っ
て
、
革

命
戦
争
と
Ｒ
Ｃ
建
設
に
敵
対
し
た
事
に

対

し
て
、
共
産
主
義
＝
革
命
的
実
践
と

い
う
立
場
か
ら
Ｒ
Ｃ
＝
政
治
軍
隊
を
よ

り
本
晨
的

に
規
定
す
る
事

に
あ

っ
た
。

第

一
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら

は
、

「
階
級
概
念

」
を
欠
落
さ
せ
て
し

は

い
、
従

っ
て
共
産
主
義
革
命
の
原
則

を
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
経
済
的
地
位

に
も
と
つ
い
て
正
し
く
明
ら
か
に
す
る

こ
と
の
で
き
な
か

っ
た

「
口
原
論
文
」

の
理
論
的
欠
陥
を
克
服
す
る
た
め
に
、

・
「
峰
火
」
再
刊
〓

（七
十
年
五
―
七

魏
膜
醍
一認
散
曜

式
」
で
あ
る
。
資
本
が

「
血
と
脂
を
満

ら
せ
て
」
自
か
ら
を
形
成
し
た
と
こ
ろ

・０
本
源
的
蓄
積
過
程
の
終
局
に
お
い
て

労
働
者
と
労
働
諸
条
件
Ｌ
の
分
離
過
程

７
完
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産

手
段
の
集
中
と
労
働
の
社
会
化
Ｌ
の
予

く
る
も
の
と
し
て
、

「
最
後
の

店
は
資
本
主
資
的
外
技
と
は
開
和
し
え

の
眼
日
■
一

ｔ
一
口
原
論
文
」
を

「
峰
火
再
刊
号
」

的
地
位
を

「

銭
社
会
に
お
け
る
労
働
者
階
級
０
経
済

の
分
離

に
も
と
つ
ぐ
」
資

本
家
階
級

に

対
す
る

「
階
級
的
隷
属
」
と
と
ら
え
、

こ
の
点
か
ら
共
産
主
義
革
命
の
物
質
的

諸
条
件
に

つ
い
て
次
の
様
に
述

べ
て

い

る
。「

た
し
か

に
資
本
主
義
的
生
産
様
式

は
、
世
界
過
慶
期
、
社
会
主
義
社
会
、

共
産
主
義
社
会
の
物
質
的
諸
条
件
を
つ

な
く
な
る

一
点
に
到
達
し
、
外
被
は
爆

積
さ
れ
、
資
本
主
義
的
私
有
の
最
後
を

告
け
る
飽
が
鳴
り
、
収
奪
者
は
収
奪
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
‥
―
‥

労
働
者
と
労
働
諸
条
件

´と
の
分
離
が

対
象
）
と
の
結
合
の
た
め
の
物
質
的
条

一
限
り
と
の
様
な
労
働
の
社
会
的
諸
関
係

者
と
労
働
踏
条
件

（労
働
用
具
、
労
働
一
社
会
関
係
を
組
織
す
る
革
命
」
で
あ
る

的
生
産
過
程
そ
の
も
の
の
機
構
に
よ
っ
一
消
費
」
を
組
織
す
る
の
か
を
廻
る
関
に

件
を
た
え
ず
膨
眼
し
な
が
ら
資
本
主
義

一
を
組
織
す
る
の
か
ど
の
様
な

「
生
産
と

動
者
階
級
の
反
抗
と
し
て
か
た
ち
づ
く

一
あ
り
、
こ
の
事
に
答
え
な
い
限
り
、
ス

て
酬
練
さ
れ
結
集
さ
れ
組
織
さ‥
れ
る
労

一
と
し
て
も
世
界
革
命
戦
争
は
あ
る
の
で

る
の
で
あ
る
。
」

（同
Ｐ
％
ニ

タ
‐
リ
ン
主
義
、
あ
る
い
は
そ
の
裏
が

こ
の
様
な
立
場
に
立
っ
て
、
風
巻
諭

一
え
し
と
し
て
の
鯖
政
府
主
義
に
対
す
る

文
は
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
と
共
産
主

一
わ
れ
わ
れ
の
勝
利
は
あ
り
え
な
い
と
い

の
廃
絶
、
そ
し
て
、
労
働
証
答
制
度
＝

一　
　
主
義
」
１４
号
参
照
）
。
そ
の
他
、

平
等
の
義
務
労
動
制
度
の
形
式
と
そ
の
一　
　
分
業
の
発
生
を
階
級
発
生
の
源
泉

止
場
と
し
て

一
国
プ
ロ
独
の
当
社
か
ら

一　
　
と
し
た
こ
と
も
田
原
論
文
と
共
通

確
か
に
初
め
は
い
ま
だ
部
分
約
力、
も
し
一　
　
の
誤
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
詳

い
て
考
え
る
と
き
、
ま
す
賃
労
働
制
度

一　

　

の
誤
り
を
犯
し
て
ｔ、
る

（
「
共
産

れ
な
い
が
、
無
債
労
働
の
組
織
化
を
遂

一　

　

し
い
総
括
は
別
に
行
な
い
た
い
。

行
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」

一
　

第

二
の
間
裡
、
す
な
わ
ち
、
射
一旗
派

Ｒ
Ｃ
に
対
す
る
敵
対
に
対
す
る
理
論
的

批
判
で
も
あ
り
、
そ
れ
は
、
党
の
改
組

の
プ
ラ
ン
を
め
ぐ
る
論
争
を
背
景
と
し

た
綱
領
上
の
最
大
の
対
立
点

の

一
つ
を

な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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に
な
つ
て
い
る
限
り
、
わ
れ
わ
れ
の
日

向
派
に
対
す
る
批
判
も
、
細
領
、
戦
術
．

組
織
問
題
に
わ
た
る
も
の
で
な
け
れ
ば
一

な
ら
ず
、
と
り
わ
け
、

「由
一四
派
」
フ

ラ
ク
シ
ヨ
ン
と
■
０
の
政
組
、
日
向
理

愉
の
根
鷹
ｔ
ち
ち
字
野
経
済
学
、
黒
ロ

理
論
の
批
判
と
口
原
理
論
の
継
承
、
そ

の
欠
陥
の
克
服
が
不
可
通
に
な
っ
た
“
一

わ
れ
わ
れ
は
、
第
七
回
中
央
委
員
会

以
降
、

一地
方
委
員
会
、
地
区
党
の
み
な

ら
ず
、
軍
事
諸
組
織
を

「関
西
派
」
の

下
に
改
組
し
て
、
党
内
開
争
に
力
を
集

中
す
る
た
め
に
、
軍
事
委
員
会
と
そ
の

略
機
憫
ヽ
並
び
に
■
０
そ
全
面
的
に
フ
一

ラ
グ
シ
ョ
ン
に
組
織
し
た

。

・そ
し
て
ｒ

一
方

，
フ
ラ
ク

シ

ョ
ン

ス
、
リ
カ
ー
ド
、
プ

ル
ー
ド

ン
の
価
値

論
に
対
す
る
態
度
が
考
察
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
資
本
論
で
展
開
さ
れ
て

い
る

マ
ル
ク

ス
価
値
論
そ
の
も
の
は
、

・今
だ
考
察
さ
れ
て

い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
■

そ
れ
は
、
資
本
主
義
社
会
の
解

制
と
正
し
い
招
握
の
端
初
を
開

い
た
点

に
お
い
て
、
後
の
日
向
派
批
判
の
様
心

で
あ
る
宇
野
経
済
学
批
判
と

マ
ル
グ
ス

の
資
本
主
義
批
判
の
復
梅
に
つ
な
が

っ

て
い
る
。

第

二
に

「
離
火
」
再
刊
号
は

「
再
刊

の
辞
｝
に
お
い
て
、
日
向
沼
が
共
産
主

義

を
認
織
の
間
種
、
革
命
観
の
問
題
に

歪
由
し
た
の
に
対
し
て
批
判
し
次
の
様

に
規
定
し
た
。

「
ン
共
産
主
義
は
、
将
来
の
理
想

や

状
態
で
な
く
、
現
実
の
運
動
で
あ
る

″

″
哲
学
者
達
は
、
こ
れ
ま
で
、
い
ろ
い

ろ
と
解
釈
し
て
来
た
‥
‥
肝
心
な
の
は

世
界
を
変
革

す
る
こ
と
で
あ
る
″
と
い

う

マ
ル
ク

ス
主
義

０
立
場
は
、
共
産
主

義
が
現
実
を
上
場
す
る
実
践
で
あ
る
こ

Ｌ
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
の
主
体
的
行
為
の
基
準
は
、
輌
人

の
あ
れ
こ
れ
の
意
識
や
理
論
、
観
念
の

中
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
生
産

手
段
か

ら
分
離
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
資
本
制

社
会
の
災
禍

を
も
ろ
に
受
け

と
め
て
い

る
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
現
実
を
変
革

す
る
方
策
を
明
ら
か
に
し
た
綱
領
を
軸

に
し
た
団
結
体
＝
党
の
も
と
に
お
け
る
．

組
織
的
実
践
と
し
て
与
え
ら
れ
る
。
」

（
同
Ｐ
じ
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

「
共
産
主
義
」
に
対
す
る
そ
の
様
な

態
度
を
と
う
な
ら
は
、
Ｒ
Ｃ
の
組
織
的

性
格
は
、
そ
の
様

な
共
産
主
義
を
組
織

す
る

「
党

の
軍
隊

」

（
同
Ｐ
５
）

で
な
け
れ
は
な
ら
ず
、

そ
の
構
成
は
不
可
逆
的

に

「
党
員
」

な
け
れ
は
な
ら
ず
夏
に

「
値
常
的
武
姜

関
争
」

（
遊
撃
積
）
を
戦
術
と
す
る
限

り
、
政
治
警
察
と
の
関
係
で
は

井
公
と

で
な
け
れ
は
な
ら
な
か

っ
た
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又
、
党

と
Ｒ
Ｃ
の

「団
結
の
質
」
に

つ
い
て
は
、
共
産
主
義
＝
革
命
的
実
践

と
い
う
立
一場
に
も
と
づ
い
て
、
従
来
の

「
母
胎

論
的
傾
向
」
を
総
括
し
て
、
次

の
様
に
規
定
し
た
。

「
そ
の
共
産
主
義
的
団
結
と
は
、
共

産
主
義
社
会
の
あ
ヶ
べ
き
人
間
関
係
を

あ
れ
こ
れ
想
定
し
て
、
そ
の
様
な
団
結

を
実
易
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

ま
さ
に
綱
領
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
基
準

以
外
の

一
助

の
見
解
や
行
為
を
、
い
ず

れ
も
そ
の
基
準
か
ら
批
判
の
対
象
と
し

て
考
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
一
ブ
ル
シ

ョ

ア
社
会
が
生
み
出
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る

人
格
的
、
機
能
的
、
そ
の
他
、
も
ろ
も

ろ
の
相
違
を
の

，
こ
え
た
団
結
を
実
現

出
来
る
と
い
う
億

味
に
お
い
て
、
す
な

わ
ち
＾
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
組
織
性

が
最
高
度

に
発
揮
さ
れ
た
団
結
を
実
現

出
来
る
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
団
結

の

最
高
の
形
態
な
の
で
あ
る
。
」

（同
Ｐ

２７
）以

上
、
「
蜂

火
再
刊
号
」
で
明
ら
か

に
ざ
れ
た
当
時

の

「
円
西
派
」
の
立
脚

点

に
も
と
つ
い
て
フ
・ア
ク
シ

ョ
ン
と
軍

事
委
員
会
は
、

日
向
派
と
の
党
内
闘
争

の
勝
利
の
た
め
に
第

一
次
Ｒ
Ｃ
を
フ
ラ

ク
シ
ョ
ン
に
組
織
し
た
。

Ｒ
Ｇ
を
共
産
主
義
的
政
治
を
実
現
す

る

「
政
治
寧
隊
」
と
し
て
再
編
成
す
る

た
め
に
は
、
何
よ
り
も
共
産

論
を
学
習
す
る
事
か
ら
始
め
ね
は
な
ら

な
か

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
共
産
主
義
革

命

に
対
す
る
正
し
い
立
場
は
実
践
に
よ

る
経
験
の
み
で
は
決
し
て
獲
得
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、

マ
ル
ク

ス
主
義

の
学
習

や
理
論
闘
争
を
●
目
的
意
議
的
、
計
画

的

に
組
織
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
獲
得
し

う
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
理
論
の
組
織

的
学
習
も
ま
た
Ｒ
Ｃ
の
実
践
の

一
つ
な

の
で
あ
る
。

だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
様
な
態

度
で
学
習
を
始
め
、
日
向
派
に
対
す
る

闘
争
の
武
器
を
研
き
つ
つ
も
、
そ
の
学

習
を
と
０
様
に
組
織
す
る
の
か
と
い
う

点
で
曖
味
で
あ

っ
た
“

す
な
わ
ち
、
日
向
派
と
の
党
内
闘
争

を
組
織
し
つ
つ
、

「
関
西
派
」
の
手

で

党
の
革
命

を
進
め
る
た
め
に
は
、
何
よ

り
も

「
関
西
派
」
内
部
の
増
諭
凹
争
を

と
の
よ
う
に
組
織
的

に
進
め
る
の
か
Ｌ

い
う
点
に

お
い
て
。

と
り
わ
け
、
家
事
委
員
会
と
Ｒ
Ｃ
は

隊
編
成
を
維
持
し
つ
つ
、
学
習
と
理
論

関
争
、
思
鶴
聞
争
を
組
濠
ヽ

え
ず
、
そ

の
結
果

「
集
団
曇
お
」
に
な
る
事
に
よ

っ
て
政
治
警
察
と
の
闘
争

に
お
い
て
、

又
も
や
¨
爆
火

一
派
の
諸
君
は
、

「
隊

内
共
産
主
轟
」
だ

「
母
胎
論
的

イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
」
だ
と
さ
わ
く
の

で
あ
ろ
う
が

わ
れ
わ
れ
は
、

「
突
撃
兵
」
や

「
狙
撃

兵
」
の
見
解
こ
そ

「
岡
田
論
文
」
の
根

本
思
想
を
継
承
し
な
が
ら
ヽ
、

「
岡
風

論
文
」
以
降
、　
一
つ
の
組
織
的
傾
向

と

し
て
あ

っ
た

「
共
産

主
義
的
人
間
の
形

成
」

「
隊
員
の
思
想
的
強
化
を
通
し
て

隊
全
体
の
強
化
を
勝
ち
と
る
」
と
い

っ

た
組
織
観
を
見
服
す
る
第

一
歩
を
確
立

し
た
も
の
と
評
価
す
る
。

彼
答
は
、
共
産
主
義
そ
隊
の
個
々
の

人
間
関
係
の

「
革
命
」
に
お
く
の
で
は

な
く
、
Ｒ
Ｃ
を
党
の

一
機
関
と
位
置
づ

け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
党
総
体
の
思
想

的
、
政
治
的
、
組
織
的
強
化
を
間
蘊
に

し
、
共
産
主
義
を

「
党
的
実
験
」
と
ｔ
・

ら
え
、
そ
の
実
践
の
中
心
問
題
を
当
面

党
派
闘
争
、
党
内
閣
争
、
フ
ラ
ク
内
思

想
凹
争
、
Ｒ
Ｏ
内
思
想
図
争
と
共
同
生

活
、
規
律
の
再
確
立

に
お
い
た
の
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一
方
、

「
通
信
兵
」
の

見

解

は
、

「
岡
田
論
文
」
が
提
起
し
た

「
共
産
主

義
的
団
結
」
の
内
容
を

「
一
個
の
共
産

主
義
者
と

一
個
の
共
産
主
義
者
の
間
の

関
係
」
の

「
革
命
」

に

「
純
化
」
し
て

し
ま
い
、
共
産
主
義
を

「
一
個
０
共
産

主
義
者
の
」

「
認
識
」
の
問
題
に
し
て

し
ま
う
こ
と
に
よ

っ
て
、

「
革
命
的
実

践
」
の
立
場
を
香
定
し
、
Ｒ
Ｃ
建
設
と

革
命
戦
螢

否
定

へ
の
道
に
連
な
る
も
の

で
あ

っ
た
。

実
際
、

「
通
信
兵
」
の
様
な
見
解
は

そ
の
性
格
は
、
異
な
る
と
は
い
え
、
党

内
の

一
大
分
派
を
形
成
し
て
い
た
。

日
向
派
が
、
そ
れ
で
あ

っ
て
、
六
八
・

年
防
衛
庁
国
争
、
東
大
聞
争
の
獄
中
組

の

一
部
分
、
六
九
年
十

一
月
聞
争
か
ら

の
Ｒ
Ｃ
脱
走
組
を
中
心
に
し
て
結
成
さ

れ
た
彼
ら
は
、

「
国
家
権
力
と
自
己
」

一
¨
］
¨
一
一
”
“
」
一
峙
¨
疇
¨
一

一

を
得
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

「
通
信
兵
」
に
対
す
る

「
突
撃
兵
」

「
狙
撃
崚
」
の
範
戦
は
、

「
運
僣
兵
」

系
と
し
て
日
向
理
輪
を
作
り
あ
げ
ざ
る

一
・

に のとも其何 撃 て職す 点思れ思た火F・1年ゆと CC か
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容
）　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
一　
　
一

主
　
張
―
当
面
す
る
準
命
戦
争
の
更
な
る

発
展
の
た
め
に

共
産
主
義
者
同
盟

（Ｒ
Ｇ
）
結
成
に
向
け

て
の
党
内
＝
党
派
闘
争

Ａ

）
我
々
の
立
脚
点
と
世
界
革
命
戦
争

（Ｂ
）
蜂
火

一
派
と
の
対
立
点

（Ｃ
）
神
奈
川
左
派
と
の
対
立
点

（Ｄ
）
党
内
卜
党
派
闘
争
に
関
す
る
記
緑
文

圭
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

口
囲
目
門
］
連
合
赤
軍
と
０
党
派
闘
争

（Ａ
）
連
合
赤
軍
の
闘
争
に
対
す
る
我
々

態
度

（Ｂ
）
連
合
赤
軍
の
党
的
破
産
と
国
際
非
合

法
党
建
設
の
道

（Ｃ
）
連
合
赤
軍
に
対
す
る
■
共
革
命
左
派

の
態
度

（Ｄ
）
革
命
戦
争
の
旗
を
お
ろ
し
た
八
木
君

の
レ
ー
ニ
ン
主
義
に
つ
い
て

共
鷹
主
義
‘
号
を
近
日
中

に
お
と
と
け
す
る
。

共
産
主
義
１４
ヽ
”
号
は
、
反
革
命
革

マ
ル
派
に
屈
服
し
た
日
向

派
と
の
激
烈
な
葬
「
闘
争
の
中
か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
。
こ
こ
で
我

々
が
主
張
し
た
資
本
は
主
義
批
判
、
主
体
性
唯
物
論
、
芋
野
経
済

学
に
基
礎
を
お
く
反

ス
タ

マ
ル
ク

ス
主
義
を
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
に

解
体

・
上
場
す
る
こ
と
、
こ
の
反
ス
タ

マ
ル
ク

ス
主
義
を
思
想
的

よ
り
と
こ
ろ
と
し
て
き
た
日
本
の
新
左
翼
運
動
全
体
を
過
去
の
も

の
と
し
、
革
命
戦
争
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
共
産
主
義
者
党
の
思

想
的
基
礎

を
作
り
あ
け
る
事
を
目
標
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
我
々
の
資
本
主
義
批
判
が
七
十
年
代
初
頭
の
革
命
戦
争
派

内
の
理
論
凹
争
に
お
い
て
果
し
た
役
割
り
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か

の
諮
り
を
も
つ
事
は
我
々
に
許
さ
れ
た
権
利
で
あ
る
と
考
え
る
。

共
産
主
義
１６
号
は
ヽ
こ
の
時
り
あ
る
“
―
”
号
を
継
承
す
る
も

の
で
あ
る
一
継
示
す
る
ば
か
り
か
、
こ
の
資
本
主
義
批
判
に
基
づ

く
党
建
設
が
、
一

，
ん
な
に
大
き
な
果
実
を
実
ら
せ
る
か
、
そ
し
て

一
面
で
ど
ん
な
激
し
い
党
派
闘
争
が
要
求
さ
れ
る
か
を
証
言
す
る

も
の
な
の
で
あ
る
。

一
方
で
連
合
赤
軍
の
党
的
敗
北
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
革
命
戦
争

の
高
場
の
中
で
、
我
々
共
産
主
義
者
同
者

（
Ｒ
Ｃ
）
が
、
資
本
主

義
批
判
を
し

っ
か
り
我
が
も
の
と
し
て
、
い
か
な
る
党
建
設
と
革

命
戦
争
の
道
を
歩
ん
で
き
た
か
を
歴
史
的
に
証
言
す
る
も
の
と
し

て
、
こ
の
共
産

主
義
１６
号
は
発
行
さ
れ
る
。

読
者
諸
氏
が
こ
の
党
建
設
の
意
義
を
し

っ
か
つ
と
把
握
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
仮
借
な
き
批
判
を
期
待
し
、
曖

い
ご
鞭

達
を
請
う
。

Λ
共
産
主
義
者
向
盟

（
Ｒ
Ｃ
Ｙ
中
央
委
員
会
Ｖ

わ
れ
わ
れ
の
間
で
中
間
主
義
的
な
態
度

に
陥
い
り
、
轟
掟
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、

「赤
報
論
争
」
に
お
い
て
、
彼
ら

二
人
の
は
た
し
な
意
義
は
消
え
る
事
は

な
い
。
　
　
　
一

当
時
の

「赤
気
綸
争
」
と
比
べ
れ
は

今
日
の
爆
火

一派
の
主
張
は
「
通
信
兵

」
以
下
で
あ
る
一

な
せ
な
ら
、
「
通
信
兵
」
は
、
Ｒ
Ｃ

の
精
算
を
客
観
的
に
は
強
力
に
進
め
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
、
主
観

的
に
は
都
市
ゲ
リ
ラ
戦
を
主
張
し
、
共

産
主
議
を
問
題
に
し
て
い
た
の
に
対
し

て
今
日
の
峰
火

一
派
は
「
赤
報
論
争
」

を
忘
れ

，
り
Ｒ
Ｃ
を
清
算
し
て
、

「職

士
――
組
織
者
」
な
る
合
法
党
の
建
設
に

粧
を
出
し
て
お

，
、
又
、
革
命
戦
争
を

一
”
審
一
¨
森
雑
欽
』
輩
動
¨
中
］
］

‘
一
る
０
み
な
ら
ず
共
産
主
義
ど
島
主

準
』
は
新
蒔
¨
一
）
¨
沸
摯
蒻
」
幸
」
・

専
念
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一一
々
際

ヽ
一
〓
一

於
い
て

は
，

一
一

の
，続
き
と
し
て
、
旧
神
奈
川
左
派
の

「

光
一
共
産
主
較
の
母
胎
輪
」

「水
統
世

界
革
命
繊
争
諭
」
に
対
け
る

「
関
西
派
一

「
０
闘
争
、
及
び
日
向
派
上
の
分
派
開

，
■
レ
・
‐８
路
線
に
つ
い
て
ヽ
＾
、

欝

一次
Ｒ
Ｏ
建
設
を
め
く
る
共
産
主
義
諭

●
一
戦
術
論
争
・
組
織
論
争
を
我
々

，

ど
の
様
に
解
決
し
た
か
を
明
ら
か
に
し

第
四
〓
で
は
、
わ
れ
わ
れ
共
産
主
義
者

・

同
塑
．（
Ｒ
Ｃ
）
”
進
め
て
い
る
政
始
局

・

製

鵠

一
一
一
¨
一
判

「
陣
解
¨

一

※
　
　
※

■|

（
内
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（一摯嘲旦れ一か　　　　　　　　一　̈
「『̈̈

見っ軍一̈一停「一一［̈　一一一一一一中響̈̈
一一一一轟時申赫｝一攀一「一一

―
―
―
―
―
―
―
―
―

一
に
対
す
る
屈
服
に
つ
な
か
り
、
革
命
職

一
っ
た
階
級
閻
争
の
中
で
（
６

●
１７
闘
争

０
塩
見
君
０
連
合
赤
軍
に
対
す
る
態
度

一　
〇
　
「
前
衛
の
軍
人
化
」

「
軍
の
中
　
〓
だ
か
ら
と
い
っ
て
我
々
は
森
君
自
身
の
一■
発
生
し
た
の
で
ぁ
る
。

①
　
塩
見
君
の
Ｌ
己
批
判
　
　
　
　
　
一　
　
　
の
党
」
の
簡
単
な
総
括
　
　
　
　
一一欄
人
主
義
的
組
織
観
の
未
克
服
、
「共
一　
と
こ
ろ
■

塩
‐見
君
一

０

は
じ

め

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
よ
う
な
清
算
に
至
っ
て
い
る
の
だ
が
、
一
秋
の
職
固
を
駐
っ
の
か
と
し
て
、
対
立

つ
　
嚇
螂
署
の
「
合
赤
軍
北
対
す

一
螂
一　
⑥

組
帥
聰
師

の一』
制
時
牌
赫
「
派
の
　
一
一一↑̈
¨̈
一いい一

ヽヽり‐こ摯一一一
計
』
一一̈
一い一̈
中］融
鴫
¨

③
　
組
織
総
括
に
お
け
る
調
停
主
義
　
一　
〇
　
ま
と
め
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
〓
が
「
彊
荘
都
の
た
生
観
の
絶
対
化
」
一一̈
耐
一
け
彙
鮨
点
で
み
る
思
想
一
政
治

（下）＝♯号掲一　　　　　　　　　　　一　「沖よ記Ｖ〉　　　　　　　　　　　　　　一一摯̈
一勁岬ゆ』颯けに“酬叶輸辞一̈
一一瑚」̈
『れい黎嘲響略（綸

ヽ

、
組
織
問
題
、
戦
術
問
題
に
端
を
発
し

な
が
ら
綱
観
的
対
立

に
ま
で
発
展
す
る

性
格
の
も
の
だ

っ
た
の
た
，

結
局
、
塩
見
君
は
自
分
が
過
去
提
起

し
た

「
前
衛
の
軍
人
化
」

「
軍
の
中
の

党
」
と
い
う
組
織
路
線
が
、
ど
の
よ
う

な
党
建
設
上
の
意

議
を
持
ち
、
ま
た
限

界
を
持

っ
て
い
た
の
か
、
限
界
が
あ

っ

た
と
す
れ
ば
そ
の
組
織
的
根
拠
は
何
だ

っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
分
析

す
る
努
力
を
放
楽

し
て
お
つ
、

「
軍
事

一
辺
倒
」
と
か

「
下
部
追
随
的
」
と
か

い
う
か
た
ち
で
簡
単
に
清
算
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
と
に
力、
く
、
す

べ
て
の
人

間
の
頭
の
中
の
革
命
そ
や
ら
な
く
て
は

駄
目
で
あ

っ
て
、
そ
の
た
め
に
は
資
本

主
義
批
判
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
だ
が
、
彼
の
こ
の
よ
う
な

組
織
的
態
度
と
、
資
本
主
義
批
判
に
対

す
る
形
而
工
学
的
態
度
ど

‘
小
ブ

ル
革

命
主
義

に
池
な
ら
な
い
。

（
後
に
見
な

よ
う
に
彼
は
結
局
、
第

一
次
赤
軍
派
の

第

一
次
赤
軍
派
の
党
組

織
が
、
中
央

人
民
組
織
委
―
地
方
委
―
地
区
委
―
革

命
戦
線
の
組
織
系
列
と
、
中
央
軍
事
組

織
委
―
中
央
軍
の
組
織
系
列
と
を
並
存

さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
政
治
局
―
中
央

委
員
会
は
て
の
二
つ
の
組
織
系
列

に
ま

た
が

っ
て
二
重
活
動
を
行

っ
て
い
た
こ

と

に
つ
い
て
は
す
で
に

「
赤
報
」
２

号

で

述
べ
た
。
こ
の

二
乖
的
党
組

織
は
、

赤
軍
派
が
、
第

二
次
共
産
主
義
者
同
盟

の
見
組
織
を

「
レ

■

ニ
ン
主
義
の
教
条

化
に

ス
タ
ー
リ
ン
主
義
」
と
し
て
批
判

し

、
ド
プ

レ
略
線
を
と
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
逆
に
第

二
次
共
産
主
義
者
同
盟
の

党
組
織
に
お
け
る

ス
タ
ー
リ

ン
主
義
党

組
織
観
の
残

シ

（
規
約
と
し
て
は
六
回

大
回
規
約
）
を
戦
術
的
に
し
か
批
判
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
か
も
党
内
党
路

線

か
ら
７

一
６
事
件
、
そ
れ
以
降
の
な

し
く
す
し
的
別
党

コ
ー
ス
と
し
て
、
全

‘
月
に

０
　
「
前
衛
の
軍
人
化
」

「
軍
の

中
の
党
」
の
簡
単
な
総
括

〓
元
的
党
組
織

へ
の
回
帰
を
主
張
し
て

お
り
、
こ
の
こ
と
は
基
本
組
織
＝
経
営

細
胞
と
す
る
ス
タ
ー
リ

ン
主
義
党
組
織

観

へ
の
屈
服
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。
彼

の
資
本
主
義
―
―

そ
れ
も
講
座
派
――
ロ

本
共
産
党
―
―
に
対
す
る
屈
服
で
あ

っ

て
、
彼
は
こ
の
事
を
隠
そ
う
と
も
し
て

い
な
い
。
彼

の
骨
の
瞳
ま
で
個
人
主
義

的
な
組
織
観
が
、
塩
見
君
を
し
て
自
ら

の
無
節
操
さ
に
思

い
あ
た
ら
せ
る
こ
と

が
な
い
の
で
あ
る
。
）

で
は
、

７‐
年
６

一
１７
闘
争
後
の
赤
撃

派
に
お
け
る
党
建
設
を
め
く
る

二
つ
の

略
線

の
対
立

と
は
何
だ

っ
た
の
か
？
こ

の
対
立

は
、
直
接

に
は
組
織
問
題
に
お

け
る
対
立
で
あ
り

「
前
術
の
軍
人
化
」

「
軍
の
中
の
党
」
の
組
織
路
線
の
限
界

に
よ

っ
て
生
ま
れ
た
。
だ
か
ら
、，
こ
の

対
立

の
内
容
は
、

「
前
術
の
軍
人
化
」

「
軍
の
中
の
党
」
の
組
織
路
線
の
総
括

の
中
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

一
や
め
以
降

い
わ
ゆ
る
第

二
次
細
領
論

一争
の
帰
結
と
し
て
、
赤
軍
派
は
な
し
く

す
し
的

に
せ
よ
、
前
段
階
蜂
起
を
革
命

戦
争
の
開
始
と
し
て
総
繁
し
、
遊
撃
戦

を
戦
術
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

「

前
衛
の
軍
人
化
」

「
軍
の
中
の
党
」
と

い
う
組
織
路
線
は
、
こ
の
遊
撃
戦
術
の

採
択
及
び
、
第

一
次
赤
軍
派
の
≡

空
ロ

党
組
織
の
総
括
か
ら
出
て
き
た
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
従
来
の

「
大
衆
運
動
指

導
部
」
と
し
て
の
中
央
人
民
組
織
委
の

組
織
系
列
、
及
び
半
合
法
的
性
格
を
も

っ
た
政
治
局
、
中
央
委
員
会
に
よ

っ
て

は
革
命
戦
争
を
闘
う
こ
と
は
で
き
な
い

こ
と
を
解
決
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ

ら
の
組
織
の
構
成
員
の
全
て
、
と
り
わ

け
、
政
治
局
員
、
中
央
委
員
の
軍
人
化

を
行
う

へ
さ
で
あ
る
と
し
た
の
が
、

「

前
衛
の
率
人
化
」
で
あ

っ
た
。
逆
に
中

央
軍
の
戦
役
主
義
に
対
す
る
総
括
と
し

て
、
中
央
年
の
構
成
員
は
党
員
で
な
け

れ
は
な
ら
ず
政
治

の
事
事
に
対
す
る
優

位
を
自
ら
確
保
で
き
な
け
れ
は
な
ら
な

い
と
い
う
か
た
ち
で
、
中
央
軍
内
部
に

お
け
る
党
建
設
を
強
調
し
た
の
が

「
軍

の
中
の
党
」
ど

い
う
こ
と
で
あ

っ
た
と

思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「前
術
の
軍

人
化
」
と

「
軍
の
中
の
党
」
と
は
不
可

一

分
で
あ

っ
て
、
察
人
化
し
た
党
中
央
部

が
中
央
軍
を
”
導
し
、
そ
の
下
に
軍
人

一

化
し
た
地
方
委
―
革
命
戦
線

を
置
〓
、

東
に
中
央
軍
内
部
の
党
建
設
を
強
調
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
従
来
の
赤

軍
派
に

お
け
る
政
治
ど
軍
事
の
分
離
を
克
服
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。∧

注
、
例
え
ば
か

つ
て
塩
見
君
は
次

の
よ
う
に
言

っ
て
い
る
こ
と
。

「
レ
ー

ニ
ン
主
義

（
「
伺
を
な
す
べ

き

か
？
」
）
の
組
織
論
は
軍
の
中
の
党

と
し
て
、
継
承
、
上
場
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
“
軍
の
中
に
党
が
あ
る
と
い
う
場
所

性
を
欠
落
さ
せ
、
軍
か
ら
離
れ
、
党
の

手
段
と
し
て
の
軍
を
扱
い
、
富
攘
的
に

「
政
治
が
軍
事

に
優
位
す
る
」
と
い
う

主
張
は
反
動
的
。

レ
ー

ニ
ン
的
組
織
論

（
上
か
ら
の
民
主
集
中
、
総

合
と
規
律

）
は
絶
対
的
、
富
僚
的
機
械
的
集
中
主

義
を
克
服
し
つ
つ
軍

の
中
の
党
と
し
て

の
形
式
を
も

っ
て
い
か
さ
れ
ば
な
ら
ぬ

」

（
」
序
章
７
号
」

「
革
命
戦
争
派
の

綱
領
問
題
」
こ
れ
は
塩
見
君
の
獄
中
通

信
８
号
を
公
表
し
た
も
の
）
Ｖ

だ

が
、
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、

こ
の

組
織
略
線

に
お
い
て
は
、
従
来
の
党
細

織

（政
治
局
―
中
央
委
員
会
―
地
方
委

―
地
区
委
―
革
命
戦
線
）
と
中
央
軍
が

な
お
分
離
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
従

来
の
党
組

織
及
び
中
央
軍
の
構
成
員
の

個
々
人
の

「
軍
人
化
」
扱
０

「党
化
」

「
共
産
主
義
化
」
と
し
て
、
問
題
が
立

て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、

こ
の
組
織
路
線
で
は
、
従
来
の
苦

．

い
党
組
織
が
経
営
細
胞
＝
基
本
組
織
と

す
る
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
党
の
組
織
観
を

引
き

つ
い
た
も
の
で
あ
り
、
根
本
的
な

克
服
の
対
象
な
の
だ
と
い
う
観
点
は
非

常
に
不
徹
底
な
の
で
あ
り
、
せ
い
ぜ
い

一

響

襴

薇

財

一

て
地
方
軍
―
民
兵
の
建
設
が
可
能
だ
と

す
る
よ
う
な
考
え
を
こ
の
組
織
路
線
は

許
容
し
た
り
も
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
不
徹
底
さ
、
曖
味
さ
は
、
従
来
の
党

組
織
の
構
成
長
が

「
軍
人
化
」
し
、
中

央
軍
の
構

成
員
が

「
党
化
」

「
共
産
主

義
化
」
す
る
こ
と
の
強
調
に
よ

っ
て
す

な
わ
ら
、
襴
々
人
の
資
質
、
自
己
変
革

の
問
題
に
組
織
問
題
が
環
元
ざ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
隠
蔽
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、

「
前
衛
の
軍
人
化
」

「軍

の
中
の
党
」
と
い
う
組
織
略
線
は
、
第

一
次
赤
軍
派
に
お
け
る
政
治
と
軍
事
の

分
離
を
克
服
し
よ
う
と
し
、

を
組
織
す
る
こ
と
の
で
き
る
党
組
織
を

実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

こ
の
組
織
略
線
は
７

●
６
事
件
以
来

の

赤
軍
派
の
組
織
路
線
を
更

に

一
歩
進
め

た
も
の
で
あ
り
、
ド
ブ

レ
略
線

を
納
化

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
ス
タ
ー
リ

ン
主
義

党
組
織
観
の
残
シ
を
見
服
し
よ
う
と
し

た
も
の
で
は
あ

っ
た
が
、
い
ま
だ
ド
ブ

レ
路
線
に
お
い
て
徹
底
し
き

っ
て
い
た

わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
実
際
、
ド
プ

レ

路
線
に
よ

っ
て
は

ス
タ
ー
リ
ン
主
義
党

組
織
観
を
戦
術
的

に
し
か
批
判
で
き
な

い
こ
と
に
よ

っ
て
、
お
そ
か
れ
は
や
か

れ
、
中
央
軍
と
従
来

の
音

い
党

（特
に

地
方
委
―
革
命
戦
線
。
な
ぜ
な
ら
、
政

治
局
員
、
中
央
委
員
は
中
央
軍
を
指
導

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
関
係
上
、

「
軍

人
化
」
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
が
、
地

方
委
―
革
命
職
線
は
必
ず
し
も
そ
う
で

は
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
）
の
対
立

と
し
て
、
党
建
設
を
め
く
る

二
つ
の
略

線
の
対
立
が
現
象
せ
き
る
を
え
な
い
も

の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

一
咆

『
睾

醗

一
そ
の
帰
結
と
し
て
の
自
然
発
生
的
蜂
起

．
待
望
論

に
対
し
て
充
分
に
関
争

で
き
る

も
の
で
は
な
く
、
速
撃
戦
術

に
徹
底
で

き
る
略
線
で
は
な
か

っ
た
。
経
営
細
胞

＝
基
本
組
織
と
す
る
ス
タ
ー
リ

ン
主
義

党
組
織
観
は
、
必
ず
労
働
組
合
主
義
的

政
治
に
対
す
る
屈
服
と
結
合
し
て
い
る

が
、
こ
の
ス
タ
ー
リ

ン
主
義
党
組

織
観

の
米
克
服
の
ま
ま
で
暴
力
革
命
に
つ
い

て
考
え
る
な
ら
ば
、
多
く
の
場
合
ゼ
ネ

ス
ト
革
命
論
が
導
き
出
さ
れ

て
く
る
。

「
革
命
戦
線
」
と
い
う
組
織
は
、

１０

・

８
羽
田
関
争
以
来

の
社
学
同
職
聞
団
を

ひ
き
つ
い
だ
組
織
で
あ
る
が

（
Ｍ
Ｌ
派

の
解
放
戦
線
、

７‐
年
秋
ま
で
の
我
々
の

反
帝
戦
線
も
同
様
）
、

こ
の
組
織
を
中

心
に
し
て
党
組
織

に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
か
ら
は
ゼ
ネ

ス
ト
革
命
論
は
で
て
こ

な

い
。
ゼ
ネ

ス
ト
革
命
論
は
で
て
こ
な

い
が
、
経
済
関
争

に
対
し
て
急
進
民
主

主
義
的
政
治
闘
争

（
い
わ
ゆ
る
全
人
民

的
政
治
闘
争
）
を
対
置
す
る
こ
と
が
共

産
主
義
的
政
治
で
あ
る
と
か
、

レ
ー

ニ

一
一
い
一
一
い
軸

一
一
彗

雛

一

一

る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
で
は
労
働
組
合
主

義
的
政
治
を
克
服
す
る
こ
と
は
は
で
き

な
い
し
、
ゼ
ネ

ス
ト
革
命
論
を
克
服
す

る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
あ
る
。
だ
が
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31 1号
こ
の
よ
う
な
戦
術
観
は
、
Ю

・
８
羽
田

聞
争
以
降
の
ビ
ン

・
ゲ
パ
闘
争
の
急
速

な
発
展
に
根
拠
を
も

っ
て
、　
一
時
期
の

革
命
的
左
諷
の
主
張
と
な

っ
た
。
第

二

次
ブ
ン
ド
が
主
張
し
た

「
中
央
権
力
関

争
―

マ
ッ
セ
ン
ス
ト
」
は
こ
の
戦
術
観

の
定
式
化
で
あ

っ
て
、

こ
の
定
式
は
、

次
第
に
中

央
猪
力
闘
争
＝
武
装
蜂
起
と

す
る
考
え
方
を
生
み
、

６９
年
４

●
２
霞

ケ
関
政
府
中
枢
占
拠
闘
争
の
敗
北
の
総

括
と
し
て
、
赤
軍
派
フ
ラ
ク

シ

ョ
ン
に

よ

っ
て
主
張
さ
れ
た
前
段
階
蜂
起
の
戦

術

こ
そ
、
こ
の
急
進
民
主
主
義
的
な
職

術
観
の
最
も
極
端
な
か
た
ち
で
の
表
現

と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

（
こ
の
戦
術
が

政
府
中
枢
占
拠
を
目
的
と
ル
た
こ
と
の

急
進
民
主
主
餞
的
な
誤
り
に
つ
い
て
は

界

報
」
２
号
参
照
）

Ю
年
６
月
に
お
け
る
秋
の

「
蜂
起
」

の
と
り
や
め
、
そ
れ
以
降
い
わ
ゆ
る
第

二
次
綱
領
論
争
を
経
て
、
赤
軍
派
は
な

し
く
す
し
的

に
遊
撃
戦
術
の
採
択
に
む

か

っ
て
い
く
が
、
こ
の
段

ば
で
中
央
軍

を
中
心
と
し
た
赤
軍
派
の
主
流
が
、
前

段
階
蟻
起
の
戦
術
を
と
り
下
げ
遊
撃
戦

術
を
と
ろ
う
と
し
て
い
く
中
で
、
特
に

地
方
委
―
革
命
戦
線
に
代
表
さ
れ
る
、

「
蜂
起
主
義
」
は
よ
り
純
粋
民
主
主
蟻

的
な
か
た
ち
で
の

「
蜂
起
」

の
主
張
と

し
て
、

す
な
わ
ち
実
際
上
の
自
衛
武
装

の
美
化
、
暴
動
論

に
近

い
い
た
ち
で
表

現
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い

っ
た
と
思

わ
れ
る
ぴ

（
大
菩
藤
峠
で
逮
捕
さ
れ
に

第

一
次
赤
軍
派
の

「
中
央
軍
」

の
行
動

隊
的
性
格

。
現
在

の
赤
軍
派
内
清
算
派

の
東
京
都
委
員
会
、
関
西
地
方
委
員
会

の
指
導
部
は
、
結
局
大
書
薩
峠
ま
で
の

自
ら
の
狭

い
経
験
か
ら
の
み
問
題
を
立

て
て
い
る
こ
と
）
。

だ
が
、
森
君
達
第

二
次
赤
軍
派
指
導

部
は
、
遊
撃
戦
術
の
正
し
さ
を
半
ば
理

解
し
な
が
ら
も
、
遊
撃
戦
に
徹
底
で
き

ず
、
遊
撃
戦
術
の
工
し
さ
を
具
体
的
な

階
級
情
勢
の
分
析
を
ふ
ま
た
て
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ

り
、
地
方
委
―
革
命
職
線
の

「
蜂
起
主

義
」
に
対
し
て
充
分

に
関
争
で
き
な
か

っ
た
。
前
段
階
蜂
起
の
戦
術
の
総
括
は

当
然
に
も
第

一
次
赤
軍
派
の
綱
領

・
組

織

・
戦
術
総
体
の
総
括
に
よ

っ
て
の
み

可
能
だ

っ
た
の
だ
が
、
第

二
次
綱
領
論

争

２
不
徹
底

（
こ
の
綱
領
舗
争
で
は
、

赤
軍
派
は

「
赤
軍
」
Ｎ
０
４

の
歴
史
哲

学
を
総
括

で
き
ず
、
逆
に
当
時
の
第

ニ

次
ブ
ン
ド
内
の
日
向
派
と
我
々
‥
‥
関

西
フ
ラ
ク
　
‥
と
の
論
争
か
ら
、
そ
れ

も
日
向
派
か
ら
影
響
さ
れ
た
り
し
て
い

で
押
し
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
独
立
戦

一
ヽ
先
駆
性
理
論
」
的
位
置
す
け
）
「

塩
見
孝
也
宛
書
簡
）　
　
　
　
　
　
　
一
が
り
も
ま
た
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

た

「
赤
軍
」
８
号
に
お
け
る
中
央
軍
の

一
化
」

「
軍

の
中
の
党

」
の
組
織
略
線
、

の
結
合
に
よ
る
武
装
蟻
起
の
勝
利
Ｌ

い

一
リ
ゲ
ー
ラ
組
織
論
が
と
り
入
れ
ら
れ
、

な
義
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
の
紙
上
で
一
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
）

る
）

「
前
術
の
軍
人
化
」

「
軍
の
中
の

¨

（
こ
れ
は
塩
見
君
の

「
再
総
括
」
に
も

党
」
路
線
に
お
け
る
第

一
次
赤
軍
派
の

一
と
す
Ｌ
だ
も
の
）
で
さ
え
、
中
央
〓
の

二
元
的
党
組
織
の
未
境
服
は
、
当
然
に

一
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
と
遊
撃
戦
が
強
調
さ
れ
な

も
前
段
階
蜂
起
戦
術
の
未
克
服
に
つ
な

一
が
ら
も
、
遊
撃
戦

の
発
展
の
結
果
と
し

が
り
、
遊
撃
戦
術

に
お
け
る
不
徹
底
さ

一
て
の
武
装
蜂
起
と
い
う
戦
術
観
と
、
ゼ

及
び
不
徹
底
さ
の
結
果
と
し
て
の
い
く

一
ネ

ス
ト
か
ら
武
装
蜂
起
と
い
う
戦
術
観

で
あ
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
合
赤
軍
の
銃
撃
職
と
党
的
敗
北
に
至
る

Λ
注
、
森
君
は

「遺
稿
」
で
次
の
よ
一
ま
で
、
赤
軍
派
は
労
働
者
僣
級
泊
身
が

う
に
述
べ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
一
自
ら
の
経
済
的
解
放
を
勝
ち
と
る
た
め

つ
か
の
偏
向
の
発
生
に

っ
な
が

っ
た
の

一
と
が
折
裏
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
連

は
前
々
信
に
も
あ
る
通
り
、　
一
月
特
別

一
マ
ッ
セ
ン
ス
ト
」
論
か
ら
前
段
階
蜂
起

号
１
七

二
年
蜂
起
、
七

一
年
春
攻
勢
論

一
戦
術
を
導
き
出
し
た
戦
術
観
を
克
服
し

臨
戦
体
制
論
で
最
後
ま
で
ゲ
リ
ラ
戦

へ

一
な
い
ま
ま
に
、
前
段
階
蜂
こ
そ
遊
撃
戦

飛
躍
せ
ず
、
不
完
全
な
非
合
法
の
敗
北

一
に
置
き
か
え
た
の
で
あ
る
。

（
い
０
は

関
団
化

へ
入

っ
て
い
ま
す
。
も

っ
と
も

一
　

「
赤
軍
」
８
号
の
戦
術
観
に
従
え
ば

と
な
ぐ
、
小
蜂
起
主
義
に
な

っ
て
行

っ

一
の
で
あ
り
、
革
命
党
が

，
働
者
階
ェ
の

い
ま
す
。

（
こ
の
こ
と
も
未
総
括
で
Ｍ

一
時
の
赤
軍
派
の
組
織
略
線
の
折
衷
的
性

こ
と
は
我
々
自
身
に
と
っ
て
も
重
要
な

一
化
、
山
岳
根
拠
地
主
義
に
お
ち
入
っ
て

は
こ
れ
以
上
述
べ
な
い
。
Ｖ
　
　
　
　
一　
７‐
年
３
月
以
降
の
Ｍ
作
戦
に
お
け
る

「
ぼ
く
は
難
起
主
義

を
上
場
す
る
こ

一
に
遊
撃
戦
を
固
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

７‐
年
Ｍ
作
戦
を
戦
術
的
に
理
論
ず
け

一
中
央
軍
の
大
量
滅
捕

は

「
前
術
の
軍
人

遊
撃
戦
と
労
働
者
階
級
の
で
ネ
ス
ト
と

一
（中
央
軍
の
組
織
略
線
と
し
て
は
、
マ

坂
口
弘
宛
薔
簡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考

「
こ
の
第

二
次
綱
領
論
争
を

エ
ポ

ッ

一
え
方
に
は
遂
に
立
た
な
か

っ
た
。
彼
ら

ク
と
し
て
、
待
機
主
義
、
蜂
起
主
義
の
一
は
根
本
的
な
と
こ
ろ
で
労
働
組
合
主
義

政
治
路
線
の
未
総
括
の
ま
ま
に
、

１２

・
一
的
政
治

へ
の
屈
服
＝
自
然
発
生
性

へ
の

‐８
聞
争
の
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
Ｍ
関
争
へ
入

一
拝
朧
を
持
っ
た
ま
ま
、
遊
撃
戦
術
を
採

た
の
で
す
。
」

１^
９
７
２

一
１２

・
２７

一
遊
撃
職
へ
の
決
起
を
準
備
し
、
促
進
し

っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
こ
こ
で
は
ぼ
く

一
択
し
た
の
で
あ
り

「中
央
権
力
閲
争
―

一
面
で
は
、
七
〇
年
か
ら
ず

っ
と
唯
寧

一
中
央
率
が
遊
撃
戦
を
行

い
、
地
方
委
―

反
人
民
的
ギ

ャ
ン
グ
的
行
為
を
行

っ
て

一
い
う
実
践
的
結
論
に
も
な
る
わ
け
で
当

主
義
的
傾
向
は
あ
り
、
七
〇
年
末

に
は

一
革
命
戦
線
が
ゼ
ネ

ス
ト
を
組
織
す
る
と

べ
）
、

‥
‥
」

（
１
９
７

２

●
１２

・
２７

一
格

と
、
戦
術
の
折
衷
的
性
格
と
の
つ
な

ら
も
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の

一
を
利
用
し
、
次
第
に
山
き
ベ
ー
ス
の
美

こ
の
森
君
の
「
小
蜂
起
主
義
」
は
、
後
の
一
　

（卯
年
代
日
本
共
産
党
の
武
装
図
争

赤
軍
派
の
遊
撃
戦
術
に
お
け
る
せ
ん
減

一
に

，
い
て
も
、
遊

撃
戦
論
と

ゼ
ネ
ス

戦
車
上
主
義
と
結

び
つ
い
て
お
り
後
の

一
卜
論
と
の
対
立
が
あ
り
、
こ
の
対
立
は

赤
軍
派
に
お
け
る
戦
術
上
の
主
要
な
偏

一
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
、
抵
抗
自
衛
闘
争

向
の
一つ
で
あ
る
て
と
。
す
な
わ
ち
せ
一と
い
う
折
衷
的
な
戦
術
が
採
択
さ
れ
た

ん
滅
戦
至
上
主
義
は

「
一
点
突
破
全
面

一
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
点
で
は
む
し
ろ
、

展
開
」
あ
る
い
は

「革
命
的
敗
北
主
義

一
日
共
革
命
左
派
の
諸
君
の
方
が
、
遊
撃

」
と
い
っ
た
自
然
発
生
性
へ
の
拝
離
と

一
職
術
に
お
い
て
、
卯
年
代
の
教
訓
、
及

必
然
的
に
結
合
せ
ぎ
る
を
え
ず
、
遊
撃

一
び
木
下

一
派
な
ど
と
の
分
派
闘
争
の
教

戦
術
の
原
則

に
も
と
る
こ
と
。
こ
の
備

一
訓

を
学
ん
で
徹
底
し
て
い
る
。
だ
が
、

向
の
総
緒
は
、
第
ニ
プ
ン
ド
の
な
し
く
一
彼
等
は
民
族
解
放
民
主
主
義
革
命
の
観

ず
し
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
ｔ
見
ち
れ
る
ブ
ル
一
点
に
固
執
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市

ジ

ョ
ア
国
家
に
対
す
る
急
進
民
主
主
義

一
ゲ
リ
ラ
戦
術
を
正
し
く
位
置
す
け
る
こ

的
政
治
態
度
の
総
括
、
毛
沢
東
の
遊
撃

一
と
が
で
き

て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

戦
論
、
林
彪

「人
民
戦
争
の
勝
利
万
才
一
連
赤
に
結
集
し
た
永
田
君
達
が
、
当
初

」
に
お
け
る
遊
撃
職
＝
せ
ん
滅
戦
の
教

一
都
市
非
合
法
党
の
建
設
を
め
ざ
し
な
が

条
化
な
ど
、
組
織
問
題
以
外
の
観
点
か

一
ら
も
、
政
治
警
察
に
追
わ
れ
て
、
山
岳

う
、
い
わ
ゆ
る
、

「都
市
ゲ
リ
ラ
論
」

一
機
能
的
分
権
主
義
と
な
っ
た
。
労
働
者

階
級
に
依
拠
す
る
こ
と
＝
共
産
主
義
革

命
の
観
点
を
あ
い
ま

い
に
し
た
ま
ま
、

マ
リ
ゲ
ー
ラ
都
市
ゲ
リ
ラ
論
の
組
織
形

態
、
戦
術
の
み

が
模
倣
さ
れ
て
い
る
）

の
数
命
的
欠
陥
を
さ
ら
け
出
し
た
。

例
え
ば
中
央
軍
と
地
方
委
―
革
命
戦
線

の
分
離
等
々
。
そ
し
て
、

７‐
年
６

一
１７

間
争
後
の
階
級
闘
争
の
煮

つ
ま
り
の
中

で
、
赤
軍
派
は
い
か
な
る
戦
術
に
よ

っ

て
、
ま
た
い
か
な
る
組
織
改
組
を
行
う

こ
と
に
よ

っ
て
秋
の
間
争
を
固
う
の
か

を
め
ぐ

っ
て
党
内
閣
争
に
入

っ
て
い

っ

た
の
で
あ
る
。

∧
注
‥
。
塩
見
霜
は

「
論
整
」
１
１

２
号
に
お
い
て
、
第

一
次
赤
軍
派
結
成

以
来
赤
軍
派
は
何
の
資
本
主
義
批
判
も

持

っ
て
こ
な
か

っ
た
か
の
よ
う
に
言

っ

て
い
る
が
、
我
々
が
こ
こ
ま
で
の
諭
述

で
、
主
要
に
組
織
問
題

・
戦
術
問
題
に

つ
い
て
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
だ
け
で

も
、
赤
軍
派
結
成
以
来
の
課

っ
た
資
本

主
義
批
判
の
存
在
は
明
ち
が
で
あ
る
、

す
な
わ
ち
、
赤
軍
派
結
成
以
来
の
誤

っ

た
資
本
主
義
批
義
批
判
は
、

「
藤
本
進

治
の

『
革
命
の
哲
学
」
の
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
〓
重
性
の
内
的
矛
盾
の
自
己

展
開
の
弁
証
法
的
構
造
を
踏
ま
え
た
上

で
こ
れ
を
実
践
的
主
体
か
ら
紹

え
直
し

た

（
「
赤
軍
Ｎ
０
２

「
赤
軍
派
同
志

ヘ

の
私
の
自
己
批
判
」
坂
本
均
―
塩
見
孝

也
）
と
こ
ち
に
存
在
し
、
宇
野
学
派
の

帝
国
主
議
論
の
と
り
入
れ
や
ト

ロ
ッ
キ

ー
の
と
り
入
れ
な
ど
と
潟
合
し
て

非
常

に
雑
炊
的
だ
が
、
資
本
―
賃
労
働
関
係

と
述
べ
、
塩
見
君
も

「
論
議
」
２
号
で

「
唯
物
史
鶴
か
ら
ス
ト

レ
ー
ト
に
Ｒ
Ｗ

や
軍
事
の
妥
当
性
を
論
証
す
る

「
完
全

な
史
的
鶴
念
論
―
軍

事
観
念
論
に
基
づ

く
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
、
人
民
な
き
極
左
路

線
」
を
生
み
だ
し
て
ゆ
く
の
で
す
。
」

（‐７
Ｐ
）
と
述
べ
て
い
る
唯
物
史
観
の

歴
史
哲
学

へ
の
解
消
も
、
単
に
そ
れ
自

身
を
問
題
に
す
る
だ
け
で

は
足

り

な

い
。

「
ブ

ル
ー
ド

ン
氏
は
、
彼
が
わ
ら

う

べ
き
哲
学
を
所
有
し
て
い
る
か
ら
わ

れ
わ
れ
に
経
済
学
の
あ
や
ま

っ
た
批
判

を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
彼
が
そ
の

が
み

あ

わ

せ
―
―
プ
ル
ー
ド
ン
氏
が

ほ
か
の
多
く
の
こ
と
と
同
し
よ
う
に
、

フ
ー
リ
エ
か
ら
借
り
て
き
た
こ
と
ば
を

つ
か

っ
て
言
う
な
ら
ば
―
―

の
う
ち
で

把

握
し
て
い
な
い
か
ら
、
わ
ら
う

べ
き

哲
学
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
」

（
マ
ル

ク

ス
か
ら
ア
ネ

ン
コ
フ

ヘ
の
手
紙
）
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
赤
軍

派
の
資
本
主
義
批
判
の
誤
り
が
具
体
的

に
総
括
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
で

あ
る
。
塩
見
君
は
小
ブ
ル
革
命
主
義
の

克
服
を

一
般
的
に
叫
ふ

こ
と
に
よ

っ
て

か
え

っ
て
間
理
を
あ
い
ま
い
に
し
て
い

る
。注

Π
。

「
共
産
主
義
化
」
に
つ
い
て

は
後

に
も
述

べ
る
が
か
連
合
赤
軍
結
成

以
前

に
お
い
て
も
、
特
に
中
央
軍
内
部

に
お
け
る
備
々
人
の

「
共
産
主
義
化
」

と
し
て
問
題
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
必
然
的

に
規
律
間
理
を
軸
と
し

た
整
風
運
動
と
し
て
の
個
々
人
の
人
格

の
磁
立
が
、　
一
面
的

に
強
調
さ
れ
る
傾

向
は
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
中
央
軍
の

組
織
形
態
と
し
て
は

「
共
産
主
義
化
」

は
個
々
の
隊
の
共
同
生
活
と
関
連
し
て

し
て
い
た
こ
と
。

一歴
史
の
体
現
者
で
あ
り
、
こ
の

「
す
で

一に
類
的
存
在
を
内
包
」

（
「赤
軍
」
２

号

「分
派
闘
争
の
今
日
的
意
義
と
世
界

革
命
戦
争
」
）
し
た
党
―
軍
―

（統

一

暇
線
）
の
永
統
的
発
展
、
運
動
と
し
て

共
産
主
義
運
動
が
あ
り
、
そ
の
結
果
と

し
て
共
産
主
義
社
会

（赤
軍
派
に
と
っ

て
は
英
の
人
類
典
の
開
始
）
の
建
設
が

あ
る
と
さ
れ
た
と
す
れ
は
、
当
然
に
も

党
―
軍
内
部
の

「
共
産
主
議
的
人
間
関

係
」
の
形
成
と
し
て
の

「
共
産
主
義
化

」
は
最
も
中
心
的
な
赤
軍
派
の
欄
領
と

な
り
、
組
織
規
律
を
支
え
る
基
準
と
を

ヽ

っ
た
の
で
あ
る
。

「共
産
主
義
運
動
は

党
と
軍
の
結
合
を
起
点
と
し
て
、
軍
と

・

¨
一
¨
一
」
¨
中

¨
一
一
一

軸

一

」
７
号

「
革
命
ｍ
争
派
の
欄
領
濶
題
〉

こ
れ
は
か
っ
て
の
塩
見
君
自
身
の
発
言

で
あ
る
。　
　
　
　
一
　

一　
一　
一・　

・

こ
の
よ
う
な
ィ
共
産

主

義

化
」
論

で
は
共
産
主
義
キ
命
の
終
局
目
標
に
つ

い
て
の
概
念
が
非
常
に
は
ん
や
り
し
て

い
る
こ
と
。
労
働
者
階
級
の
経
済
的
解

放
、
階
級
の
廃
上
を
大
目
的
に
し
て
、

党
の
組
織
規
律
を
決
定
し
て
い
く
の
で

悠
く
や
苦
謹
壌
ｔ
て

卸
紳
¨
』
」
〔
一
“
囃
「
卸
ｒ
『
』
慨

な
民
主
主
義
と
ヽ
て
の
水
平
主
義
を
共

産
主
義
だ
と
考
え
る
わ
け
で
、
逆
に
社

議
】
』
撃
¨
け
“
¨
競
っ
凛
務
ン
¨
い

と
似
た
思
想
は
我
々
も
第

一
次
Ｒ
Ｃ
に

お
い
て
経
験
し
た

の

で
あ
り
、

（赤

ユ
派
ほ
と
空
観
的
で
は
な
い
が
）
せ
ん

滅
戦
至
上
主
義
と
同
様
、

「共
産
主
義

化
」
論
は
、
“
年
代
末
か
ら
Ю
年
代
初

こ
こ
ま
で
述

べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

す
で
に
塩
見
君
の
調
停
主
義
の
誤
り
は

明
ら
か
で
あ
る
が
、
我
々
は
７‐
年
６

一

‐７
関
争
後
の
赤
軍
派
の
党
内
闊
争
の
経

過
を
更
に
具
体
的
に
分
析
し
て
い
こ
う

ま
ず
、
７

●
”
連
合
赤
軍
結
成
を
め

一く
る
対
立
に
つ
い
て
「
塩
見
君
は
自
分

が
森
君
の
後
押
し
を
し
て
結
成
の
推
進

力
に
な

っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
合

赤
軍
結
成
が
ど
の
よ
う
な
政
治
的

・
組

Ｏ

中
央
軍

一
元
主
義
は
赤
軍
派

の
組
織
路
線
の
必
然
的
帰
結

め
に
か
け
て
の
革
命
戦
争
の
端
初
期

に

反
ス
タ

マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
響
を
受
け

つ
つ
軍
事
組
織
を
形
成
し
よ
う
と
し
た

党
派
な
ら
能
も
が
経
験
し
た

「
は
し
か

」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
問
題
は
、

は
し
か
を
こ
し
ら
せ
て
死
ん
で
し
ま
う

赤
ん
坊
も

い
れ
ば
、
は
し
か
の
直
し
方

が
悪
く
て
ひ
よ
わ
に
育

つ
赤
ん
坊
も
お

り
、
う
ま
く
治
療
さ
れ
て
、
た
く
ま
し

く
育

っ
て
ゆ
く
赤
ん
坊
も
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

「
共
産
主
義

化
」
論
は
、
正
し
い
資
本
主
義
批
判
の

上
に
立

っ
て
、
共
産
主
義
革
命

の
原
則

を
復
権
さ
せ
る
こ
と
、
及
び
中
央
集
権

主
義
の
組

織
思
想
の
具
体
化
に
よ

っ
て

は
じ
め
て
正
し
く
克
服

で
き
る
の
で
あ

る
。
Ｖ

軍
↓
党
の
路
線

へ
の
鋤
判
と
し
て
は
う

け
と
め

，
、
そ
の

一
面
１
全
面
的
な
６

一
‐７
後
の
昴
揚

へ
の
回
答

に
な

っ
て
」

な
い
、
と
い
う
側
面
の
み
を
批
判
し
て

い

っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
て
結
局
、

「
連
合
赤
軍
」
の

結
成
は
６

一
１７
後
の
飛
躍
に
対
応
し
た

主
体
の
飛
躍
を
か
ら
と
る
と
こ
ろ
が
、

唯
軍
主
義
的

・
軍
事
力
学
主
義
的
傾
向

召
違
主
義
等
の
拡
大
を

″
固
定
化
″
し

て
し
ま
う
転
換
点
に
な

っ
た
の
で
す
」

（
１
９
７
２

一
１２

・
２７
坂

口
弘
宛
薔
薇

一赤
報
」
１
■
３
号
で
、
連
赤
結
成
に
は

一①
事
の
統

一
か
ら
、
党
の
統

一
へ
と
い

う
組
織
路
線
、
②
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁

を
連
合
独
裁
と
す
る
考
え
方
が
含
ま
れ

て
お
り
、
◎
赤
軍
派
の
側
か
ら
言

っ
て

も
、
日
共
革
命
左
派
の
側
か
ら
言

っ
て

も
、

一
種
の
解
裳
行
為
で
あ
る
と
批
判

し
て
お
い
た
。

「
銃
火
」
に
発
表
さ
れ

た
六
つ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
中
に

「
三
、

党
の
軍
人
化

・
軍
の
中
の
党
化
を
か
ち

と
り
ヽ
革
命
党
を
建
設
し
よ
う
′
四
、

軍
の
正
規
軍
化
、
共
産
主
義
化
を
か
ら

と
り
、

「
赤
軍
」
を
拡
大
強
化
し
よ
う

′
」
と
あ
る
よ
う
に
、
連
合
赤
軍
は
理

論
的

に
は
赤
軍
派
の

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
よ

っ
て
結
成

さ
れ
¨
組
織
路
線
と
し
は
、

従
来
の
赤
軍
派
の

「
前
行
の
軍
人
化
」

的
に
、
つ
き

つ
め
て
総
括
し
よ
う
と
し

て
い
な
い
。
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
、
我
々
は
再
ぴ
森
君
の
証
書
を
借

り
て
く
る
こ
と
に
し
よ
う
。

「
そ
れ
で
、

「
赤
軍
」
の
提
起
は
政

治
上
の
総
括

・
論
争
■

実
践
的
な
相
互

の
誤
り
の
自
己
批
判

・
相

互
批
判
で
は

な
く
そ
れ
を
回
連

し
て

（
回
通
す
る
内

因
は
前
述
）
軍

■
党
を

「
統
合
司
令
部

」
に
よ
る
作
戦
の
共
有
、
政
治
討
論
で

や

っ
て
い
こ
う
と
し
た
訳
で
す
。
こ
れ

に
対
し
て
赤
寧
派
の
大
勢
は

（
詳
し
い

内
容
は
判
ら
ず
）
結
成
贅
減
↓
第

二
次

綱
領
論
争
、
高
原
氏
は
す
ぐ
党
建
設

ヘ

の
主
張
一

八
杏

氏
の
批
判
い
革
命
左
派

獄
中
の
批
判
が
あ

っ
た
わ
け
で
す
。
こ

の
内
、
獄
中
革
命
左
派
と
高
原
氏
が
組

織
問
題

（連
合
軍

と
党
）
を
提
起
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
、
政
治
略
線
上
の
未

総
括
か
ら
言

っ
て
正
し
い
批
判

だ

っ
た

と
思

い
ま
す
。

（
赤
軍
派
に
関
し
て
は

ぼ
く
が
詳
し
に
内
容
を
き
ち
ん
と
御
ら

せ
て
な
く
、
連
合
赤
軍
と
し
て
賛
成
し

た
わ
け
で
す
。
）
が
、
ぼ
く
は
そ
れ
を

一

っ
て
い
た
の
か
を
具
体

「
軍
の
中
の
党
」
の
略
線
を
踏
襲
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
に
対
し
て
塩
見
君
は

賛
成
、
高
原
君
は
さ
ら
に
党
の
統

一
ヘ

と
進
む
べ
き
と
い
う
意
見
、
八
木
君
は

反
対
と
い
う
か
た
ち
で
赤
軍
派
は
三
分

解
し
、
日
共
革
命
左
派
獄
中
組
ュ
反
米

愛
回
路
線
を
ぁ
い
ま

い
に
し
て
い
る
と

し

て
反
対
す
る
事
に
よ

っ
て
、
自
共
車

命
左
派
は

二
分
解
し
た
の
で
あ

っ
た
。

塩
見
君
は
結
局
、
赤
軍
派
と
日
共
革
命

左
派
と
の
間
で
の
第

二
次
縮
領
論
争
を

正
し
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た

こ
と
に
運
赤
敗
北
の
原
因
を
見
て
い
る

よ
う
だ
が
、

「
赤
報
」
３
号
の
塩
見
批
¨

判
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
連
合
赤
軍
と

い
う
組
織
的
基
礎
の
上
で
は
、
す
で
に

「
軍
か
ら
党
」
の
路
線
が
固
定
化
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
，組
織
館
彗
麟

の
上
で
は
、

「
第

二
次
細
領
論
争
」
も

無
政
府
的
ヽ
解
党
主
義
的

に
し
か
行
わ

れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
の
だ
と
い
う
こ

と
を
、
今

に
な

っ
て
も
ま
た
塩
見
君
は

わ
か

っ
て
い
な
い
。

だ
が
、
と
も
か
く
、
赤
軍
派

に
Ｌ

っ

て
は
ド
ブ
レ
路
線
の
帰
結
と
し
て
、
日

共
革
命
左
派
に
と

っ
て
は
、
そ
の
人
民

民
主
主
義
独
裁
論
、
反
米
愛
国
論
を
維

持
し
た
ま
ま
、
建
軍
遊
撃
戦
略
線
を
と

っ
た
こ
と
の
必
然
的
帰
結
と
し
て

（
な

せ
な
ら
反
米
愛
国
路
線
に
よ

っ
て
日
本

に
お
い
て
都
市
ゲ
リ
ラ
戦
術
を
位
置
す

け
る
こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
）
連
合
赤

軍
は
結
成
さ
れ
た
。
赤
軍
派
の
場
合
は

、
塩
見
―
森
着

に
代
表
さ
れ
る
ド
ブ
レ

路
線
を
純
化

し
よ
う
と
す
る
意
見
と
、

八
木
君
に
代
表
さ
れ
る
地
方
委
―
革
命

戦
線
に
内
在
す
る
ス
タ
■
リ
ン
主
義
党

組
織
観
の
残

シ
か
ら
の
反
対
意
見
と
が

対
立
し
た
の
で
あ
り
、
赤
軍
派
の
党
内

閣
争
は
こ
う
し
て
顕
在
化
し
て
い

っ
た

の
で
あ
る
。

（
八
木
君
の
主
費
は
遣
赤
結
成
以
降

「
序
章
」
６
号
（

「情
況
」
７‐
年
Ｈ
月

号
な
ど
に
発
表
さ
れ
た
が
、　
一
見
し
た

と
こ
ろ

マ
リ
ゲ
ー
ラ
組
織
論
を
レ
ー

ニ

ン
の
言
葉
で
意
味
付
与
し
た

も
の
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

だ
が
、
彼
の
場
合
、
赤
軍
派
の
ド
ブ

レ

略
線
を
レ
ー

ニ
ン
の
言
葉
で
合
理
化
す

る
と
い
う
か
た
ち
で
の
赤
軍
派

に
対
す

る
か
か
わ
り
方
を
、
お
そ
ら
く
彼
の
赤

軍
派

へ
の
結
集
以
来
行

っ
て
い
た
の
で

あ
り
、
連
合
赤
軍
結
成
以
降
の
党
内
開

争
の
方
法
も
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ

た
。

っ
ま
り
連
合
赤
軍
結
成
以
降
、

八

木
君
は
表
向
き
は
連
合
赤
軍
支
持
を
表

明
し
な
が
ら
、
八
木
君
流
の

「
レ
ー

ニ

ン
主
義
」
を
だ
ん
だ
ん
と
赤
軍
派
に
し

の
び
こ
ま
せ
て
い
こ
う
と
す
る
や
り
方

改
組

が
日
程
に
上

っ
た
の
で
あ
り
、
こ

こ
で
対
立
は
決
定
的
と
な

っ
た
と
思
わ

さ
て
、
こ
う
し
て
赤
軍
派
内
の
党
内

一
銃
主
義
を
、

「
赤
軍
」
８

号
の
都
市

わ
け
で
す
。
」

（１
９
７
２

●
１
２

一

２
７
塩
見
学
也
宛
薔
簡
）

日
共
革
命
左
派
が
続

に
よ
る
せ
ん
減

戦
を
意
志
統

一
し
て
い
っ
た
過
程
は
、

赤
軍
派
と
は
異
る
が
、
本
質
的
に
は
共

通
し
て
い
る
点
が
あ
る
。
日
共
革
命
左

派
に
つ
い
て
は
別
の
機
会

に
我
々
の
意

見
を
述
べ
た
い
。
）

だ
が
、
戦
術
に
お
い
て
銃
に
よ
る
せ

ん
減
戦
を
第

一
義
的
な
連
撃
戦
の
戦
術

と
考
え
た
場
合
、
当
然
に
も
６

・
１７
爆

弾
闘
争
か
ら
銃
撃
酸

へ
と
進
む
こ
と
は

「
建
党
建
車
の

内
的
矛

盾
」
と

し
て

把

握
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
わ
け
で
あ

り
、
決
定
的
な
党
的
飛
躍
と
し
て
把

握

さ
れ
た
わ
け
て
、
実
際
、
武
器
の
質
的

発
展
は
中
央
軍
の
組
織
改
組
を
要
求
し

た
こ
と
を
基
礎
に
し
て
、
森
君
は
中
央

軍

一
元
主
義
を
と
る
こ
と
こ
そ
が

「
軍

の
党
化
」
で
あ
る
と
し
て

こ
の
点
か
ら

の
全
面
的
な
組
織
改
組
を
行

っ
て
い

っ

た
わ
け
で
あ
る
。

を
と
っ
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
組
織
日
一　
こ
の
ょ
う
に
間
邸
は
非
常
に
は
つ
き

和
見
主
義
で
あ
り
、
サ
ト
ク
ル
主
義
で

一
り
し
て
い
る
。
森
君
が

「
武
器
奪
取
に

降
火

一
派
と
同
様
の
ツ
ァ
ー
専
制
下
の

一
せ
ん
減
戦
を
第

一
義

に
お
い
た
の
は
、

義
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
と
結
合
け
て

一
る
彼
の
小
蜂
起
主
義
の
米
克
服
の
結
肇

あ

つ
て
、
彼
の

「
レ
ー

ニ
ン
主
義
」
が

一
ょ
る
味
方
の
蜂
化
」
と
し
て
銃
に
よ
る

支
配
の
下
で
の
日
本
階
級
聞
争
と
を
二
一
蟻
起
の
戦
術
０
総
括
の
不
徹
底
、
な
し

ロ
シ
ア
階
級
関
争
と
今
日
の
帝
国
主
義

一　

第

一
一次

綱
領
論
争
に
お
け
る
前
段
階

重
写
し
に
す
る
と
こ
ろ
の
純
粋
民
主
主

一
く
ず
し
的

な
ゲ
リ
ラ
戦
術
の
採
択
に
よ

を
決
定
し
た
。
）
　
　

　
　

　

　
　

　

一
共
革
命
左
派
の
山
岳
根
拠
地
主
餞
、
唯

彼
の
赤
軍
派
内
反
対
派
と
し
て
の
位
置

一
で
あ
る
。

（党
派
聞
争
の
上
で
は
、

日

一̈一沖一一一一一一一一一一一一』警」「ヵ、一置）は， 』″い驀̈な

闘
争
は
運
赤
結
成
以
降
激
化
し
て
い

っ

一
リ
ラ
綸
に
よ

っ
て
は
一
薇
底
し
て
批
判

れ
る
。
こ
の
点

に
つ
い

問
題
の
リ
ア
ル
さ
を
理
解
し
て
い
な
い

結
果
、

「
論
議
」
に
お
い
て
は
何
も
述

べ
て
い
な
い
。
森
君
は
次
の
よ
う
に

書

っ
て
い
る
「
　

、

２

●
２
７
坂
口
弘
宛
薔

簡
）

「
こ
れ
に
対
し
て

″
最
左
派
″
Ａ

（

中
央
纂
）
に
よ
拠
し
た
ぼ
く
は
、
地
方

で
の
作
戦
の
挫
折
、
東
京
で
の
挫
折
か

ら
の
軍
の
焦
り
と
政
治
の
要
求
、
武
装

関
争
に
対
す
る

「
武
器
奪
取
に
よ
る
味

方
の
強
化
、
武
闘
の
永
続
化
」

（
そ
れ

故
、　
一
発
主
義
的
Ｂ
闘
争
の
必
要
以
上

の
経
視
）
の
考
え
方
か
ら
、
Ｆ

（
革
命

戦
線
）
戦
聞
グ
ル
ー
プ
の
〓

へ
の
組
み

込
み
、
そ
し
て
、
矛
盾
を
集
中
し
た
半

合
の
軍

へ
の
組
み
込
み

へ
進
み
、
結
局

・

一
¨
赫

『

彎

『

］

中

¨

教
条
主
義
、
民
兵
主
義
批
判

（建
党
建

軍
の
内
的
矛
盾
を
考
え
な
い
地
方
軍
の

蕪
媒
介
な
提
起
―
卜
中
央
軍

ヘ
ゲ
の
解

体
と
考
え
た
わ
け
で
す
。
）
よ
う
は
、

Ｒ

●
Ａ
、
Ｒ

・
Ｌ
の
の
細
領
的
上
場
と

し
て
、
過
渡
的
網
領
を
考
え
、
そ
の
下

へ
軍
の
党
化
、
強
化
再
編
を
か
る
と
り

そ
こ
か
ら
改
め
て
郵
ゲ
リ
ラ
、
Ｆ
に
変

わ
る
戦
線
の
オ
ル
グ
を
し
よ
う
と
し
た

「
零
が
地
方
で
も
つ
政
治
の
要
求
」

（１
９
７
２

●
１２

・
″
坂
口
弘
宛
番
簡

）
と
か
、

「
地
方
で
の
作
料
の
整
新
、

東
京
で
の
挫
折
か
ら
の
軍
の
焦
り
と
政

治
の
要
求
」
な
ど
と
も
述
べ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、

「前
術
の
軍
人
化
」

「
軍

の
中
の
党
」
０
組
織
路
線
の
限
界
は
、

米
子
に
お
け
る
Ｍ
作
戦
の
失
敗
の
後
、

中
央
軍
内
部
に
お
い
て
も
あ
ら
わ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
り
、
八
木
君
や
穂
積
君

の
民
兵
主
義
、
地
方
軍
建
設
の
主
張
が

一
定
つ
力
を
持
つ
て
登
場
し
て
き
た
こ

と
に
し
て
、
森
君
は
こ
れ
を
Ｌ
Ｉ
ニ
ン

教
条
主
義
ｔ
し
て
従
来
の
赤
軍
派
の

「

古
い
党
」
に
対
す
る
批
判
の
仕
方
を
踏

襲
し
て
、
批
判
し
つ
つ
、
銃
に
よ
る
せ

ん
滅
戦
の
遂
行
を
掲
け
、
中
央
軍

一
元

主
義
と
し
て
ド
ブ
レ
路
線
を
最
も
純
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
党
的
な
組
織

改
組
を
行
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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７

●
６

，
件
以
来

の
赤

軍
派
の
組
織
路

線

は
こ
う
し
て
、
森
君
に
よ

っ
て
最
も

純
化
さ
れ
て
実
現
さ
れ
た
。
中
央
察

一

元
主
義
を
と
ら
な
け
れ
ば
、

八
未
君
の

民
兵
主
義
、
地
方
軍
建
設
の
主
張
が
勝

利
し
て
い
た
か
、
そ
れ
と
も
赤
軍
派
の

一分
解
メ
進
ん
で
い
た
か
ど
ち
ら
か
で
あ

の
対
立
の
根
本
的
解
決
を
み
な
か

っ
た

二
つ
の
組
織
観
の
対
立
だ

っ
た
か
ら
で

あ
る
。
し
か
も
、
赤
軍
派
は
７

●
６
事

件
以
降

「
レ
ー

ニ
ン
主
義
の
教
条
化
＝

ス
タ
ー
リ
ン
主
義
」
と
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
革
命
的

マ
ル
ク

ス

・
レ
ー

ニ
ン

主
義
を
復
権
す
る
道
を
自
ら
開
ざ
し
て

し
ま

っ
て
い
た
。
少
く
と
も
赤
軍
派
が

赤
軍
派
で
あ
ろ
う
と
し
た
限
り
に
お
い

て
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
か
ら
し
て
も

森
君
が
中
央

一
軍
元
主
義
を
と

っ
た
こ

と
は
必
然
で
あ
る
。
問
題
は
７

●
６
事

件
を
出
生
の
秘
密
と
し
た
赤
軍
派
の
組

織
略
線
の
根
本
的
な
総
括
に
あ
る
の
で

あ

っ
て
、
こ
の
総
括
を
回
避
す
れ
は
、

赤
軍
派
の
諸
君
は
必
ず
革
命
戦
争
路
線

を
も
清
算
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

こ
の
こ
と
は
塩
見
君
の
次
の
よ
う
な
党

の

「
イ
メ
ー
ジ
」
に
よ

っ
て
も
証

明
さ

れ
て
い
る
。

「
（０
）
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
政
治
を
喪

失
し
た
結
果
と
し
て
の
下
部
追
随
的

「

前
術
の
軍
人
化
」
の
組
織
路
織
や
そ
の

裏
返
し
と
し
て
の
、
ヽ
は
リ
プ

ロ
レ
タ

リ
ア
政
治
抜
き
の
自
僚
的

・
ス
タ
ー

，

一

ン
主
義
的
職
闘
団
主
義
け
な
小
ブ

ル
組

一

軸

一
一
一
都

一
稗

一
一
¨
一

一
ル
農
民
等
抑
圧
臓
の
前
者
を
中
心
と
す

る
統

一
を
荷
う
組
織
の
建
設
、
こ
の
組

織
は
非
合
法

・
非
公
然
を
前
提
に
し
て

合
法

・
公
然
の

二
面
的
形
態
を
持
ち
、

批
判
と
自
己
批
判
の
作
風
を
持

っ
た
組

織
で
あ
る
。
―
―

軍
事
委
員
会

―

建

軍
の
組
織
構
造
を
内
包
し
て
い
る
。
」

（２
号
９
Ｐ
）

こ
れ
は
結
局
、
政
治
局
と
軍
事
委
員

会
が
分
離

し
た
党
組
織
で
あ

っ
て
、
赤

軍
派
の
過
去
の
組
織
路
線
と
の
関
係
で

言
え
ば
、
第

一
次
赤
纂
派
の

二
元
的
党

組
織
の
改
良
版
で
あ
る
。
塩
見
君
が
戦

一術

に
つ
い
て

「
反
帝
反
米
の
プ

ロ
レ
タ

．
リ
ア
民
主
主
義
で
結
集
さ
れ
た
統

一
戦

戦
の
形
成
と
、
党

に
ょ
る
指
導
と
統

一

戦
線
に
基
礎
を
置
き
、
こ
れ
と
し

っ
か

り
結
び

つ
い
た
建
軍
武
闘
の
戦
術
等
」

（
２
号
９
Ｐ
）
と
言

っ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
塩
見
君
は
統

一

戦
線
運
動
＝
民
主
主
義
運
動

（プ

ロ
レ

タ
リ

ア
民
主
主
義
と
は
プ

ロ
レ
タ
リ
ア

独
裁
以
外
の
意
味
で
は
あ
り
え
な
い
。

反
帝
反
米
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
民
主
主
義

と
い
う
塩
見
君
の
主
張
は
、
塩
見
君
も

ま
た
赤
軍
派
の
他
の
メ
ン
パ
ー
と
同
様

純
枠
民
主
主
義
が
社
会
主
義

に
転
化
す

る
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

）
を
拡
大
す
る
た
め
の
刺
激
剤
と
し
て

遊
撃
戦
を
考
え
て
お
り
、
統

一
戦
線
運

動
１
民
主
主
義
運
動
を
指
導
す
る
党
組

織
に
従
属
す
る
も
の
と
し
て
軍
寧
委
員

会
の
指
導
下
に
お
か
れ
る
軍
事
組
織
を

考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
曰
共
革
命
左

派
獄
中
組
の
主
張
を
薄
め
た
よ
う
な
こ

の
塩
見
君
の
主
張
は
、
赤
軍
派
の
従
来

の
略
線
の
清
算
で
あ
り
、
完
全
な
後
退

蹴
わ
』
ど
［

「 ょ
向
い
い
印
一
は
「

「 分
中

一

服
し
よ
う
と
し
、
革
命
戦
争
路
線
を
と

る
こ
と
に
お
い
て
政
治
と
軍
事
を
統

一

し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
、

だ
か
ら
こ
そ

『
共
産
主
義
化
」
と
い
う

組
織
思
樹
な
も
生
み
だ
し
た
の
だ
と
い

う
こ
と
を
精
算
し
て
い
る
。

赤
軍
派
の
ド
ブ
レ
略
線
の
破
産
は
今

日

の
階
級
情
勢
に
お
い
て
労
働
者
階
級
の

共
産
主
義
的
要
求
に
立
脚
し
た
革
命
戦

争

の
戦
術
が
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

労
働
者
階
級
の
共
産
主
義
的
要
求
に
立

脚
し
、
革
命
戦
争
を
組
織
す
る
て
と
の

で
き
る
党
建
設
が
行
わ
れ
な
け
れ
は
な

一
ら
な
い
こ
と
、
こ
の
党
建
設
は
、
革
命

一
小
再
生
産
す
る
こ
と
も
で
き
ま
い
。
結

一
局
彼
は
八
木
君
達

に
ヽ
様

さ
れ
る
公
然

一
た
る
解
党
派
＝
革
命
戦
争
清
算
派
と
事

．
実
上
月
を
並

べ
て
し
ま

っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

Λ

（
注
）
森
君
は
次
の
よ
う
に
言

っ

て
い
る
。

「
６

●
１７
後
の
実

践
的
ポ
イ
ン
ト
は

政
策
と
し
て
の

「
組
織
戦
」
の
提
起
で

は

な
く

（
ぼ
く
は
当
初
か
ら
や
は
り
半

合
の
任
務
と
し
て
の
み
こ
れ
を
考
え
て

い
た
の
で
す
）
、
軍
を
戦
闘
グ

ル
ー
プ

支
援
グ

ル
ー
プ
と
結
合
、
指
導
、
組
織

さ
せ
て
、
自
ら
の
唯
軍
主
義
、
唯
銃
主

義
の
組
織
―
戦
術
上
の
極
左
略
線
、
左

か
ら
の
拝
脆
と
国
わ
せ
る
こ
と
だ

っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
て
の
み
７。
年
待

機
主
義
を
騨
皮
す
る
の
に
必
然
だ

っ
た

は
く
の
唯
軍
主
義
―
―
党
と
し
て
の
指

導
を
展
開
で
き
ず
、
そ
の
能
力
を
喪
失

し
た
状
況
か
ら
正
し
い
党
的
指
導
の
確

立

（
そ
の
意
味
で
の
軍
↓
党

へ
）
飛
躍

・

で
き
る
第

一
歩
を
歩
め
た
と
思
い
ま
す

一

一
」
「

９
７
３

●
１

●
１
板
東
「
男
宛

一

こ
の
総
活
は
塩
見
君
と
全
く
同
じ
で

は
な
い
が
、
結
果
論
で
あ
り
、
森
君
の

「
党
主
義
」
の
清
算
に
つ
な
が

っ
て
い

る
。
唯
軍

主
義

・
唯
銃
主
義
と
し
て
の

れ
た
と
こ
ろ
の
、
当
時
の
八
木
君
の
民

兵
主
義
と
の
対
立

の
中
で
、

「
組
織
戦

」
は
対
立
を
緩
和
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
は
あ

っ
て
も
、
対
立

を
解
決
す
る
も

の
で
は
な
い
。
遅
か
れ
早
か
れ
、
森

君

は
中
央
軍

一
元
主
義
と
し
て
ド
ブ

レ
略

線
を

一
た
ん
純
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か

っ
た
。
す
な
わ
ら
、
ト
ブ
レ
路
線
を

維
持
し
た
上
で
考
え
る
な
ら

「
軍
の
党

○

ま
　
　
　
と

一　

当
初
、
更
に
７

●
６
事
件
の
組
織
総

一
活
を
行
い
、
塩
見
君
の
資
本
主
義
批
判

一
の
批
判
に
つ
い
て
述
べ
る
予
定
だ

っ
た

が
、

「
前
衛
の
軍
人
化
」

「
軍
の
中
の

一
党
」
に
つ
い
て
述

べ
た
だ
け
で
、
す
で

．
ｔ
予
定
の
経
数
に
達
し
て
し
ま

っ
た
，

森
君
が
中
央
軍

一
元
主
義
の
路
線
を
選

び
新
党
建
設

に
む
か

っ
て
い
く
過
程
、

特
に

「
銃
―
共
産
主
義
化
」
論
の
成
立

そ
の
後
の
遠
山
問
題
に
端
を
発
す
る

「

党
内
躍
争
」
と
粛
清
、
更
に
軽
井
沢
鏡

撃
戦
の
階
級
的
意
議
な
ど
、
塩
見
君
が

述

べ
て
い
な
い
点
、
あ
る
い
は

簡
単
に

片
す
け
て
い
る
点

に
つ
い
て
も
、
我
々

は
■
だ
多
く
の
こ
と
を
述
べ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
が
、
７

●
６
事
件
の
組

織
総
括
及
び
、
塩
見
君
の
資
本
主
義
批

判
の
綺
判
と
と
も
に
別
の
機
会
に
述
べ

る
こ
と
に
す
る
「
　
　
　
　
　
　
　
　
一

最
後
に
塩
見
君
の

「
共
産
主
義
化
」

一

総
括
に
つ
い
て
簡
単
に
批
判
し
て
お
け

はヽ
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
資
本
主
義
社

会
の
大
雑
把

な
曖
昧
な
批
判
は
、
諸
個

人
の
労
働
、
欲
望
、
性
活
動
、
家
族
、

私
有
財
産
、　
ｅ

ｔ

Ｃ
の
よ
り
根
底
的

一
化
」
は
中
央
軍

一
元
主
義
と
し
て
し
か

あ
り
え
な
か

っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。

森
君
が

「
ゲ
リ
ラ
か
ら
党
」
の
略
線

を
最
も
純
化
し
、
新
党
結
成
に
ま
で
進

ん
で
行

っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
こ
そ
、
日

一
動
］
榊
い
」
い
静
は
摯
〕
一
鳩
砕
け

て
最
も
良
く
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
破

産
も
ま
た
最
も
良
く
明
ら
か
に
な

っ
た

わ
け
で
あ

っ
て
、
第

一
次
赤
軍
派
結
成

以
来
の
綿
領

・
組
織

・
戦
術
総
体
の
総

活
を
行
う
こ
と
も
可
能
に
な

っ
た
の
だ

森
君
の
考
え
方
は
弁
証
法
的
で
な
い
し

個
人
の
責
任
に
還
元
し
て
す
べ
て
を
総

括
し
て
い
こ
う
と
す
る
組
織
態
度
に
お

い
て
誤

っ
て
い
る
。
Ｖ

め

す
る
の
が

「
共
産
主
義
化
」
た

と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
問
題
が
個
々
人

の
資
本
主
義
批
判
に
対
す
る
認
識
の
確

立
に
逮
元
さ
れ
て
し
ま

う
。
塩
見
君
は

い
わ
ば
価
値
判
断
の
基
準
と
し
て
資
本

主
義
批
判
を
考
え
て
い
る
の
み
で
あ

っ

て
、
資
本
主
義
批
判
と
共
産
主
義
革
命

の
原
則
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
も
、

共
産
主
義
革
命
の
原
則
と
党
り
組
織
規

律

と
の
関
係
に
つ
い
て
も
あ
い
ま
い
に

し
て
い
る
。

「
共
産
主
義
化
」
と
は
極

端
な
民
主
主
義
と
し
て
の
水
平
主
義
、

あ
る
い
は
平
等
主
義
を

一
方
の
基
礎
に

持
ち
な
が
ら
、
軍
事
組
織
に
と

っ
て
必

然
的
に
要
求
さ
れ
る
中
央
集
権
主
議
の

組
織
思
想
に
対
し
て
組
織
員
個
々
人
の

「
自
立
」
と
し
て
答
え
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
組
織
思
想
を
、

「
党
―
軍
内
共
産
主
義
」
と
し
て
業
化

す
る
も
の
で
あ
る
。
っ
ま
り
、

「
共
産

主
義
化
」
は
共
産
主
義
革
命
に
関
す
ち

原
則
上
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
と
同
時

に

（
こ
の
点
は
す
で
に

（
口
）

「
前
額

の
軍
人
化
」

「
軍
の
中
の
党
」
に
つ
い

て
、
に
お
け
る
注
■
で
述
べ
た
）
、
そ

の
誤
り
が
組
織
思
想
に
お
け
る
誤
り
と

つ
な
が

っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ

る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
誤
り
は
、

革
命
党
の
大
目
的
が
労
働
者
階
級
の
経

済
的
解
放
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

樹
立
す

べ
き
プ

ロ
ン
タ
リ
ア
階
級
独
裁

権
力
の
性
格
と
任
務
を
明
ら
か
に
し
、　
一

中
央
集
権
主
義
の
組
織
思
想
を
党
建
設

に
お
い
て
具
体
化
す
る

こ
と
に
よ

っ
て

克
服
で
き
る
の
で
あ
る
。
塩
見
君
の
よ

う
に
単
に
問
題
を
小
ブ
ル
革
命
主
義
の

一

誤
り
と
し
て
抽
象
化
す
る
こ
と
は
、
必

ず
合
濠

マ
ル
ク

ス
主
義
に
対
す
る
屈
服

一
者
同
盟

（
Ｒ
Ｃ
）
を
召
遼
こ
議
だ
と
言

（彼
の
場
合
は
講
座
派
経
済
学
と
ド
イ

一
」

「彼
等
は
、
我
々
が
連
赤
を
通
し
て

デ
流
の
分
業
史
観
の
接
木
）
に

つ
な
が

一
番
定
的
に
到
通
し
た
思
想
的
地
平
や
、

り
、
資
本
主
義
批
判
を
形
一向
上
学
的
に

一
綱
領
の
問
題

（
こ
れ
に
規
定
さ
れ
た
組

と
り
あ
つ
か
う
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で

一
織
間
犀
と
戦
術
問
題
）
な
ど
、
本
質
的

あ
る
。
彼
の

「
共
産
主
義
化
」
総
活
の

一
に
は
何
も
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
。
彼
等

反
動
性
は
次
の
節
所
で
明
白
で
あ
る
。　
一
は
本
当
の
意
味
で
思
期
問
題
を
資
本
主

「資
本
主
義
の
個
人
的
な
非
科
学
的
一
義
批
判
と
し
て
解
決
す
る
こ
と
を
理
解

（
ロ
マ
ン
的
な
）
批
判
し
か
持
ち
得
す

一
し
き
れ
て
は
い
ま
せ
ん
」

（２
号
”
Ｐ

自
己
の
人
生
観
を
自
己
流
に
共
産
主
義

一
）
な
ど
と
言

っ
て
い
る
が
、
塩
見
君
の

に
似
せ
て
し
誨
う
小
・ブ
ル
革
命
主
義
の
一
無
総
括
、
無
継
承
、
無
節
操
は
す
で
に

主
義
化
」
愉
に
も
と
す
い
た
盤
風
―
整
一
い
ま
た
党
規
約
に
ま
で
に
つ
め
ら
れ
て

党
と
し

，
ｔ
か
答
え
ら
れ
な
か
った
こ
一い
な
い
。
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
党

」遷
轟
蹄
摯獅
型
裾
勧経『
屡
穀縫
舞

展
開
）
。
塩
見
暮
は
骨
の
厳
ま
で
個
人

一
ク
内
で
自
己
変
革
す
る
以
外
に
方
法
を

主
義
”
組
織
観
ｔ
染
ま
っ
て
お
り
、
連
一
も
た
な
い
の
で
あ
る
。

赤
指
導
部
が
ど
の
よ
う
に
中
央
集
権
主

義
の
組
織
思
想
の
具
体
化
を
追
ら
れ
、

と
の
よ
う
な
意
味
で
、
そ
の
指
導
の
破

産
を
結
果
し
た
が
、
理
解
で
き

て
お
ら

ず
連
赤
指
導
部
モ
ブ
ル
シ
ョ
ア
民
主
主

義
的
観
点
か
ら
』
判
し
て
い
る
に
す
き

な
い
の
で
あ
る
一　
一

以
上
で

ヽ
景
”
一
Ｌ
府
競
」
の
総
括

を
終
え
る
一

共
産
主
義

釘
訂

幹
１１１‐

す
な
わ
ち
、
従
来
の
党
の
規
約
を
ふ

ま
え
そ
こ
に
お
け
る
党
内
関
争
か
ら
新

し
い
政
治
的
基
準
と
新
し
い
規
約

へ
と

結
実
さ
せ
る
組
織
的
聞
い
こ
そ
が
、
党

の
革
命
を
も
た
ら
す
唯

一
の
実
験
方
法

で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
方

法
を
も
た
な
い
分
派
は
、
分
派
関
争
は

展
開
し
え
て
も
、
そ
の
中
で
、
自
ら
の

党
を
建
設
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
革
命
的
分
派
は

古

い
党
よ
り
も
よ
り

一
局
革
命
的
政
治

内
容
を
も

つ
が
故

に
、
組
織
的

に
も
強

固
な
質
を
獲
得
せ
ね
は
な
ら
ず
、
そ
れ

は
、
党
内
閲
争
の
原
則
的
展
開
の
な
か

か
ら
し
か
獲
得
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

」

（
関
西
地
方
委
員
会
内
部
通
達

「
火

花

「
Ю
号
）

こ
の
文
章
は
、
世
界
――

一
口
同
時
革

命
論
の
承
認
な
ど
政
治
理
論
上
で
は
欠

陥
を
持

っ
て
い
る
が
、
７

●
６

事
件
を

境
に
し
た
第

二
次
共
産
主
義
者
同
盟
の

一党
内
闘
争
の
分
派
聞
争

へ
の
転
化
に
対

一す
る
組
織
態
度
Ｌ
し
て
正
し
い
も
の
で

一
あ
り
、
今

日
に
至
る
ま
で
四
年
間
¨
我

一
々
は
、
こ
の
組
織
態
度
を
懸
承
し
て
き

謳

斃

蟻

罐

輔

鰐

一約
。
こ
の
党
組
織
が
ど
の
よ
う
に
経
営

細
胞
＝
基
本
組
織
と
す
る
ス
タ
ー
リ
ン

主
義
党
の
残
シ
を
も

っ
て
い
た
の
か
は

赤
報
９
号
で
明
ら
か
に
し
た
）
を

レ
ー

ニ
ン
党
と
し
て
考
え
て
い
た
の
は
、
我

々
当
時
の
在
阪
中
央
委
グ
ル
ー
プ
に
と

っ
て
も
ヽ
当
時
の
赤
軍
派
フ
ラ
ク

シ
ョ

ン
に
と

っ
て
も
共
通
の
歴
史
的
限
界
で

あ
る
。

問
題
は
党

の
革
命
の
方
法
に
あ

っ
た
ｏ
我

々
は
こ
の

「
火
花
」
１０
号
に

示
さ
れ
る
組
織
態
度
を
貫
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
情
況
―
坂
旗
派
、
Ｂ
Ｌ
派
―
口

一

こ
と
が
で
き
な
。
我
々
共
産
主
義
者
同

盟

（
Ｒ
Ｃ
）
の
政
治
局
＝
軍
事
委
員
会

Ｒ
Ｃ
＝
政
治
寧
隊
セ
職
業
革
命
家
と
し

て
、
党
の
中
央
都
と
す
る
と
こ
ろ
の
党

建
設
、

マ
ル
ク

ス

・
レ
ー

ニ
ン
主
義
の

組
織
思
想
と
し
て
の
中
央
集
権
主
義
の

復
権
は
、
こ
の
４
年
間
、
我
々
が
守
り

抜

い
て
き
た
組
織
態
度
に
よ

っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
我
々
の
資
本
主

義
批
判
、
共
産
主
義
革
命
の
原
則
の
復

権
及
び
遊
撃
戦
術
も
ま
た
そ
う
な
の
で

あ
る
。

こ
う
し
て
、
今

日
で
は
７

●
‘

事
件

を
め
く
る
我
々
と
赤
軍
派
と
の
分
岐
点

は
明
ら
か
で
あ
り
、
我
々
が
到
毒
し
た

地
平
、
赤
軍
派
が
ゆ
き

つ
い
た
地
点
も

ま
た
明
ら
が
で
あ
る
。
我
々
は
我
々
の

正
し
さ
が
証
明
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
が
、
諸

る
つ
も
り
は
な
い
。
我

々
の
今
日
の
階
級
的
責
任
は
重
大
で
あ

，
、
真
剣
か
っ
周
到
な
準
備

に
よ
ち
て

Λ
追
記
Ｖ
我
々
が
こ
の
原
稿
を
書
き

終

え
て
か
ら
、

「
情
況
」
う
月
号
特
集

「
連
合
赤
軍
の
軌
跡
」
、

「
序
章
」
“

号
、

「
塩
見
孝
也
諭
雄
」
３
号
が
出
版

さ
れ
た
。
前

〓
者
は
連
合
赤
軍
に
関
す

る
貴
重
な
事
実
問
題
を
我

々
に
提
供
し

て
く
れ
た
が
我
々
の
連
赤
総
活
の
観
点

の
変
更
を
追
る
も
の
で
は
な
か

っ
た

「

塩
見
孝
也
論
簿
」

，
号
は
新
宿
鋲
打
銃

聞
争
を
聞
っ
た
、
千
葉
正
健
氏
に
対
す

る
批
判
で
あ
る
が
、
塩
見
君
は
我
々
共

産
主
義
者
同
盟

（
Ｒ
Ｃ
）
に
対
す
る
批

判
を
も
若
千
ケ
チ
っ
け
的
に
行

っ
て
お

り
、

「
綸
壌
」
４
号
は
我
々
の
批
判
と

し
て
出
版
さ
れ
る
ら
し
く
も
あ
る
の
で

我
々
と
し
て
も
簡
単
に

「
論
輩
」
３
号

の
要
点
を
ま
と
め
て
批
判
し
て
お
く
。

「綸
整
」
旦

号
の
要
点
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
９^
〓
築
氏
の
批
判

に
名

を
借
り
て
、
赤
軍
の
ト

ロ
ッ
キ
ー
主
義

を
湾
算
し
、
も
沢
東
主
義
の
と
り
入
れ

を
は
か

っ
て
い
る
こ
と
②
連
合
赤
軍
結

成
か
ら
新
党
結
成
を
目
指

し
ｔ
こ
と
を

正
し
か

っ
た
と
し
た
上
で
も
沢
東
主
義

と
ト

ロ
ッ
キ

ズ
ム
を
正
し
く
上
場
で
き

な
か

っ
た
の
が
敗
北
の
原
因
と
し
て
い

る
こ
と

（
こ
の
主
張
の
批
判
は
す
で
に

本
文
中

で
行

っ
て
お
い
た
）
◎
千
葉
氏

を
粛
清
肯
定
論
者
と
し
て
批
判
し
、
銃

撃
襲
賛
美
論
を
批
判
し
な
が
ら
、
結
局

精
算
主
義
に
妥
協
し
て
い
る
こ
と
④
千

葉
氏
の
ト

ロ
ッ
キ
ー
＝

ロ
ー
ザ
的
資
本

主
餞
批
判
の
批
判
を
行
い
つ
つ
、

ス
タ

ー
リ
ン
主
義
経
済
学
に
対
す
る
屈
服
を

一

一
藁

魏

極

箋

難

．
論
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
ょ

っ
て
、
中

国
共
産
党
と
同
様
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
解

散
の
総
括
、
世
界
党
建
設
の
意
義
を
過

少
評
価
し
て
お
り
、
同
様
に
、
世
界
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
政
治
形
態
に

つ
い

て
あ
い
ま
い
で
、

ス
タ
＝
ブ

ハ
綱
領
以

来

の
世
界
プ

ロ
独

連
部
の
主
張
に
対
す

る
党
派
難

（
当
然
に
も
そ
れ
は
ソ
連
共

産
党
Ｉ
社
会
帝
国
主
義
に
対
す
る
党
派

性
と
な
る
の
だ
が
）
が
欠
落
し
て
い
る

こ
と
◎
過
渡
的
綱
領
の
意
義
を
強
調
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
結
局
、
爆
火

一
派

・

一
『
”

毅

一

鮨

¨
一

（
で 実 ↓
］

『

］

慟
判
を
行
っ
て
い
る
が
、
い
弁
証
法
的

革
命
戦
争
の
前
造
を
は
か

っ
て
い
き
た

一
ぃ
と
の
み
、

峨
々
は
考
え
て
い
る
。

Λ

追

　

記

Ｖ
唯
物
論
の
放
棄
口
史
的
唯
物
物
論
的
観

点
の
欠
落
内
剰
余
価
値
法
則
の
無
視
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
、
日
本
共
産
党
＝

ス
タ
ー
リ
ン
主
義
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

塩
見
君
は
ス
タ
ー
リ
ン
に
は

ト^
ロ
ッ

キ
ー
に
も
）
資
本
主
善
鋤
判
が
な
い
な

ど
と
世
迷
い
言
を
言

っ
て
い
る
が
、　
一

度
ス
タ
ー
リ
ン
の

「
ソ
同
盟
に
お
け
る

社
会
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
」
や
、
経

済
学
数
科
書
な
ど
と
ひ
き
く
ら
べ
て
、

自
分
の
主
張
と
い
が
に

一
致
し
て
い
る

か
確
め
て
み
る
と
い
い
の
で
あ
る
。
塩

見
君
は
反
富
僚
主
義
と
い
う
晨
一で
の
み

反
ス
タ
ー
リ
ン
な
の

で

あ

る
が
、
こ

れ
は
、
反
ス
タ
「
リ
ン
な
の
で
あ
る
が

こ
れ
は
反
ス
タ

マ
ル
ク
ス
主
義
の
最
も

恵
し
き
伝
統
な
の
で
あ
る
。
そ
の
他
は

推
し
て
知
る
ベ
ル
だ
が
、
プ
ロ
独
運
動

＝
ソ
ヴ
イ
エ
ト
の
無
視
と
い
う
裁
判
は

，

ビ
ッ
ク
リ
で
あ
る
。
我
々
を
７

●
６
以

降
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
主
義
だ
と
批
判
し
て
き

た
の
は
赤
軍
派
で
は
な
か
っ
た
の
か
？

ど
う
か
詳
し
く
塩
見
君
の
主
張
を
展
開
一

し
て
も
ら
い
た
い
。
良
い
機
会
な
の
で
一

我
々
も
ま
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
運
動
論
の
元
一

祖
と
し
て
総
括
を
も
っ
て
答
え
る
で
あ

一

ろ
う
。

そ
の
他
批
判
点
は
あ
る
が
、
塩
見
君

の
我
々
に
対
す
る
批
判
を
ま
っ
て
、
詳

し
く
展
開
す
る
予
定
で
あ
る
。
塩
見
君

は

「
我
々
は
、
ド
ブ
レ
主
義
や
ゲ
リ
ラ

主
議
を
受
け
入
れ
た
わ
け
で
は
全
く
な

，

い
こ
と
、
む
し
ろ
原
則
的
に
こ
れ
を
批

判
克
服
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
」
と

，

述
べ
て
お
り
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
第
二
一

次
綱
捩
論
争
に
失
敗
し
て
グ
リ
ラ
主
義
・

に
転
落
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
な
ぜ

そ
う
な

っ
た
の
か
は
、
す
で
に
我

々
が

本
文
中
で
鋤
判
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ

し
て
塩
見
君
の

「
原
則
的
」
な
観
点
が

実
は
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
か
ら
の

（
部
分

的
に
は
革

マ
ル
派
か
ら
の
）
借
り
物
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
が
塩
見
君
を
し
て
今

や
精
算
派
と
散
条
派
と
の
調
停
を
追
い

求
め
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
も

ま
た
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

（
了
）

※

　

　

※


